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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Opening - Symmetry Girl






　光が咲いて、またひとしずく。

　闇やみに堕おちたのは、白い花。

　少女は笑った。

　白はく昼ちゆう夢むに似た景け色しきの中で、少女は笑った。

「たとえばね。それだけでいいと思えることってあるじゃない？」

　ひどくオトナびていて、それでもなお幼い不ふ思し議ぎな声で彼女は言う。

　白い髪に白い服。

　やけに目に付く、赫あかい靴くつ。

　彼女はそんな姿をしていた。

　その科白せりふは、ときに歌を唄うたうようにも聴こえた。

「すべてがうまくいかなくても、全部が正解じゃなくてもさ、ね？」

　すると、闇が呼こ応おうするように、リリン、と鳴いた。

　しかしそれは、闇ではなく一匹の猫だ。

　黒猫はその瞳ひとみに、闇夜に浮かぶ黄金の月の色をたずさえる。

　ただ、全身の黒に反して、しっぽの尖せん端たん、小指の先ほどが白くなっている。

　黒猫が言った。

「へー。なんだか、よく判わかんないけど……でも、ボクに判ることがひとつあるんだよね」

　黒猫は、幼い感じを受ける声をしている。

　その無理に気き取どった口調が不釣り合いだ。

「判ることって？」

　彼女は、あからさまにとぼけた風な口振りで訊きく。

　黒猫は、フーッと、ため息をついてから言った。

「簡かん単たんだよ。今のモモの科白って、ようは『これからやる仕事を脱だつ線せんします』って宣言している風にボクには聞こえたんだ」

「そう？」

「そうだよっ。仕事する前から、そんなこと言わないでくれる？　ボクもうまいっちゃうよ……毎回毎回毎回毎回毎回毎回……てゆーか、全部だね……むしろ、すべてだね」

　と、彼女はいたずらに笑った。

「というわけで。じゃあ、よろしくね。ダニエル──」
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　　　　♪




　想いを伝えるため目を閉じた。

　静かな日の朝あさ陽ひが、線せん香こうの匂においのするその部屋を淡あわく照らし出す。

　少年は、写真の中のそのひとに手を合わせる。

　にっこりとうれしそうに笑う祖父の笑顔。

　目を閉じている間は、まだ、あの日の祖父と逢あえるような気がした。

　あの日、いなくなってしまったあなたが、伝えたいことはなんだったのか。

　いまだ、吹っ切れない心の引っかかりを振り切るため、目を開けた。

「──行ってくる。じーちゃん！」

　そして、少年は立ちあがった。




　最後のゲーム。

　ふたりで遊んだ日々のように。

　見付けに行くよ。

　探しに行くよ。




　だって、逢えるような気がするんだ。

　じーちゃん。




　想い出を──探しに行くよ。







　　　　♪




　空はとんでもなく高いところにあった。

　特にこの季節はよりいっそう、それを感じさせられた。

　庭先に植えられた名も知れぬ木々の葉が紅あかや黄色になって、風に乗せられ、地上へ舞まい散る。

　市いち原はらカンタロウは、家の玄関を出たところで陽ひ射ざしに手をかざしてみた。

　歌の歌詞ではないが、淡く赤色に手が透すけるようだった。

「…………まだ、よく判わかんねぇけど……。まあ、だから行くんだろうけどさ……」

　ひとりごちて、カンタロウは歩き出した。

　九月も中頃ごろに入り、この時刻はさすがに涼すずしくなってきていた。

　ひんやりとした空気が、動き出した一日のはじまりを静かに包んでいた。

　連休初日。時計の針は、早朝六時前。

　すれ違う人はほとんどない。

　いたとしても誰だれひとりとしてカンタロウの行動を予測できる者はいないだろう。

　肩からぶら下げた、三本ラインの入ったスポーツバッグ。アイロンがけされ、パリッとした白いカッターシャツに黒いズボン。

　ごく普通の学生さん。

　部あさ活れんにでも行く途と中ちゆうの。

　考えるならば、誰もがそう思っただろう。

　しかし、違う。

　カンタロウは現在中学三年で、もうすでに部活は引退してしまっている。

　カンタロウは、まったく別の目的を持っていた。

　制服の着用は、ある種のカモフラージュであり、また、〝決心〟の表れでもある。

　その決心をしたのは、あの日のことだ。




　祖父からの手紙。

　今はいない彼方かなたからの手紙。

　大好きだったじーちゃん。

　最後の手紙。

　そいつは、こんな文章からはじまった。




　──昔話は、もう十分だと思う。

　だから、最後に、じーちゃんとゲームをしようか。

　こいつは、宝探しのゲーム……、




　　　　♪




　あれはまだ、鬱うつ陶とうしい梅つ雨ゆが明けるか明けないかというころだった。

「じゃあ、行ってくるよ。じーちゃん」

　いつものように、カンタロウはそう言って、手を振った。

　玄関で、祖父の康こう太た郎ろうが、いつものように、

「おう。気ぃつけて行ってこい」

　と、笑顔で送り出してくれた。

　中学三年。最後の夏。

　夏休み直前の試合。

　しかし、カンタロウが所属していた野球部は、地区予選の第一試合で、早そう々そうに敗退した。

　なんのために、あの血と汗と涙の苦しく地じ獄ごくのような練習を耐たえてきたのかっ!?

　…………と、いうほど大おお袈げ裟さなことは、まったくもってなかった。

　実のところ、カンタロウの学校の野球部はかなりの弱小で、練習もびっくりするぐらい厳きびしくない。

　なんで存在しているのかも判わからないようなお気楽部活動だったのである。

　で、三年間だらだらと練習していた結果。

　試合は十八対〇の五回コールド負け。

　あのまま続いていたら、何失点していたことか……考えるだけバカバカしい。

　涙ももちろん出るわけがない。

　キャプテンの大おお倉くらだけが、何を勘かん違ちがいしたのか、

「なんだよ、みんな。ヘラヘラするなよ！　悔しくないのか、こんな惨みじめな負け方で!!」

　と、半泣きで熱血した。

　しかしながら、

「──ぜんぜん」

　悔しくないのである。

　あったりまえだ。

　涙を流すほど、流せるほど、真ま面じ目めにやってたワケじゃない。

　練習中に何な故ぜか、サッカー部にサッカーの試合を申し込みに行くような野球部だ。

　しかも、サッカーやった方がいいんじゃないか？　ってゆうくらい、みんな妙にうまかったりする始し末まつ。

　というか、記き憶おくが正しければ、大倉のヤツも一いつ緒しよになってサッカーやってたじゃん。

　むしろ、おまえがこんなときだけマジんなって恥はずかしくないのか？

　泣くなよ。

「涙ってのは、なんでもかんでも流せばいいってわけじゃない。涙の価値を決めるのは自分じゃないんだからな」

　と言っていたのは、祖父の康こう太た郎ろう。

　よく判わからないが、男子たる者、そう簡かん単たんに泣いてはいけないということだろう。

　と、カンタロウは勝手に解釈していた。

　しかし、それは「違うんじゃないだろうか」とすぐに思うことになる。

　あの朝、康太郎はあんなに元気に笑顔で自分のことを見送ってくれたのに。




　試合後。部活引退打ち上げで、三年生全員で行ったカラオケ。

　なんだかんだで、一番はしゃいでいたのは、さっきまで熱血していた大おお倉くらだった。

　流は行やりのアイドル（女）の歌を振り付きで五、六曲熱唱した。

　もう一曲いこうとしたところを、みんなで、

「あーっ！　や、やめろ！　いい加減にしろ！」

　とやめさせた。

　あとは、全員で大合唱だ。

　曲は『サライ』だった。

　手を振り肩を組んだりの大合唱。

　カンタロウは、二曲ほど誰だれも知らないような演歌を本気で歌って爆ばく笑しようを頂ちよう戴だいした。

　野球で負けたことなど、すっかり忘れてカンタロウが家に帰ると、いつもなら、

「おかえり。カンタロウ、ゲームやろうや」

　と、テレビゲームに誘さそったりしながらも、真っ先に迎えてくれるはずの祖父が出てこない。

　代わりに、彼を迎えたのは、目を赤くした母親だった。

「おじいちゃんが、亡くなったの」

　と母親は言った。

　祖父、康太郎は、陽ひのあたる窓まど際ぎわのソファに座って、眠るようにしていたらしい。

　幸せそうに、心ここ地ちよさそうに、陽の光をあびながら、祖父は逝いった。

　母親は、

「きっと、おじいちゃん、幸せだったんだね」

　と涙目ながら、一いつ生しよう懸けん命めいの笑顔で言った。

　でも、カンタロウは、自分の心になんだか穴が空あいてしまったように感じていた。

　そんなバカな話があるか。

　だって、じーちゃんと約束してたんだぞ。

　今度、釣りに行くって。夏休みになって、俺おれが部活を引退したら、行こうって。

　バカみたいに釣れる場所を教えてもらったって言ってたじゃんか。

　行けてないじゃん。

　連れてけよ。

　なにやってんだよ、じーちゃん。

　ひとりだけでさ。

　何ど処こ行ってんだよ。

　テレビゲームはもういいのか？

　満足しちゃったのか？

　俺、遊び足たりないんだよ。

　じーちゃん……。




　リリリン……。




　祖父が座っていた窓まど際ぎわにある風ふう鈴りんが鳴った。

　今まで感じたこともないくらい、ひどく寂さびしげな音ね色いろだった。

　きっと、これは風のせいじゃない。

　俺のため息のせいだ。

　通夜も葬そう式しきも火葬のときもずっと、涙はいつまでたっても出てこなかった。

　出るワケない。

　こんなの納得できるかよ。

　大好きな祖父が、いなくなった。

　まだ、自分を呼ぶ声が聞こえてくるようだ。

　──そんなときだった。

　祖父の遺い品ひんを整理していると、祖父の部屋の押おし入いれから、カンタロウ宛あてのモノが出てきた。

　それはカンタロウの腕の中にすっぽり収まるくらいの段ボール箱だった。

　中身は、ボロボロの布きれ──のようで、広げると、それは学生服のような衣服。そして、もうひとつ──手紙があった。

　遺ゆい言ごんなどではない。あくまでも〝手紙〟だ。

『我が悪友、カンタロウへ。

　昔話は、もう十分だと思う。

　最後に、じーちゃんとゲームをしようか。

　ロープレの主人公になって、おまえは旅に出る。

　そして、宝を見付けるんだ。

　失なくしたモノがそう簡かん単たんには、見付からないことは判わかっているんだ。

　だけど、みんな必死になって探そうとする。

　でも、見付からない。何な故ぜだろうな？

　じーちゃんも見付けられなかったことがある。でも、見付けたんだ。




　じゃあ、はじめようか。

　思い出せ、手をつないで歩いたこと。

　じーちゃんとカンタロウの最後のゲーム。昔のじーちゃんによろしく言っといてくれ』




　　　　♪




　手紙と一いつ緒しよに、一枚の手造りの地図があった。驚おどろくほど簡素な地図だった。

　水彩絵の具で、山っぽいのやら、樹っぽいのやら、なんかよく判らないモノがいくつか描かれていて、そのなかに混じって、赤色で『×印』が付けられていた。

　どうやら、これが宝のありからしい。

　…………って、

　────判るか!!

　でも、まぁ、じーちゃんらしいかもな……。

　祖父は、とても遊び心のあるひとだった。

　はじめは、カンタロウのためにテレビゲームを買ってきたのだが、逆に自分の方がハマってしまったのだ。

　年寄りながら、とくにファンタジー系の物語や冒険活かつ劇げき的なモノを好んでプレイしていた。

　そんな康こう太た郎ろうだからこそ、この手紙をくれたのかもしれない。

　カンタロウは祖父の手紙の内容になかば呆あきれながらも、ゲームに参加することにした。

　この宝探しのゲームという遊びが、今、唯ゆい一いつ、祖父と自分をつなぐモノだから。

　現在と過去、思い出と今ある現実。

　手紙や地図と一緒に箱に入っていた学生服のようなモノは、母親の話によると、祖父が戦時中に着ていたということだった。

　そして、

　昔話。

　失くしモノ。

　見付けた。

　という言葉。

　これらが祖父のいう〝ゲーム〟のヒントだと考えると、カンタロウには心当たりがあった。

　彼は、祖父から戦争のときの話をよく聞かされていたりした。

　戦争がはじまる前。祖父は今暮らしている街ここよりもずっと田舎いなかの方にいた。

　そこでの子供時代、山でクワガタやカブトムシをたくさんとった話や川で泳いだ話、それから、好きだった女の子の話。

　聴きいたすべてを記き憶おくの中からひっぱりだしてくる。

　想い出を大切にしまった箱たちに、小さくノックしながら開けていく。

　ひとつひとつ、ノックしながら。

　こんこんっ。

　こんこんっ。

　──ここにいますか？

　──ここにいますよ。

　瞼まぶたの裏に鮮あざやかに色付く想い出。

　どれもこれも笑った顔。

　いつもいつだって、笑ってた。

　あの日、自分の背中を見送って、手を振っていたときも。

　手紙に書かれてあった『昔のじーちゃん』というのもおそらくヒントだろう。

　となると、この地図は祖父の田舎を描かいてあると考えるのが、正しいような気がする。

　いいや。きっと、正解だ。

　ただ、カンタロウは、祖父が望んでいることの真意は、まだ全然判わかってない。

　行けば判るだろうか？

　そう言えば、いつか言ってたっけ、じーちゃん。

「行けば判るさ」って。

　ん？　これ、じーちゃんじゃなかったっけ？

　まあ、いいや。これが最後になるんだから。

　……本当にこれが最後になっちゃうんだな、じーちゃん。

　まだ、遊び足たりないんだ。ほんとはさ。

　けど。

　最後なら思いっきり楽しんでやろう。

　ほんの少しだけだが、カンタロウの心にできた穴が塞ふさがりはじめていた。




　──さあ、ゲームをはじめよう。




　……と、思ったのだが、さい先はひどく悪かった。

　いかんせん準備に手間取ってしまった。

　じーちゃんの旧きゆう家かって何ど処こ？

　じーちゃんの田舎いなかは何県なのか？

　てゆうか、旧家ってなに？

　ということすら、カンタロウは知らなかった。

　田舎での話はたくさん、本当にたくさん聞かせてもらったが、それが何処だなんて、関係なかったからだ。

　で、夏休みの間中、それとなく親しん戚せきを巡めぐったり電話したり、母親などにも話を聞いた。

　ったくさぁ。じーちゃんさぁ。ゲームだっていうワリに、なんのヒントもねぇじゃん。いちいち自分で調べたっつーの。

　時刻表が載のってる本とか、はじめて見たよ。

　つーかアレ、でけぇし、ぶあついし、見にくいし。

　あーあ……。

　俺おれ、じーちゃんのこと全部知ってるようなつもりだったのに、ホントはなんにも知らなかったのかもな……。

　気付けば、夏休みが終わろうとしていた。

　それでもなんとか準備は整った。




　──はずだったのだが……。




　　　　♪




　計画決行、前日。

　昼休み。自分のクラス、三年Ｄ組の教室を出てすぐのところだった。

「──ちょっと、カンタっ！」

　そんな子供のころのアダ名で、しかもあからさまに怒りを押し殺したような声で、呼び止められたカンタロウは、ビクッ！　と猫のように怯おびえ背中を丸めた。

　う、うぉっ！　なんだ……!?

　恐る恐る振り返ると、そこに──ある種、教師よりもやっかいな人物が立っていた。

　しかも腰に手を当て、仁に王おう立だちで。

　中学生離ばなれした〝にらみ〟が、ピリリと利きいている。

　まんがみたいな『怒りマーク』が額ひたいに浮かんでるのが見えそうなイキオイだ。

「…………な、なに？　トミー……」

　カンタロウは、〝彼女〟に訊きいた。

　肩よりも長く伸びた綺き麗れいなロングヘアー。

　薄うす茶ちや色縁ぶちの眼鏡めがね。

　短くも長くもない、本来の校則に触れない程度の長さのスカート。華きや奢しやで、制服姿がだらけた（ネクタイもしてない）カンタロウとは正反対で、とても清せい楚そな感じがする。

　彼女は、藤ふじ浦うらトマト。

　カンタロウのクラス、Ｄ組の委員長。

　しかも、アダ名もそのまま『イインチョー』だったりする。

　ただひとり、カンタロウだけが何な故ぜか彼女を『トミー』と呼ぶ。

　学校での彼女のその姿は、きっと委員長という役やく職しよくになくても、イインチョーというアダ名が付いていたであろう委員長っぷり。

　彼女のために、今年の文化祭において急きゆう遽きよ、『ミス委員長』というコンテストが催もよおされたほどだ。

　もちろん、ノミネートはトマトだけ。

　それほどたいそうではない文化祭で、実行委員長としてがんばってくれた彼女へのねぎらいと感かん謝しや（そしてちょっとだけからかって）を込めたびっくり企画だった。

　当の本人のトマトはひどく困こん惑わくしていたが。

　で、そんな委員長の中の委員長。キング・オブ・イインチョウのトマトが何の用？

　とか、カンタロウが訊たずねるまでもなく。

「『なに？』じゃないわよ！　カンタ、先生に補習合宿欠席するって言ってたよね？」

　トマトの問いに、カンタロウは、ひどく嫌いやな予感がした。

　本来、明日からの三連休は、カンタロウやトマトたち三年生は、この中学恒こう例れい──地獄の補習合宿に突入するのである。

　地域の施設に缶かん詰づめにされ、泊まりがけで補習を受けるという非情に有り難い行事だ。

　夏休み、文化祭、体育祭を経へての浮かれモードから、いち早い受じゆ験けんモードへの切り替えのためだ。

　う…っ。……もしかして……。

「そ、そうだけど。ちょっと、家の用事でさ」

　動揺をひた隠し、汗をたらたらと流しながらカンタロウは言った。

　トマトとは、家が近く、ずっと幼おさな馴な染じみの関係にあった。

　小学校のときは、よく祖父の康こう太た郎ろうと一いつ緒しよに三人で遊んだが、中学生になってからはそれもなくなってしまった。

　理由は簡かん単たん。男は男同士、女は女同士、という感じだ。

　康太郎が、「トマトちゃんは、最近どうだ？」とカンタロウによく訊きいてきたものだ。

　今でもかろうじて幼馴染みっぽいが、トマトは、クラス委員をはじめ、生徒会長まで務めた学校でも有名な超優等生。

　一方のカンタロウは、劣等生とまではいかないが、弱小野球部の七番レフト。成せい績せきは……並。つゆだくで。

「──で。その用事って？」

　彼女は疑っているのがありありと感じ取れる視し線せんを向けてきた。

「ほ、ほら、そのぉ、うっかり、いとこの結婚式があってさ〜」

「ふぅーん。いとこって誰だれ？」

「へ？　あ…お、おまえの知らないヤツだよ」

　自分で言っていて、虚むなしくなる。

　いとこに結婚するやつも、しそうなやつもひとりとしていない。

　しかし、ここを乗り切らないと！

　そう、ふんどしを締しめてかかろうとしたカンタロウだったが、そのふんどしはあっさりほどけて、土俵に落ちた。

「そういえば、昨日、カンタのお母さんに逢あってさ」

　ギクゥ……。

　自分でも、身体からだ中の毛穴から冷や汗が吹き出してくるのが、はっきりと判わかった。

「補習合宿で、カンタのことちゃんと見てやってくれって頼まれたんだけど。もう受じゆ験けんなんだからいつまでも吞のん気きにしてないで、気を引き締めさせてくれって」

　トマトは言って、ジロリとカンタロウを睨にらむように見やった。

　──ば、ば、ば、ば、ばっちりバレてるじゃないですかっっっっ!!

　カンタロウは、祖父とのゲーム、宝探しの旅に出るため、合宿をバックレようとしていた。

　学校には、「いとこの結婚式があって、補習合宿には参加できない」と言い、両親には「二泊三日の地じ獄ごくの補習に言ってくるゼィ」と流し目で言っておいた。

　計画の準備もアリバイ工作も完かん璧ぺきのはず。

　が──

　トマトにバレたら全部、台無しじゃん!!

「ちょっと、説明してもらおうかな。市いち原はらカンタロウくん!?」

　とても委員長の顔で、彼女はすごんだ。

　だけれど、こればかりは、いくら幼おさな馴な染じみとはいえ、彼女にも話せない。

　言えやしない。




「……ふーん。康こう太た郎ろうおじーちゃんが残した手紙に書いてあったゲームってゆうのをやろうとしてるのね、カンタは。しかも大事な合宿をサボって、中学生がたったひとり泊まりがけで」

　──言っちゃった。てへっ。

　トマトの迫力に負けて、思わずゲロっちゃいました。ペコリ。

「そんなこと許されるワケないでしょ！　ちょっとは考えなさいよ、バカンタ！」

　廊下で他ほかの生徒たちに注目されるのも構わず、トマトは口を尖とがらせた。

「…………ふぁい……」

「いい？　明日ぜったい、くるんだよっ。待ってるからねっっ！」

「……………」

「くーるーのぉっ！　迎えに行こっか!?」

「……い、いえ、いいです。行きます……行かせていただきます。はい……」

　と、トマトの前ではうなずいて見せたカンタロウではあったが、心の中では。




　んな、ワケねーだろ！

　バカか！

　行くかっつーの！

　行くかっっつぅぅぅぅーのっっっっ!!




　　　　♪




　翌朝。予定決行当日。

　まだ夜が明けて間もない。

　白んだ空に、雀すずめの鳴く声が聞こえる。

　カンタロウは、家を出てから十数分ほどで、駅へと到着した。

　とりあえず、ここから都心へ出るのだ。

　事前の調べで（といってもパソコンのソフトを使っただけ）祖父の旧きゆう家かがあるところまでの電車賃は把は握あくしている。

　しかし、お金がないので、全行程各駅の鈍どん行こう列車というひどい貧乏旅である。

　こんなことなら、お年玉を使わずに貯金しておけばよかった……。

　世の中景気が悪いから、パッと使って少しは社会に役立とうなどとは、ミクロほども思ってなかったが、欲しかったスニーカーを買ったり、部活（さほどまともに活動もしてないのに）帰りの飲食などで、あっという間に失なくなった。

　数ヶ月前の自分の愚かさを呪のろいたくなりながらも、とりあえずは、旅費ぐらいは確保できたので、まあよしとしよう。

　それよりも、昨日は、ヤバかった。

　トマトがあのまま、カンタロウの母親にでもこの計画のことを話そうものなら、

「あんたは受じゆ験けん生せいなのよ！　判わかってるの!?」

　とか言って、母親は金かな切きり声ごえを上げるに違いない。

　しかし、幸か不幸か、トマトは何も言っていないようだ。

　それでも用心に用心を重かさね、カンタロウは、わざわざ制服を着て家を出た。しかも予定していた時刻よりもさらに早くうちを出た。

　電車通学の同級生たちに万が一にも、はち合わせたりしないようにするためにも。

　これだけ早朝に出発するとは、さすがにトマトも思うまい。

　ひゃっひゃっひゃっひゃ、トミーめ。

　ザマーミロだ。俺おれは行くぜ。

　世界の果てまで行ってやるぜぃ。

　と、思ったが。

　このときすでに自分が大きくつまずこうとしていたことに、カンタロウは気付かなかった。

「──カンタっ！」

　怒ど声せいとともに、左腕が思いっきり後ろに引かれた。

「ぬおっっ!?」

　あまりの引きの強さに、ひっくり返りそうになったが、つんのめるような形でも、なんとか踏みとどまった。

　が、〝危機〟には変わりなかった。

　自分の左手を引く、華きや奢しやな右手。

「カンタ──っ！」

　もう一度、怒声が鳴る。

　寝起きの頭によく響ひびく大きな声だったので、カンタロウは、ビクッと背中を丸めた。

　う……やべぇ。この声は……。

　声に憶おぼえアリ。

　というより、とてもよく知っている。

　だいたい、自分を『カンタ』と呼ぶやつは、すごく限られている。

　それが、女だとしたら──もうひとりしかいない。

　──トマトだ。

「…………と、トミー……」

　彼女は、昨日よりも遙はるかにデカイ『怒りマーク』をたずさえている。

　な、な、なんで。ここにいんだよッッ!?

　ふははははは………………。ヤバイっ！

「市いち原はらカンタロウくん。こんなに朝早くから、いったい何ど処こへ行くつもりですか？」

　妙に丁てい寧ねいな口調で、押し殺した声で、トマトは言った。

　逆に、それが恐かったりする。

「い、いや……ちょっとそこら辺まで……」

　トマトの問いかけに、カンタロウはとぼけようとしたが、無む駄だだろう。

　今さらだ。それよりもこのいかんともしがたい状況をどう切り抜けるか。

　世話好きで、人の何倍も責任感が強いトマト。

　誰だれもそんなの気が付かないよ、と呆あきれるくらい、ひどく細やかに気を遣つかう。

　トマトは、カンタロウが家を出るよりも先にここへきて、彼のことを待ちかまえていたのである。こんな朝早くから。

　なんてこった！

　ホントに待ってやがった！

　トマトの世話焼きっぷりをあなどっていた。

　彼女は、カンタロウの計画をクラス委員長としての責任感から、彼の無む謀ぼうを制止しにきたのだろう。そうカンタロウは思った。

　彼女の足もとには、やたらと大おお袈げ裟さな荷物が置かれてある。

　このまま、自分を集合場所である学校へ連れて行こうとしているに違いない。

　こんな朝早くから、わざわざごくろうなことで……。

　心の中で毒づくが、トマトの怒ど鳴なるような科白せりふに、カンタロウはまたも怯おびえた仔こ猫ねこのように背中を丸めてしまう。

「バカじゃないの!?　私たち今がどんな時期か判わかってるよね」
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　トマトは表情をこわばらせた。

「中学三年生！　受じゆ験けん生せいなんだよ？　カンタぜんぜん判わかってない！」

「わ、判ってるよ！　んなことくらい。バカにすんなっ」

　カンタロウは、自分の中ではわりとがんばって言い返してやったつもりだったが、それは火に油を注そそぐように、トマトの怒りに触れてしまった。

「なに言ってんのよ！　だったら、なんでこんなとこにいるの!?　今日から補習合宿！　集合は学校!!　やっぱり、バカじゃん！」

「うっ……………それは、その……」

　──なんも言い返せましぇんッ！

「カンタ。行くよね、学校……」

　トマトは、真まっ直すぐにカンタロウを見て言う。

　眼鏡めがねの奥の大きな瞳ひとみ。

　自身の髪の色とおなじように色素が薄うすく、まるで人形のようだ。

　その視し線せんにカンタロウは、少し退きそうになってしまったが、このくらいで揺らぐような決心ではない。

　カンタロウは言った。

「悪ぃ、トミー。学校には行かない。俺おれ、どうしてもやんなきゃならないことがあるんだ」

「……宝探し？　それが康こう太た郎ろうおじーちゃんとの約束の〝ゲーム〟ってやつなの？」

「ああ。これは俺が決めたことなんだ。だから──行く」

　カンタロウの意志は固い。

　それでも、トマトは続ける。

「カンタ、この前の模試ボロボロだったじゃん。それで大丈夫だと思ってんの!?」

「お…思ってねぇよ……」

「なら、どうして？」

「決めたんだ。ここでやめたら、俺は俺自身が許せなくなる」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

「そっか……」

　急に、トマトのさっきまでの剣けん幕まくが消えた。

「カンタが決めたことなんだよね」

「ああ」

「じゃあ、なに言ってもムダだね。しょうがないか……」

　ああ、とうなずきながらカンタロウは、

　ふぅー、あぶねぇ〜っっ！

　どうなるかと思ったけど、この様よう子すだとなんとかしのげたみたいだな。ナイス、俺！

　とか思っていた。

　が、次の瞬しゆん間かん、自分の耳を疑うようなことをトマトが口走ったのだ。

「よしっ────じゃあ、私も行くっ！」

　え…………？

　あ……？

　は？

「えあぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

　よしっ、じゃねーよっ！




　　　　♪




　線せん路ろは続く。

　何ど処こまでも。

　列車は走る。

　がたごとがたごと。

　列車は揺れる。

　がたごとがたごと。

　ふたりを乗せて。

　──そう。ふたりなのだ。

　なにがどうなって、こうなったのか。

　カンタロウの隣となりには、トマトが座っている。

　始発の電車に乗り込んでから、十数分。まだふたりの間に会話らしい会話はない。

　都心へと向かう車内。

　さすがにこの時間はまだ、カンタロウたちの他ほかに乗客は、ひとりだけだ。

　休日ということもあるだろうけれど。

　だから、よけいになんだか気まずかった。

　ずいぶんと久しぶりにトマトとふたりっきりになった。

　それを意識した途と端たん、カンタロウは、なんだか、妙にこっぱずかしい気分になってしまった。

　ただでさえ、この微妙な年ねん齢れいでは、異性の幼おさな馴な染じみという関係性は、たまらなくくすぐったいような気き恥はずかしさがある。

　トマトは、正面の窓の外を見つめていた。

　低い朝あさ陽ひが車内を白々と照らし出している。

　彼女の横顔。

　やぼったいフレームの眼鏡めがね。

　その向こうの素す顔がお。

　カンタロウは、ハッとなった。

　さっきから自分がずっとトマトの横顔を眺めっぱなしだという事実に気が付いた。

　あはははっ！

　なに、やってんだ、俺おれは！

　トマトの顔なんて見てたっておもしろくもなんともねーじゃん。

　ねぇ！　ねぇよ！　まったくねぇっ！

　ははははははーっ！

　妙なテンションだった。

　なので、思わず彼女に話しかけた。

　どーでもいいようなくだらないこと。

「晴れてよかったよな[image: ][image: ]」

「うん……」

「昨日のドラマ見た？」

「見てない……」

「……えぇと…………」

「………………」

「ところでさ。なんで、おまえ私服なワケ？」

　本当なら、ふたりは今日から、補習を受けるはずだった。その集合場所である学校に行くには、もちろん制服のはずだ。

　なのに、彼女は私服。

　ちょっと小こ洒しや落れたオールディーズ風カレッジファッション委員長仕立て。眼鏡めがね風味。

　もうずいぶん前から、トマトの私服など目にすることがなかったので、ちょっとオシャレだなとか思い訊きいたのだけれど、

「──あ、え？　そ、その、あれ？　えと…っ」

　思いがけず、彼女はそうとう動揺した。

「ほ、ほら、私服でもオッケーだって言ってたじゃない。先生が。あー、や、やっぱり、先生の話、カンタちゃんと聴きいてなかったんだよ。うん」

「そうか……？」

「そうだよ、そうっ」

　トマトは自分で言って、自分で何度もうなずいていた。

　一方、カンタロウは、はてと記き憶おくを探る。

　言われてみれば、なんだかそんな気もしないではない。

　むしろ、カンタロウの記憶はひどく曖あい昧まいだ。

　トマトの科白せりふ通り、いかに自分が普ふ段だんから、教師の話を聞いてないかを再確認した。

　よって、

「そっか、そっか」

　と納得した。

　しかし、彼女は焦あせったように続けた。

「ていうか、この服、駅前のビミョーな、あそこ、なんか、ギャルギャルした店員がやってる店っっ」

「あぁ、確か、『チベタン』だっけ？」

「そうそう、そこで買った安モノだし。このソックスだって、三足いくらとかのヤツで、このシューズは、あ、これはちょっと高かったんだよね。けっこー、気に入ってて……」

「いやいや、そこまで訊いてねぇけど」

　なんというか、ここまで生き真ま面じ目めに答える必要もないのに。

　これが委員長の性サガってやつか？　なんて。

　すると、今度は彼女が訊たずねてきた。

「──変？」

「え？　なにが？」

「だから──この服っ！　……変じゃない？」

　再度、彼女が訊きく。

「いや、ぜんぜんっ」

　カンタロウは、フルフルと首を振った。

「むしろ、だいぶいいよ。なんか、シャレてんなって思ったもん、俺おれ」

　思ったことを正直に言う。

　なんの飾り気もない言葉だけど、実にシンプルにダイレクトに相手に伝わる。

　ふと、「正直者は莫ば迦かを見るんだ」と祖父、康こう太た郎ろうが言っていたのを思い出した。

　でも、こうも言っていた。

「だから、莫迦はかっこいいんだよ」と。

　カンタロウの言葉を受け取ったトマトは、

「そ…そう？」

　なんだか、ちょっぴりうれしそうに頰ほおをピンクにして、はにかんだ笑みを浮かべた。

　今日、はじめて笑ったところを見た。

　彼女のうれしさが、少しだけこちらにも伝わってくるようで、カンタロウもなんだか照れ笑いした。

　よく判わからないクセに、なんだか祖父が言っていた〝莫迦〟っていうのが判った気になった。

　やがて、鈍どん行こう列車は最初の乗り換え駅に到着した。




　　　　♪




「──ただ息をしているだけじゃ、生きてるってことにはならないのかもな」

　ある日、康こう太た郎ろうが言った。

「は？　なに言ってんの、じーちゃん？　息しなきゃ、死ぬだろ？」

　カンタロウは、テレビゲームのカーレースに集中しながら単純に返す。

「そうじゃないさ。〝たとえ〟ってヤツだよ」

　と康太郎は笑いながら言う。

　その間も祖父の手は、老人とは思えない巧みさでコントローラーを操そう作さしていた。

　結局、いつものように康太郎がゲームに勝利した。

「たとえ？　たとえば、なに？」

　負けたカンタロウは、コントローラーを投げ出し訊きいた。

「いいんだよ。判わからないなら、判らないで。おまえにもきっと判る時期がくるさ。なにせ、このじーちゃんの孫だからなっ！」

　言って、うれしそうに笑う康太郎。

　今は想い出。

　想い出の中でだけ笑ってる。

　いつも笑っててくれる。

　きっと、これからもずっと。

　そうだろう？




　　　　♪




　そよ風。

　木の葉を散らす風。

　敷しき詰められた赤や黄色の葉っぱの絨じゆう毯たん。

　並木道。

　やけに高い空。

　いつか歩いたあの風景。

　夏の終わりを告つげた涼すずしげな風。

　何な故ぜだろう。

　この季節の風がなんだか切なげなのは。

　あの目に沁しみる夕焼け。

　手を振るけれど。

　さよならはしまっておくよ。

　この手といっしょにポケットに。




「──てゆうか……カンタ……──まだ乗り換えるの？」

　三度目の乗り換えのとき、たまらずにトマトがそう口にした。

　ふたりが地元の駅を出発してから、すでに三時間近くが経過しようとしていた。

　不ふ慣なれな列車移動のせいか、トマトは少し疲れた様よう子すだった。

　それでもトマトは、カンタロウに目的地を訊きこうとはしなかった。ただ、この乗り換えの多さには、正直まいったのだろう。

　ここまでくると都心からも離はなれ、辺あたりの風景はのどかなモノになっている。

　それと呼こ応おうするように、ふたりの間に旅がはじまった当初にあった気まずさはすでになくなっていた。

「まだ、あと一回くらいは乗り換えるけど」

　とか平然と言うカンタロウに、トマトは思わず、くの字に折れ、ハァ、とため息をこぼす。

　小声で、マジっすか、とか言うのが微かすかに聞こえた。

　そんな彼女にカンタロウは訊いた。

「トミーさ。なんで、一いつ緒しよにきたんだ？　何ど処こに行くかも訊いてこないしさ」

　こんなところまできて今さらだった。

「いいの、いいの。ほら、いくよっ！」

　としかし、トマトは質問には答えず、姿し勢せいを正すと、その大きな荷物をズリズリと引きずりながらも歩き出した。

「お、おい、トミーっ」

「なに？」

　自分の弱さを見せたくないのかトマトは澄すまし顔で、カンタロウの呼びかけに振り向いた。

　ちょっと、ぷるぷるしながら。

　しかし、カンタロウが言う。

「乗り換えのホーム、そっちじゃなくて、こっち……なんだけど」

　再び、トマトの身体からだが、がっくりと折れた。

「ったくさぁ……」

　するとカンタロウは、トマトに近寄り、彼女の機動力を落としているその荷物をつかんだ。

「──ぐおっ。重っ!?　なに入ってんだよ、このバッグ！　これだから女ってのは……たかが補習合宿ごときになにが必要なんだよ……」

　とか、ブツクサ文句を言いながらも、カンタロウは彼女の分の荷物も、その予想外の重さに多少よろめきながらも担かつぎあげる。

「か、カンタ、いいよ。自分で持つから──」

「無理すんなっつーの。フラフラじゃん。運動もしないで、勉強ばっかやってっからだよ」

「悪かったね。ガリ勉でっ！」

　言って彼女は、子供見たく、プーッと頰ほおをふくらませた。

　しかし、そんな彼女にカンタロウは冷たく。

「それ……────かわいくねーぞ」

「ひっどーい」

　彼女は今度は、ブーッ、と口を尖とがらせる。

「ちなみに、それもかわいくない」

　やはり、カンタロウはそう言って、さっさと歩き出してしまった。

　本当は、ちょっとだけ──ドキドキしていたなんて、言えるはずない。

　もしかして、顔も少しニヤケていたかも。

　だから、見られないように先を歩くよ。

　ちょっとだけ、先を歩くんだ。

　彼女がすぐに追いつけるくらいに。

「あ、待ってよ。カンタ！」

　パタパタと乾いた地面を蹴ける彼女の靴くつ音が、近付いてくるのを感じた。




　ふたりの背中をじっと眺めているふたつの影があった。

　何ど処こか蜃しん気き楼ろうみたいに、そこにいる。

　歳としごろでいうなら、カンタロウやトマトよりも、ふたつみっつくらい下。

　ひとりは大きな瞳ひとみと切りそろえられた黒髪が印象的な男の子。

　もうひとりは、男の子の後ろに隠れるようにしている女の子。

　麦わら帽子の下から、長い赤毛がのぞいている。




　──リリリン。




　と何処かで音がした。

　それは鈴すずの音なのか、いつか聴きいたあの日の風ふう鈴りんの音か。

　物語のはじまりはいつも突然。

　なす術すべのない者が主役となり、紡つむいでいく。

　ひとつの──物語り。

　もう、はじまっている。

　はじまっているんだ。




　　　　♪




　──ほら、きっと偶然なんてないのかもね。

　──なに言ってんの、モモ？

　──たとえば、の話。

　──たとえば？　なに？

　──必然が、物語の登場人物たちを出で逢あわせるみたいに、かな。

　──ふーん。って、よく判わからないけどさ。

　──すごく簡かん単たんだけどね。だから、ひどく難むずかしいってワケ。

　──……それって結局、なんにも判らないんだけど……。

　──だったら、このふたりの旅を見てみることじゃない？　もうはじまってるんだから。




　　　　♪




　ローカルな電車に乗り換え、四よ度たび出発。

　線せん路ろは続く。

　ふたりを乗せて。

　何ど処こまでも。

　……のはずなのだが、電車はある駅で停車したまま動く気け配はいがなくなった。

　間もなくして、車内に独特のアクセントのアナウンスが流れた。




〈──この先の線路沿いで火事が発生したため、しばらく当駅に停車いたします。お急ぎのお客さまには大変ご迷惑をおかけいたします〉




　おいおい。トミーのことといい、コレといい、なんでこうもトラブルが続くんだよ……。

　やれやれと、カンタロウは、心の中でも実際にも、思いっきり大きなため息をつく。

　鈍どん行こう列車の思わぬ落とし穴が待っていた。

　ローカルな二車両の電車。対面式ボツクスの座席に向かい合って座る、カンタロウとトマト。

　カンタロウたちのいる車両には数人が乗りあわせているが、ほとんど全員と言っていいほど、〝お急ぎ〟の様よう子すはない。

　火事の規模がどれくらいなのか、ここからでは知るよしもないが、こういう場合の「しばらく」というのが結構な時間を示していることくらいみんな察しているのだ。

　だから、焦あせっても仕方がない。

　と思ってみても、心の奥の方では、そうは簡かん単たんにいかなかった。

　早くしねぇと……。

　見付かんねぇかもしれないじゃん……。

　じーちゃん……。

　宝探し、といってもひどく漠然としている。事前の下調べはやったが、情報を集めるのは困こん難なんだった。

　祖父が旧きゆう家かを離はなれてから、もう数十年も経たっている。旧家のことを知っているひとが家族や親類にも希け有うだった。

　祖父の故郷に着いてからは、ほとんど行き当たりバッタリに探索するしかない。

　手がかりは、手造りの地図と康こう太た郎ろうからの手紙、そして、話して聞かせてもらった昔の話。

　自分の記き憶おくと勘かんを頼りに、祖父の影を追うこと。果たして、そこに何があるのか。

　これは祖父とのゲームなのだから、楽しんでやろうとも思うが。

　カンタロウは、苛いら立だって無む意い識しきのうちに、小刻みに膝ひざを揺らしていた。

　と、カンタロウの目の前がいきなり黒い物体により支配された。

「──うぉっ、なんだ!?」

　びっくりして、座席からずり落ちるようになった。視界を覆おおっていたのは、トマトが突き出した──おにぎりだった。

「な、なんだよ!?」

　カンタロウが焦あせった風に訊きくと、トマトは平然として言った。

「お腹なか、空すいてない？　ていうか、空いてるでしょ？　もうお昼だもんね」

「はぃ？」

「だって、お腹空くとイライラするじゃん。ほら、お食べ」

　言って、トマトは強引に手にしたおにぎりをカンタロウの口に押しつけた。

　ので、カンタロウはしょうがなく、おにぎりを口で受けとめる。

「うぐ……もぐ………………………うまい」

　中身は、焼きたらこ。

　塩加減もお米の分量も大きさもノリの歯は触ざわりも、ベリィグッド。

　グッジョブ！

「はい、お茶」

　トマトは、自分の荷物の中からおにぎりを取り出したのと同じように、手早く銀色の水筒を取り出し、カップにお茶を注つぐ。

　それをカンタロウに手渡した。

「あ、どーも」

　かしこまって、カップを受け取ると、カンタロウはお茶を口の中に流し込んだ。

　うーん。絶妙な冷えぐあい。

　渋しぶからず、薄うすからず。ナイスほうじ茶！

　グッジョブその二ッ！

　そのあとも、カンタロウは、トマトが差し出してくれた総菜おかずを次々と口に運んだ。

　トマトの旅行バッグの中からは、未来からやってきた猫型ロボットのポッケのようにいろいろ出てくる。

「ごちそうさまでした。ありがとうございましたぁ」

　さんざん食べて、満腹感でしあわせな気分になって、ふとカンタロウは思い当たった。

　あれ？

「あのさ、トミー。なんで、弁当なんか持ってきてんの？　合宿って、食事出るんじゃなかったっけ？」

　すると、紙でできた弁当の器うつわを丁てい寧ねいにたたんでいたトマトは、ピタリと動きを止めた。

「そ、そ、そ…あ、ほ、ほら、合宿の初日の昼は弁当持参だって言ってたじゃん。そんなの委員長として当然じゃない！　うんっ！」

　あからさまな動揺。

　そして、先ほどもそうだったが、自分で言って自分でうなずく。

「それって、あんま委員長カンケーなくねぇか？」

「関係大ありよっ！　ありすぎて自分でもびっくりするくらいっ」

「そ、そうか？」

　カンタロウは怪け訝げんな表情をする。

　と、トマトはごまかすようにして、

「よっこらしょ………………──っと！」

　がたついた窓を力任せに開けた。

　さわやかな風がふたりに吹きつける。

「わぁ、いい風……」

　微かすかに潮しおの香りが混じった風が、彼女の髪を緩ゆるやかになびかせる。

「海、近いのかな？」

　トマトは言うと、窓の外に身を乗り出すようにした。

　とりあえず、弁当のことは置いておいて、カンタロウも窓の外の景け色しきに目を向けた。

　しっかし、これまた、すごいな……。

　左を見れば山、右を見れば防波堤。その向こうはきっと海。

　周辺には、店一軒も見当たらない。

　うーん。

　違った意味でため息が出そうなくらい、何もないのどかなところだった。

　かろうじて駅員はいるものの、たったひとりきりである。

　それも、ちょっと小こ刻きざみに震ふるえている高こう齢れいのおじいちゃん駅長。

　……だいじょうぶか？

　いまだ、電車が再び走り出す気け配はいは皆無。

　外はただただ、おだやか。

　そんな中で、トマトが言い出したこと──

「ちょっとすみません」

　と、トマトは、車内を廻まわっていた車しや掌しようを呼び止めた。

「はい、何か？」

　さっきアナウンスをしていたらしい車掌は、ちょっとお腹なかの出た笑顔ベースの気のよさそうな中年男性だった。

「まだ、発車まで時間かかりそうですか？」

　トマトがそう訊たずねると、車掌は、困ったように苦にが笑わらいで、

「申し訳ないねぇ。なにぶんなかなか情報が入ってこなくて、こっちも困ってるんだよ。この様よう子すだと、おそらくもう少しかかりそうだよ」

　やけにフレンドリーな車掌が去っていくと、トマトがカンタロウの顔を見て言った。

「ね、カンタっ」

「うん？」

「ちょっと、行かない？」

「何ど処こに？」

「──海に！」




　海へ行こう──だなんて。

　それは、風がやさしかったせいかもしれない。

　それともふたりだったせいか。

　でも、風は確かに吹いていた。




　　　　♪




　やれやれだ。

　カンタロウはトマトの荷物を、トマトはカンタロウの荷物を持って席を立った。

　なんだかうれしそうなトマトが先に通路に出て、ドアの方へ歩き出した。

　カンタロウが続こうとして、ふと隣となりの席に視し線せんが行った。

　そこにはカンタロウよりも少し歳とし下したっぽい男の子と女の子が並んで座っていた。

　黒髪の男の子が通路側で、麦わら帽子の赤毛の女の子が窓まど側がわだ。

　ふたりとも古めかしい、レトロな服装だった。そこだけ風景がセピア色をしているような感じがして、はじめてなのに、何な故ぜか懐なつかしい。

　横目に少し見ただけだが、それだけで判わかるほど、少年も少女もとても綺き麗れいな顔をしている。

　へぇ、美男美女のカップルってか。

　若いねぇ。

　って…………あれ？

　カンタロウの中で、疑問が浮かんだ。

　──さっきから、ここに座ってたっけ？

　人のいい車しや掌しようと話していたときには、確かこのふたりはいなかったような……。

　つーか、いつからここにいた？

　それに、男の子──何ど処こかで見たような……。

　逢あったことがある？

　記き憶おくが曖あい昧まいだ。

　おいおい。こんなことでどうする、俺おれ。

　宝ゲ探ーしムなんて本当にできんのか？

　カンタロウが自問自答していると、ホームに先に降りたトマトが、彼を呼んでいる。

「はいよ。今、行くっつーの」

　呟つぶやきながら、カンタロウはトマトの重量感たっぷりの荷物を担かつぎ直した。




　少年が大きな瞳ひとみで、離はなれていくカンタロウをそっと見やっていた。

　じっと、ただ静かに。




「──で、どうすんだ？」

　とカンタロウはホームに降り立つと、トマトに訊たずねようとした。

　が、すでにトマトの姿はそこになく、駅員室の方で何やら、例のおじいちゃん駅長に話をしているところだった。

　ほどなくして、トマトが戻ってきた。

「こんな調子だから、いったん改札抜けても構わないって」

　トマトは、駅の外に出る許可を得に行っていたのだ。

　ローカル線せんだからか、駅長があのおじいちゃんだからか、うちの地元ではあまり考えられないようなことができるもんだ。

　のどかな風景の中にいるひとたちは、その中身もおおらかなのだろうか。

　それにしても、トマトの行動力には驚おどろかされる。

　駅長に話をしに行ったり、いきなりカンタロウの旅についてくると言い出したり。

「さすが委員長。何事も迅じん速そくですな」

　嫌いやみのつもりではなく、ちょっと茶化すつもりでカンタロウはトマトに言った。

　すると彼女は意外なことに、

「今は、委員長じゃないもんっ」

　と子供みたく、あかんべをして舌をペロリと出した。

　それで照れたように頰ほおを紅あかくした。

　トマトは笑って、先に改札を抜けて行ってしまった。委員長じゃないというワリには、きちんと、駅長に深々と礼をする几き帳ちよう面めんさ。

　彼女の後ろ姿にカンタロウは、言いかけた言葉を、そのまま心にしまっておいた。

　──委員長だから、俺おれのことを止めにきたんじゃないのか？

　なんとなくだが、彼女が今ここにいる理由が判わかってきたような気がした。

　本当になんとなくぼんやりと。

〝そう〟だったらいいな。という期待もあったりなかったり。やっぱり、あったり、やっぱりなかったり……。




　　　　♪




「──つまりは、こうさ。みんな自分が一番すげぇってことに気が付いてないだけなんだよ」

　いつかじーちゃんが言ったこと。

　まだ幼かったカンタロウが、康こう太た郎ろうと砂の城をふたりで造っていたときのことだった。

　たとえば、この世界のどっか。

　羽根を広げたくじらのようにおっきな雲が、空を悠ゆう然ぜんと泳いでいる。

　あのくじらからすれば、人の悩みなどちっぽけなモノかもしれない。

　むしろ、くじらにしてみれば、人の悩みなど知ったことではないのだろう。

　でも、そんなくじらよりずっと海の方が、ずっと空の方が大きくて、広くて、今日も世界を包んでいる。

　けれど、くじらは気にしないのだ。

　大きくても、小さくても、くじらはくじら。

　其そ処こに在るだけ。

　それは、おんなじなんだ。

　あの日のふたり。シワだらけでも大きな手と、まるっこいちいさな手。つないでいたモノ。

　想いと想い。

　今はもう此こ処こにはないのだろうか。




「夏、終わっちゃたんだね……。結局、今年は一回も海に行かなかったなぁ……」

　誰だれもいない海を眺めながら、彼女が言った。

「夏休みの間、予備校とか塾とか行ってて。やれ模試だ、やれ復習だ予習だ、ってさ……。水着買ったのになぁ…最後だと思ったのに……行きたかったね。海……」

「水着って、キワドイやつ？」

　彼女の調子トーンを無視してカンタロウがふざけた風に訊きくと、トマトは、

「へんたい────っっ！」

　顔を赤くして、拳こぶしを振りあげるポーズをした。

　季節外はずれの海沿いの道。

　潮しおの香り。

　やけに高い空。

　青色に、薄うすく広がって浮かぶ白い雲。

　トマトは、防波堤の上に立っていた。

　カンタロウは、彼女を見あげる。

　潮しお風かぜにスカートがはためいた。

　長い髪の毛が、ふわりと揺れる。

　ちょっとドキドキしていた。

　いつもの制服姿ではない彼女。

　大人おとなびた笑顔。

　イインチョーなんてアダ名の彼女とは思えない。不ふ思し議ぎな感じがした。

　クラスの男子のほとんどは、彼女の堅いイメージがあって気付いていないが、眼鏡めがねの奥の素す顔がおはとても美人さんだということをカンタロウは知っている。

　トマトは楽しそうに、堤防の上を歩いてく。

　カンタロウは堤防の下を、少し遅れて歩く。

「ほら、見て。うみねこ──」

　はしゃいだ声でトマトが、空を指さす。

　そして、うみねこの真ま似ねをするように、大きく、大きく腕を広げた。

　そして、踊るようにして、防波堤の上を駆かける。

　なんだか、光が眩まぶしくて、カンタロウは太陽に手をかざした。

「鳥みたく空を飛べたらいいのにね」

　彼女は言う。

　空を目指し、羽ばたくように。

　風を感じるように。

　青く透すき通りそうな空。

　刹せつ那な的に流れていく雲たち。

「──飛べないから、歩くんだよ」

　としかし、カンタロウは言った。

　それは昔、祖父の康こう太た郎ろうが言っていたことだった。

「じーちゃんが言ってたんだよ。羽根がなかったら、歩けばいいって。二本の足と、二本の腕がある。這はいつくばってでもゆけるんだから──って。ま、羽根がありゃ便利なんだろうけどさ。それよか、ロケットとか付いてたらもっとすげぇんだろうなっ」

　ニッ、とカンタロウは笑って見せた。

「この道を行けばどうなるモノか。危ぶむなかれ。危ぶめば道はなし────行けば判わかるさ、バカヤローッッ、ってな」

「どういう意味？」

　トマトは風に舞まう髪の毛を手で押さえる。

「うーん。行き当たりバッタリでゴー、ってカンジ？」

　カンタロウは肩をすくませおどける。

「それも康太郎おじーちゃんが言ってたの？」

「いいや。これは、ＢＹアントニオだ！」

　ふたりは、吹き出すように笑った。

　なんだか、トマトが今、ここにいることがよかったような気がした。

　何な故ぜ、一いつ緒しよにきたのかとか、そんなのはもうよくなってた。

　彼女は、此こ処こにいるんだから。

　そんななか、カンタロウは不意に、なごやかな雰囲気からはズレた誰だれかの視し線せんを感じた。

　キョロキョロと辺あたりをうかがう。

「どうしたの？」

　カンタロウの様よう子すが急に変わり、トマトが心配したように訊きいた。

「いや……ちょっと……」

　言いながらも、カンタロウは視し線せんを四方に飛ばした。

　と──

　カンタロウたちからやや距きよ離りがあるところに、電車の中で隣となりの座席に座っていたあの男の子と女の子が立っていた。

　一いつ瞬しゆん、それがゆらりと陽炎かげろうのようにはかなく揺れた。

　記き憶おくの中の何かが、脳のう裏りにちらつく。

　──なんだった？

　記き憶おくの箱に問いかけるが返事はない。

　しかし確かに記憶の中で微かすかに音立てているモノ。




　──リン。




　この音……。

　風ふう鈴りん？

「──カンタ、ほんと、どうしたの？」

「え？」

　トマトの声で、カンタロウは我に返った。

　見れば、そこに少年少女の姿はなかった。

　考えごとしている間に、どっか行ったのか？

　視線も感じなくなっている。

　なんだ？

　なんだよ、この感じは──

　俺おれは何かを知っているのか？

　何かって、何だ？

　──じーちゃん、教えてくれないのか？

　いつもみたくなんか、言ってくれよ。

　ワケ判わかんなくたっていいから。

　くだらなくてもいいからさ。

　それが噓うそだっていいんだ。

　なんでもいい、なんか言ってくれよ。

　じーちゃん……。

　暗い表情になって、うつむくカンタロウが何を思っているのか、トマトには察することはできなかった。

　けど、きっと祖父のことを思い出しているのだろうと感じた。

　彼女には、彼にかけてあげられる言葉が思い浮かばなかった。

　くやしくて、やりきれない。

　彼女は自分の気持ちを押し殺して、つとめて笑顔で言った。

「カンタ。もう、電車に戻ろっか」

　トマトの言葉に、カンタロウはうなずいた。

　ふたりが電車に戻ってしばらくして、電車がようやく走り出した。




　そこにあの大きな瞳ひとみの男の子と、赤い髪の麦わら帽子の女の子の姿はなかった。




　────リン……。




　　　　♪




　──なんだか、ボク、すごくじれったくなってきた。気付きそうで気付かないんだもん。

　──そう？　あたしはもう気付いてると思うけど。

　──まだあいつらと話もしてないのに？

　──言葉を交かわさなくたって、彼の中で何かが気付いてる。だって、これは〝彼ら〟の物語なんだから。




　　　　♪




　電車から、最終的にバスに乗り換え、目的地にたどり着いたときには、もう陽ひが暮れようとしていた。
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　紫色の空が、山やま間あいの紅こう葉ように映はえ、思わずふたりが見み惚とれてしまうほど綺き麗れいだった。

　そこは、かなりの、〝ど〟が付くほどの田舎いなか村だった。

　田園が広がり、四方は山々に囲まれている。

　ふたりが降りたバス停の近くには、無論何もない。

　電車が火事の影えい響きようで足止めされていた、あの駅の傍そばよりもさらに何もなかった。

　田んぼのあぜ道がアスファルトになっただけのような道には、あたりまえのごとく街灯などの照明設備はない。

「陽ひが暮れる前に、何ど処こかひとがいるところまで行った方がいいな」

　とカンタロウが言って、ふたりが歩くこと十数分。




　カー……カー…………。




　烏は鳴けど、ひとひとりいやしない。

　誰だれともすれ違わない。

　家屋はあるのだが、それでも次の家までの距きよ離りが随ずい分ぶん離はなれている。

　都会のマンションやアパートでは隣りん人じんの騒そう音おん問題が日常茶さ飯はん事じだというのに、この村ではそのようなことは皆無だろう。

「あーあ……今日中に帰れそうにないな……」

　ポツリと、カンタロウが言ったその科白せりふに、トマトが反応した。

「帰るって、日帰りのつもりだったの？」

「いや、ほら、トミーがいるしさ」

「私がいるから、なに？」

「え？」

「べつにいいじゃない。どっかそこら辺で野宿したって」

　よくねぇーよっ！

　と心の中で、すこぶる激はげしく突っ込んだ。

　カンタロウはなんとか今日中に彼女だけでも地元に帰らせられたらと思っていた。

　まさか彼女の口から〝野宿〟という単語が出てくるなどとは思いもよらなかったのである。

「ま、マジすか？　野宿？」

　カンタロウが訊きく。

「うん」

　やはり、トマトは、こくっ、とあっさり首を縦たてに振った。

　うん、じゃねーよ。

「野宿たってさぁ……だって、おまえ」

「じゃあさ、カンタ。なんで寝袋なんかもってきたの？」

「そ、そりゃ、ひとりだと思ってたし……で、でも、それひとつしかねーぞっ!?」

　そう言ってから、ようやくカンタロウは、ことの重大さに気付いた。

　ダメでございます！

　ふたりで寝袋の中に入って寝るワケにはいけませんのですわ！

　てゆーか──ムリだろッッッ!!

「ま、まずは宿探しだ。っつっても、俺おれ野の宿じゆくのつもりだったから、そんな金持ってきてねーんだよなぁ……」

　すると。

「お金なら私、昨日銀行でおろしてきたからいくらかはあるけど」

　トマトがさらりと言った。

「さーすが、委員長！　け、けど……あんのかよ？　この村に！　宿泊施設みたいなのが!?」

「──え？　ないのっ!?」

「なくねぇ!?」

　ふたりは周囲をぐるりと見渡した。

　山、山、山、そして、山。




　──なさそぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ[image: ][image: ]っ！




　いや、

「…………………………………あった」

　ある種、奇き蹟せき的にそれは──あった。

　ぽつんと、そこに建っていた。

　一いつ見けん、古びた家屋だが、『旅宿　隠れ家もみじおろし』と看板がかかっていた。

　それに、近付いて見ると、ただ古いだけではなく情じよう緒ちよ溢あふれんばかりの趣おもむきのある建物だった。

　何な故ぜ、名前が『もみじおろし』なのかふたりの知るところではないが、とにかくよかった。

　と思った刹せつ那な、

「────はぃ？　えっと……食事付きで一部屋……一泊、二に万むあん五ぐお千すえん円いえんッ!?」

　カンタロウとトマトは思わず、ハモって宿の女将おかみが言った科白せりふを復唱した。

　女将は、白髪で上品な老人だった。

　淡い紫の着物が、宿の雰囲気に合っている。

　それはそれとして。

「ということは、二部屋で……」

「いえ。二部屋はございません。この宿は、ご予約を頂いた一組さまだけしか、お泊めいたしませんので、最初から一部屋しかないんです。本日は、たまたま予約がキャンセルになりまして、しかもおふたりともお困りのようですので、特別なんですよ」

　トマトの問いに、ニコニコとしたままの女将おかみは言った。

　どうやらこの宿、近ちか頃ごろの田舎いなかブームで人気がある隠れ家的な宿らしい。

　なので、定年を迎えた老夫婦や都会の喧けん噪そうに疲れ果てたＯＬさんたちが利用している。

　しかも宿は女将ひとりで切り盛りしていて、普ふ段だんは予約を受け付けた一組だけの宿泊なので料金もやや高めか。

　なんせ、二万と五千円だ。

　中学生には、大きな金額である。

　しかも一部屋しかない。

「じゃ、じゃあ、ど、どう──」

　カンタロウは、どうしようか？　と訊きこうとしたが、トマトは、

「判わかりました。それじゃあ、よろしくお願ねがいしますっ」

　と言って、てきぱきと手続きをはじめた。

　カンタロウが、彼女が記入している紙をこっそり覗のぞき込むと、年ねん齢れいなど噓うそ八はつ百ぴやくがまき散らしてあった。

　そんな彼女は眼鏡めがねを外はずして、一いつ生しよう懸けん命めい、オトナのフリをしていた。

　ちなみに、女将には、

「兄妹で祖父を訪ねてきたのだが、途と中ちゆうで道に迷ってここにやってきたんです」

　とか言ってある。

　女将はすっかり信用したようで、本当は未成年のふたりを疑いもせず泊めてくれたのだった。

　それもこれも、「私、逆に二ハ十タ歳チ過ぎです」という顔をして、堂々たる振ふる舞まいをしているトマトのお陰だ。

　実際、眼鏡を外はずして私服の彼女は、かなりオトナっぽかった。

　宿に入る前は、さんざん、

「だいじょうぶ？　だいじょうぶ!?　子供っぽくない？　だいじょうぶだよね？」

　とか訊いてきたやつと同一人物とは思えない。

　いやー、さっすが委員長。歴戦の勇者だ。

　とゆーか、女子ってすげー。

　男と一泊するってのに、そんなあっさりと決めるなんて……。

　うーん、なんだかなぁ……。これはこれで、ほっとしたような、がっくりくるような。

　つーか、むしろ、俺おれが男としてまったく見られてない？

　俺って、かなり安全パイキャラ!?

　逆に、さわやか系!?

　歯がキラーンって!?

　……そ、それは違うなぁ……つーか、そんな俺おれはキモイなぁ……。

　このとき、トマトの荷物よりも重い気分のカンタロウは気付かなかった。

　トマトがどうして、二万五千円もの持ち合わせがあったのか。

　どうして、学校の補習合宿の前日に銀行へ行って預金をおろす必要があったのか。

　女子って……だ・い・た・んっ！

　とかドキドキしている単バ純カなカンタロウには、判わかるはずもなかった。




「浴場は、混浴となっておりますので」

　と女将おかみ。

　というか、団体客のこないこの宿は、浴場がひとつしかないのだ。

　なので、

「ぜっっ────ったいに、覗のぞくなよ、青少年ッ」

　とトマトが、くぎを刺すように、ちょっとだけふざけた風に笑いながら言って、彼女は浴場に向かった。

　女将によると、露ろ天てん風ぶ呂ろもあるそうだ。

「…………露店…じゃなくて、露天……ブッ」

　いけないと思いつつも、カンタロウはやはり思春期の健全な、トマトが言うところの青少年である。

　露天風呂造るくらいなら、浴場ふたつにわければいいじゃない、というツッコミはこの際なしだ。

　妄もう想そうが浮かんでは消え、浮かんでは消え、また浮かんでくる。

　広い畳部屋の中央で、何な故ぜか正座をしながらカンタロウはいた。

　とても、ドギマギする。

　とても、悶もん々もんする。

　とても、いけない妄想が…………。

　とても、イケナイ衝しよう動どうが…………。

　とても…………………………………いやん♡

「──ぶひゃっ！　だ、ダメだ！　なにかがとてもいかん！」

　カンタロウはバタバタと立ちあがると、夜風に当たるべく部屋の外に出た。

　ここは離はなれであり、部屋の外は庭園になっている。

　手入れの行き届いたとてもよい庭だ。

　眺めていたら、気分が落ち着いてきた。

　癒いやされるような感じがする。

　なんだか、人々がここや田舎いなかにやすらぎを求めるのが判わかるようだった。

　今日逢あった、車しや掌しよう、駅長、女将おかみ。

　みんな穏やかで、のんびりとしていて、まるで、背中を突かれ何かに急いでいる都会の人間たちとは、何ど処こか違う。

　同じ国なのに、時間の流れが違うみたいだ。

　今いま頃ごろ、クラスメイトたちは、施設に缶かん詰づめにされ、勉強漬づけだというのに。

　そういや、学校と家には一応、うまく言ったつもりだけど、バレてねーだろうな？

　トミーも、大丈夫だとか言ってたけど、ホントに大丈夫なのか？

　つーか、大丈夫なんて、あいつ言ったっけ？

　この土地のゆるい空気のせいか、うまく考えがまとまらない。でも──

「はぁ……なんか……いいな、こういうのも」

　そうカンタロウが田舎の空気になごんでいると、視界に何かが入ってきた。

「あ…………あいつら……っ!?」

　母おも屋やへと通じる廊下に、電車の中や海沿いの道で見たあの大きな瞳ひとみの少年と赤毛の少女がいたのである。

　ふたりは床に、寝転がるようにして何かをしていた。

　なんで、ここにいるんだ？

　なんで、俺おれはあの子たちのことをこんなに気にしてるんだ？

　答えのひとつが、記き憶おくの中にありそうなのだが、思い出そうとしてもなかなか思い出せない。

　あとちょっとなのだけれど。

　カンタロウは目を凝こらす。

　ふたりは、床に転がった〝何か〟を指で弾はじいていた。

　そのたびに、パチッ、パチッと音がした。

　それは、おはじきだった。

　古い遊びだ。

　そういや、昔、じーちゃんが言ってた。

　子供のころよくやったって、やり方を教えてくれた。

　しかも、あの男の子の、あの両手の中指で弾くやり方──じーちゃんのやり方と同じ……!?

　……じーちゃんと……同じ？

　そのとき、うつぶせだった少年が身体からだを起こし、こちらを向いた。

　そして、にっこり、と微ほほ笑えんだのだ。

　それは、おはじきで勝ったからうれしくて、微笑んだのか、それとも、カンタロウの問いに答えたのか……。

　しかし、カンタロウは頭かぶりを振った。

　じーちゃんはもういないんだと、感じさせられ淋さびしくなる。

　あんな小さな子供に、祖父の姿を重かさね見るなんて……。

　どうかしてるよ……。

　カンタロウは部屋へと戻ると少年と少女に背を向けた。

　丁ちよう度ど、浴場からトマトが戻ってきたところだった。

　ドキッと胸が鳴った。

　トマトは宿の浴衣ゆかた姿だった。

　風ふ呂ろあがりで、紅あかく上気した頰ほお。

　まだ水分を含んでいる濡ぬれた髪。

　髪をアップにしているせいで見える首筋。

　いつも見み慣なれたはずの幼おさな馴な染じみは、月明かりの下で妙に艶つやっぽかった。

「どうしたの、カンタ？」

「へっ？」

　と、トマトと目が合い、カンタロウはさっきの妄もう想そうが蘇よみがえってきそうになった。

　あわてて、そそくさと部屋に入っていった。

　トマトは、キョトンとした様よう子すで、ずれた眼鏡めがねをかけ直した。




　　　　♪




　夜が完全に世界を支配した。

　虫の音が、耳に心ここ地ちよい。

　涼すずしくて、疲れた身体からだを休めるには最適な環かん境きようだ。

　が、しかしだ。

　カンタロウは──もちろん眠れるはずなんてなかった。

　目がぎんぎんらんらんしてしまっている。

　座ざ敷しきにあった座卓を立てた、ついたてのような隔へだたりはあるものの、そのすぐ向こう側にはトマトがいるのである。

　しかも、知らない土地で、ふたりっきり。

　これはなんかすごくヤバイような気が……。

　とてもアダルティな……。

　こ、これはなにが起こってもおかしくないんじゃないんですか!?　奥さん！

　奥さんって誰だれですか？

　とか、何の確認かは判わからないが、カンタロウは布ふ団とんに潜もぐり込みながら、自問自答する。

　いやむしろ、自じ悶もん自じ闘とうだ。

　うぉぉぉー、眠れない！

　ごめんなさい、眠れません！

　めちゃくちゃ身体からだは疲れてるのに、気持ちが高ぶりすぎてる！

　やべぇ、こんなの中二以来だッッ!?

　つーか、中二ってなんかあったか!?

　どーするんだ？

　どーする？

　い、いやいやいやいやいや。

　どーもこーも、なにもしませんよ！

　しませんとも、なあ、俺おれッッ!?

　ひたすら繰くり返されるバカバカしい心のクロストークに終止符をうったのは、他ほかでもないトマトだった。

「ね……カンタ。もう寝ちゃった？」

　座卓ひとつ隔へだてたあちら側から、トマトの声がした。

「い、いや、まだ寝てないけど。なに？」

「ちょっと……眠れなくて」

　本当は、トマトもまた心しん臓ぞうが胸を突き破りそうなほどの気持ちを必死で抑えていた。

　ドキドキして、呼吸が苦しいくらいだ。

　カンタロウは自分は意い識しきされてないのかもと勘かん違ちがいしたが、彼女は平静を装っていただけだ。

　もうずっと、今日はずっと。いや、カンタロウについていこうと決めた日からずっとだ。

　最初から、トマトはカンタロウが宝探しに行こうとするのを制止するつもりなどなかった。

　幼おさな馴な染じみの、一番傍そばでずっと見てきたカンタロウのことなんかなんでも判わかるつもりだ。

　どうせ言ってもきかないし、おじーちゃんとの絆きずなもすごく強い。

　カンタロウは、康こう太た郎ろうに憧あこがれや尊敬の気持ちを持っていた。

　祖父のことが大好きだった。

　その康太郎が死んでしまったときのカンタロウの心の穴にトマトは気付いていた。

　それが本人が思うよりも大きいことにも。

　でも、自分の力では、どうしようもないことも判っている。

　ここにきた意味は──

「──私、高校生になったら、引っ越すんだ」

「な──っ!?」

「たぶん、ずっと遠いところで……もう逢あえなくなると思う……」

　思いがけない彼女の科白せりふに、カンタロウは、飛び起きるようにして身体を起こした。

　しかしそこから見えるのは、ついたて代わりの座卓だけ。

「なに言ってんだよ、意味判わかんねーよ。いきなりさ。だって、それに、もう高校生なんだから行かなくてもいいじゃん。なんとでもなるじゃねーか！　ひとり暮らしでもなんでもできんじゃんよっ！」

「ううん。ほら、オトナの都つ合ごうってあるじゃん。やっぱりさ」

　顔の見えない彼女の声。

　少し震ふるえているようにも、涙声のようにも聞こえた。

　カンタロウは、察してしまっていた。

　原因は、おそらく両親だろう。

　ついに、別れがきたのだ。

　昔から、トマトの両親は仲がよいとは言えず、日ひ頃ごろから喧けん嘩かが絶えなかった。

　小学校に上がる前後には、両親の喧嘩のたび、トマトはカンタロウや康こう太た郎ろうのところに逃げてきていた。

　それでも彼女は変わろうと必死だった。

　だから、トマトは今の自分を自分自身で作りあげた。

　誰だれにも頼らないように、自分の力で生きていけるようになるために。

　そして彼女は次第に、誰からも信頼され、頼りにされる存在になった。

「私、みんなが思ってるより、ぜんぜん強くないんだよ……」

　彼女は、蚊かが鳴くような声で言った。

「つよがりなんだよね。私って。ほんとは助けて欲しいのに、誰にも言わないで、ひとりでやろうとしたり。そしたら、いつの間にか、みんなに頼りにされるようになって。私もなんだかそれで調子に乗っちゃったみたいで。ただのつよがりなのにね」

　ため息のようにこぼれるトマトの言葉。

　すると、カンタロウが言った。

「知ってるよ。んなこと、あらためて言われなくても知ってたっつーの。ずっと前からそんなの判ってる。トミーがつよがってんのも、それでもひとりでがんばってんのも」

　カンタロウを傍そばで見ていたのはトマトであるように、トマトを一番傍で見ていたのは、カンタロウだ。

　そして、クラスや周囲の多くがトマトのことを『イインチョー』なんてアダ名の、生徒会やクラス委員などを率そつ先せんしてやるお堅いヤツと思っている中で、カンタロウだけは違った。

　唯ゆい一いつ、彼だけがずっと昔からの『トミー』という幼いころからの愛称で呼ぶ。

　だからこそ、彼女もまた、彼を『カンタ』とずっと変わらずに呼んでいる。

　しかし、その関係も終わるかも知れない。

　それでも彼女は、話すことにした。

　彼についていくと決めたときから、そうしようと思っていたのだから。

　そして、せめて、彼の手助けができないだろうか、と思った。

　彼は今、どうにか自分の力で前へ進もうとしている。

　一いつ生しよう懸けん命めい、うつむかないように、前を見て。

　真まっ直すぐな目で、真っ直ぐに。

　そんな彼に、ちょっとでも自分が、自分の何かが、力になれれば、どんなにうれしいか。

　だから、彼女は決めた。

　彼について行こうと。強引だろうが、なんだろうが。

　一番大切な彼に──

　前へ進むんだ、自分も。

　話そう。

　これからのこと。

　自分のこと。

　けれど、彼女はポツリと零こぼれたその言葉で、枕を濡ぬらしていた。

「しっかりしてるんじゃなくて……そんな風にならなくちゃだめだったんだよ。ホントはね、誰だれかにおもいっきり甘えたりしてみたかったりするのさ、私も」

　おどけたように言うが、カンタロウにはその言葉の切なさがしっかりと伝わってきた。

　だから、カンタロウは言った。

「じゃあ、甘えろよ。誰かに甘えたってぜんぜんいいんだ。よし、とりあえず、俺おれ…とかね。って、あーえーと、ほれ！　い、今って、俺しかいねぇし？　と、とりあえず、スプリットフィンガーボールの投げ方とか、正しい一塁牽けん制せいの仕方を伝授したりしなかったりされたりされなかったり……」

　最後の方は、自分の科白せりふに恥はずかしくなって、照れ隠しでぶっきらぼうで、おまけにメチャクチャだった。

　するとトマトは、少し砕くだけたように言った。

「それじゃ、ちょっと甘えちゃおうかな？」

「おう、甘えろ甘えろ。金はないけどな」

「ううん。とりあえずは──そっちの布ふ団とんで一いつ緒しよに寝てもいい？」

「おうおう、そんくらいなら、おやすいごようで────うぇぅぉあっ!?」

　カンタロウは、見えてもいないのに、ひどく焦あせって激はげしく首を左右に振った。ブンブンと、スウィングの音が聞こえるくらいに。

　野球部引退前にこのスウィングができていたなら、よかったのに。

「あははは、冗じよう談だんだよ」

　彼女は笑った。

　見えないけど、すっごい笑顔で笑っているに違いない。

　──見えないけど、見えるモノがあるんだ。

　そう言う祖父の声が聞こえたようだった。




　その夜、ふたりが眠りにつくことはなく、時間を惜しむように、いつまでも話し合った。

　内容はほとんど憶おぼえていないけど。

　彼女が今、此こ処こにいる理ワ由ケが判わかったような気がする。

　きっと最後になると思ったのだろう。

　ふたりでいる時間は、これで終わりになるとでも思ったのだろう。

　そんなこと……ないさ。

　だから、このことは忘れないでちゃんとしまっておこう。

　記き憶おくの中の、大切な想い出ボックスに。




　　　　♪




　朝、寝不足で目を充血させながらも、ふたりは行動を開始した。

　康こう太た郎ろうが亡くなってから、あと数日もしたら四十九日になる。
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　そのために、カンタロウはこの連休の間に宝探しを終える必要があった。

　その日を過ぎてしまうと、宝探しというゲームもできないままで終わる気がしていた。

　もう二度と祖父に逢あえないような気がした。

　もともと逢えるはずもないのだけど。

　康こう太た郎ろうは死ぬ数日前にこんなことを言った。

「死しに神がみさんがやってきたんだ。じーちゃんもうすぐ死んじまうらしい。でも、この死神さんがちっちゃくてかわいい女の子なんだよ。真っ白くて、孫にしたいくらいのべっぴんさんで──」

　そのとき、カンタロウはまた康太郎のジョークだろうと思っていた。

　でも本当に、祖父は死んだ。

　いなくなってしまった。

　だから、じーちゃんと最後のゲームをやれば、まだつながっていられるような、そんな気がしてたんだ。

　そんな話をすると、トマトはやさしく微ほほ笑えんでくれた。

「大丈夫。きっと逢えるよ」

　と笑って見せてくれた。

　彼女の笑顔に、決意もあらたにしたカンタロウは手造りの地図を開いた。

「…………………なんじゃこりゃ」

　地図はかなりアバウトだった。

　よく見れば見るほど、大おお雑ざつ把ぱで判わかりにくいことこの上ない地図だ。

　そういえば、小学校のとき康太郎に夏休みの絵の宿題を手伝ってもらったことがあった。

　康太郎の担当は、ベタ塗ぬりだった。

　しかし、逆に手伝ってもらわない方がいいモノができるんじゃないかと思った。

　ゲームや釣りや工作などは上じよう手ずなのに、祖父は絵だけが、とてもヘタだった。

「不器用…ですから」

　とか康太郎が、渋しぶく映画俳優の真ま似ねをしていたのを思い出した。

「……じーちゃん……。──ったくよぉ」

　なんだか笑えてくるようだった。

　しかし今は想い出にひたる場合じゃない。

「なんか、他ほかにヒントみたいなのないの？」

　トマトがどうしようもない地図から視し線せんをカンタロウに移した。

「うーん。判んねぇ……。とにかく、聞き込みだな。地図の手がかりになりそうなことをさ」

　ふたりは宝探しの前に、人捜さがしに歩き廻まわることになった。

　いきあたりバッタリもなにも、とにかくひとにバッタリと出くわさないのである。

　人口の密集地などという言葉はこの村に存在しない。

　いやむしろ、今すでにカンタロウとトマトで人口密集なのかもしれない。

　ようやく、野の良ら仕事の老人を見付けて、話を訊きいても、

「判わからん」

　と一言。

　はっきり言って、絶望的な状況だ。

　村人たちには村人たちの時間の流れがあって、カンタロウたちの思おも惑わくの外にいる。

　カンタロウが焦あせれば焦るほど、時間は加速度を増して過ぎていく。

　こんなことで、見付かるのだろうか？

　祖父の想い出が眠るこの場所で。

　自分は何を見付けられるというのだ。

　何が見付かる？

　何を見付ける？

　ひとりきりなら、くじけてしまいそうだが、トマトがいる。

　彼女がいてくれて、本当に良かった。

　しかし、さすがに彼女ともう一泊というワケにはいかない。

　どうやらトマトもカンタロウと同じように、親には学校の補習だと言い、学校には家庭の都つ合ごうで欠席すると言ってあるようだけれど。

　だいたい、眠れないし……。

　焦る気持ちとは正反対に、景け色しきも人々も、太陽の陽さえもやたら穏おだやかだった。

　なんとかしないと……。

　気ばかりはやる。




　──リン。




　この音は……？

「あ……っ!!」

　そんなとき、またもやあの男の子、そして赤い髪の女の子が、カンタロウの前に現れた。

　ひと休みしようと、木の陰にすわりこんだカンタロウとトマトの方を眺めるようにして少年と少女は立っていた。

　少年はとてもひとなつっこそうな大きな瞳ひとみが仔こ猫ねこのような印象を受ける。

　そのうしろに隠れるようにしている少女は、とても整った綺き麗れいな顔をしていた。

　何よりも麦わら帽子の下からのぞく、その赤い髪の毛が印象的で──

　ん？

　赤い髪？

　赤い髪の毛と麦わら帽子……。

　カンタロウの脳のう裏りで、ある言葉が映像となって揺れた。

　──あの娘はいつも麦わら帽子をかぶっていて、赤い髪の毛をからかわれたくなかったのかもな。でもとても綺き麗れいな娘だったんだよ。

「そ、そうか……っ！」

　記き憶おくの中から言葉を見つけ出した。カンタロウは少年と少女の方に向いた。

　その瞬しゆん間かん、少年と目が合った。

「えっ──!?」

　すると、少年は、昨晩ゆうべの宿で見せたような、ニッ、と大きな目をさらに開いて、笑った。

　そして突然、傍かたわらの少女の手を引いて、走り出したのである。

　まるで、自分たちについてこいとでも言うように。

「トミーっ、行くぞ！」

「な、なに、急に!?」

「思い出したんだ。じーちゃんの話してたことをさ！　あの男の子は、きっと──じーちゃんだ！　間違いねぇよ！　それに、ずっと俺おれが引っかかってたのは男そのつ子ちじゃなくて────女の子の方だったんだよ!!」

　あの少女は、まさしく祖父が話していた〝あの娘〟そのものだった。

　祖父の子供のころはおろか、〝あの娘〟の写真も見たことなどなかった。けど、話を聞いてカンタロウが想像していたままの少女が、目の前にいるのだ。

　康こう太た郎ろうには幼おさな馴な染じみの恋人がいた。

　しかし、戦争がふたりを引き裂いた。

　康太郎は徴ちよう兵へいされ、〝あの娘〟は母親といっしょに親しん戚せきのところへ行ってしまった。

　戦争が終わり、故郷へ戻ってきた康太郎だったが、〝あの娘〟の行方ゆくえを誰だれも知らなかった。

　もちろん康太郎は捜さがした。

　必死になって、右へ左へ、東とう奔ほん西せい走そうして、捜し廻まわった。

　しかし、彼女の行方すらつかむことはできなかったという。

「その〝あの娘〟っていうのが、今、走ってった女の子にそっくりなんだよ！」

　カンタロウは、少年と少女が去った方へ走りながら、トマトに祖父から聞いた話をした。

「女の子って？　追っかけてる？　カンタ、なに言ってんの……？　私たち、ここへきてから子供になんて逢あってないじゃない!?」

　としかしトマトが普ふ段だんの運動不足から、嗄かれた声で言った。

「なに言ってんだよ。電車とか、海とか、旅館とか、いたじゃん!?　それに、今だって……」

　まさか……。

　トミーには、あのふたりが見えてなかったっていうのか!?

　んな、バカなこと……。

　そう思いながらも、カンタロウは確信に近いモノを感じていた。

　だとしたら、あのふたりは俺おれにしか見えてないのか？

　これが、じーちゃんの言うゲームだっていうんなら──

　じーちゃんなんだろ？

　じーちゃんだろ？

　カンタロウは、まだ見えない少年の背中に、心の中で話しかける。

　そして、同時にカンタロウは奇妙な既視感デジヤヴユにとらわれていた。

　──この道、知ってる!?

　あのふたりを追いかけているはずなのに、訪れたことがないはずの土地の道筋が判わかるのだ。

　たしか……このお地じ蔵ぞうさんのところを右に曲がると……小さい池が……。

「…………やっぱり……」

　思った通り、そこには小さな池があった。

　カンタロウは立ち止まった。

　もしかして………。

　こ、これがウワサに聞いていた──




　ちょぉのぉりょぉくぅぅぅぅぅぅぅッッッ!?




　す、す、す、す、すげー、俺ッッッ！

　な……なんと、実は俺はちょーのーりょくのひとだったのか……。

　だ、大発見だ、俺……。

　と、少し遅れて、トマトがやってきた。

「ハァ、ハァ……カンタ……」

　何か言おうとするが、息が切れていて言葉にならない。

　彼女は、深呼吸して息を整える。

　水みな面もに映る太陽の光が、風に揺れてカンタロウの目に入った。

　次から次へと、頭の中に映像が湧わいてくる。

　その映像の目め線せんが低い位置にあることから、これは祖父の幼いころの記き憶おくだと、カンタロウは予想をつけた。

　今、カンタロウと康こう太た郎ろうは繫つながっているんだ。

　あの日、つないだ手のぬくもりも憶おぼえている。

「トミー、こっちだ！」

　カンタロウはトマトの手を取って、再び走りはじめた。

「あ、ちょ、ちょっと待ってよぉ」

　まだ体力の回復してないトマトだが、力を振り絞って彼についていく。

　最後まで、ついていくんだ。

　そう決めたんだから。

　トマトにも想いがある。

　カンタロウの想いとおんなじくらいの。

　でっかいやつだ。




　　　　♪




　脳のう裏りに湧わき出る映像に導みちびかれるまま、カンタロウたちは、そこに出た。

　一面に矢や車ぐるま菊ぎくが咲き乱れる野原。

　赫あかや紫色の花。

　夏の終わりに咲いた花。

　そこには、あの男の子と女の子がいた。

　少年は、カンタロウを真まっ直すぐ見て、そして、指さした。

　示された方に一ひと際きわ大きな樹きが見えた。

「トミー、あれ！」

　カンタロウの視し線せんの先にある樹にトマトも気が付いた。

「もしかして、あれって地図に描かいてあった……」

　地図には、一本の樹が描かれてあって、そこに赤い『×印』が記入されていた。

　ふたりは、互いに見つめ合い、そして、深くうなずいた。

　手を取って、走り出す。

　カンタロウは、ちらりと後ろを振り返り、少年に向かって、

「……さんきゅー、じーちゃん」

　そう感かん謝しやした。

　大きな瞳ひとみの少年と、赤い髪の少女は、カンタロウとトマトの後ろ姿を見送る。

　そして、顔を見合わせ、ニコリと微ほほ笑えんだ。




　──リン。




　山道を走る。

　ふたり。

　大きな樹きへの軌き跡せき。

　不ふ思し議ぎな奇き蹟せきに導みちびかれる。

　一度、以前にもきたことがあるかのようだ。

　たどる。

　彼女の手を引いて、走る。

　この感覚。

　このぬくもり。

　何ど処こかで感じた温かさと似ている。

　何処だっけ。

　ああ、そうだ。

　あれは、じーちゃんの──




　視界が開けた。

　世界が少し、スローモーションに見えた。

　風が吹いて、頰ほおを打った。

　見あげる空。

　太陽を目指し、高く大きくそびえ立つ樹じゆ木もくが、そこにあった。

　──ここだ。

　脳のう裏りに映る映像が今、完全に重かさなった。

「ハァ、ハァ……」

　ふたりは、息を切らしながらも樹に近付いた。

　樹の香り、触れるとやさしさに似た想いが樹から伝わってくるような気がした。

「カンタ、これっ！」

　トマトが何かを見付けた。

　視し線せんをそちらにむける。

「じーちゃんの名前…………」

　樹の根元に、ふたつの名前が刻まれていた。

　数十年前のモノだ。もうほとんど判わからなくなってしまっている。

　かろうじて、康こう太た郎ろうの名前だけが確認できたが、もうひとつの識しき別べつはできない。

　でも、これはきっと別れ別れになってしまった恋人の名だ。

　再び出で逢あうことを約束し、願ねがった印。

　刻まれた現在地。

　過去と未来をつなぐ目印。

　──ここにふたりの想い出を隠したんだ。

「…………じーちゃん……」

　確かに今、祖父の声がはっきりと聞こえた。「よしっ！」

　カンタロウは、樹きの根元を掘り返しはじめる。彼の意を感じとったトマトが何も言わず、それを手伝う。

　スコップ代わりの木の枝や石などで、少しずつ少しずつ掘り進んでいく。

　深く、深く、もっと、深く。

　時間を掘り進め。

　過去を見付けろ。

　今をつなげ。

　時を紡つむげ。

　そして、ある場所に達しようとしたとき、樹の根の間から、何かが出てきた。

「────っ!!」

　ふたりは目を合わせ、無我夢中でそれを掘り出した。

　それは、金属製の箱だった。

「──あったぁぁぁぁっ！　お宝、発見っっっ！　ゲームクリアってか？」

　思わず、カンタロウは叫んだ。

　戦時中は貴き重ちよう品ひんだったかも知れないそれは、ひどく腐ふ食しよくが進んでいた。

　カンタロウは、ふたを引っぺがす。

　中身は、布やら紙やらで何重にもなっていた。

「きっと……この中に……」

　トマトが息を飲んで見守る中、カンタロウは一枚一枚丁てい寧ねいにその包みをめくっていく。

　すると──




　ポトリ。




　その瞬しゆん間かん、何かが包みの間から、地面に転がり落ちた。

　目を凝こらす。

「なんだ……これ…………？」

「ビー玉……？」

　そう言って、トマトが拾いあげたのは、まあるいガラス玉。

　カンタロウにも縁えん日にちなどで馴な染じみのある、

　──ビー玉だった。

　そして包みから、次から次へと溢あふれる泉のように、たくさんのビー玉がこぼれ落ちてきたのである。

「──こ、これっ!?」

　マジすか!?

　たくさんのビー玉。

　それが何を意味するのか、祖父と恋人にとって何なのか判わからない。

　でも、判ることは、ふたりのとても大切な想い出であることだ。

　カンタロウは、こぼれたビー玉をひとつひとつ拾いあげる。

　想い出がひとつ。ふたつ。みっつ……。

　想い出が増えていく。

　楽しかったこと、哀かなしかったこと、寂さびしかったこと、こころがあったかかったこと。

　あの雨あがりの虹の架かかった空。

　あのひどく赫あかかった夕焼け、水みず溜たまり。

　ビー玉をひとつ。

　傾いた太陽に透すかしてみた。

　七色に光を映す。

　深く息を吸い込む。

　何を見付けた？

　何が見付かった？

　繰くり返しの日々の中で、息を吸い込む。

　吐いて、また吸って。

　急いで、求めて、ただ繰くり返して。

　混ざり合って、溶け合って、それでも手をつないだ。

　失なくして、手にして、また失くして。

　嗄かれた喉のどに、訊たずねる。




　何を見付けた？

　何が見付かった？




　見付けたよ、ほら────




　トマトが傍そばにきて、カンタロウの肩に頰ほおを寄せるようにしてビー玉を覗のぞき込んだ。

「なんだか、眩まぶしくてよく判んないね」

　彼女は笑った。

　そう言って、綺き麗れいに笑った。

　光の眩しさに目を閉じるのは、なんだか祈りに少し似ているような気がした。

　あの日、あのときのふたりもこうして太陽光こう線せんの彼方かなたに祈っていたのかも知れない。

　──また、逢あえますようにと。

　どんなに互いに想っていても、離はなればなれになってしまうことがあった。

　それがたとえ、全部噓うそで、すべて幻でも、

　つじつまを合わせるだけのような真実だったとしても、

　弾はじけて消えてしまう泡のような日々でも、

　離した手がまだ温かくても……。

　それでも康こう太た郎ろうは笑って言っただろう。

　きっと、しあわせそうに言っただろう。

「──君と出逢えてよかった」




　　　　♪




　このゲームは終わった。

　けど、祖父のメッセージはしっかりと受け取った。




「あれ、なんだろうこれ？　こんなのさっきまでなかった……よね？」

　トマトがビー玉の入っていた金属の箱の底に真っ白い封筒を見付けた。

　まるでたった今、そこに置いたように真新しいモノだった。

　それは、康太郎がカンタロウに〝ゲームをしよう〟と言ったあの手紙と同じ封筒だった。

　まさか、と思いカンタロウは、手紙を受け取ると破くように封を開けた。

　中から一枚の紙が出てきた。

「な、なんだよもう、じーちゃん！」

　そこには、




　──ハズレ。




　という文字が大きく躍おどっていた。

　祖父の字だ。

　そして、もうひとつ、

『次はおまえの宝物を見付けるんだ』

　と書かれていた。

　ったく、さ……じーちゃん遊び心がすぎんじゃねーの？

　最後の最さい期ごまでさ……。

　カンタロウは、手紙から視し線せんを外はずした。

　そして、トマトを見た。

　彼はひどく照れて笑った。




　──見付けたよ。




　　　　♪




　遙はるか遠く、空の上。

　ふたつの影があった。

　大きな瞳ひとみの少年。

　麦わら帽子の赤い髪の少女。

　少年が言った。

「……ボク、いつまでこの姿でいればいいの？」

　少女がかすかに顔をほころばせて言う。

「あ、そっか。もういいよ──ダニエル」

　すると、いきなり、ひょっこりと少年のお尻しりの部分から、尖せん端たんが小指の先ほど白くなった黒いしっぽが現れた。

　それから、ポンッと弾はじけるようにしていっぴきの黒猫に姿を変えた。

「ふぅー。結構疲れるね、これ」

　黒猫は、コウモリのような羽根をパタパタ、と羽ばたかせる。

「で。モモはいつまでその格かつ好こうでいるの？」

「あ、そうだね。じゃあ、あたしの方もお願ねがいしようかな？」

「ったくぅ、これくらい自分でやんなよ[image: ][image: ]。ボク、ばっかり……」

　ぶつぶつ言いながらも黒猫は、しっぽの白くなった部分で少女を、ちょんと突つついた。

　リーンと耳鳴りのような音がして、少女の姿が変わった。

　鮮あざやかなほど白い髪に、白いワンピース、そして目を奪うばうような赫あかい靴くつ。

「てゆうかさぁ、なんでボクが人間なんかに姿を変えなきゃなんなかったわけ？」

　黒猫が、やれやれといった風に訊きく。

　白い少女は、手にした巨大なカマに腰かけながら言った。

「だって、ダニエルが行っていきなり喋しやべったら、びっくりしちゃうじゃん」

「うん、そーかー。──って、結局ボク、なんにも喋ってなかったんだけど!?」

「あれ？　そうだっけ？」

「そうだよぉっ！　わざわざ、死しに神がみとその仕つかえ魔まが変身までしたり、わざわざ、ボクに新しい手紙を置かせたり、なんか、モモ。もしかして楽しんでなかった!?」

「え？　だって、これってゲームじゃん。でしょ？　ねっ──おじーちゃん」




　とおくで、白い少女と黒猫が踊ってた。

　それは誰だれも知らない。




　　　　♪




　──今ごろ、思い出した。

　おせぇよ、俺おれ。




　カンタロウは、実のところ、過去に一度、康こう太た郎ろうの故郷に行ったことがあったのだった。

　それはかなり幼いころだったため、カンタロウが憶おぼえていなかったのも仕方ない。

　宝探しの最中に見たデジャヴュは、そのときの記き憶おくだったのである。

　祖父に手を引かれ、歩いた道。

　大きな樹き。

　やわらかな陽ひ。

　ようするにだ。俺って、超能力者でもなんでもなかったワケね。

　まあ、当たり前か。俺だし。

　じーちゃんは、俺がきっと思い出すと信じていたのだろうか。

　きっとそうだろう。

　あそこに咲いていた『矢や車ぐるま菊ぎく』の花言葉は、〝信頼〟だ。

　……あそこに？

　……………ん？

　あれ？　待てよ……。

　じゃあ、

　あの男の子と女の子は──誰だれ……？

　え？

　えぇぇっ？

　えぇぇぇ────ッッッ!?




　宝探しの終わり、カンタロウとトマトは地元の駅で別れた。

　トマトは去り際に言った。

「──忘れないでね。私は忘れないから、ぜったい」

　カンタロウは、笑った。

「忘れないよ。つーか、逢あいに行くよ。どんなに離はなれたって必ず逢いに行く。そりゃあもう、光のスピードで。まあ、とりあえず鈍どん行こうじゃないヤツでさ」

　彼女は、「うん」とうれしそうに微ほほ笑えんだ。

　微かすかに涙目だったのにカンタロウは、ちょっと困った。

「まだ時間はあるよ。それに離れても電話とかできるしな、忙いそがしかったらメールでもいいし。ひとまずは受じゆ験けん勉強でもがんばろうぜ。補習サボちゃったしさ」

　すると彼女は、涙目でも楽しそうに笑った。

「私、一応成せい績せき優秀なワケで。んでもって、委員長なワケで。カンタの方がぜんぜん、ヤバイんじゃない？」




　うーん……。

　コレは困った。




　まったく、

　その通りじゃないか。








children on that hybrid rainbow(reproduction Al.-edit)- fin.
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　　　　♪




「──なにしろ、だいぶ昔のことだからねえ……。外もあのころとは、ずいぶんと変わってしまったし。風の匂においすら違うような気がするわ……」

　言って、老ろう婆ばは窓の外の景け色しきに目を移した。

　白い部屋。壁かべも天井も真っ白く塗ぬりつぶされている。

　老婆がいるベッドもシーツも布ふ団とんもみんな同じ色をしている。

　ベッドのすぐ傍そばには、白い空間からさらに浮かび上がるような透明感を持った、白い少女が椅い子すに座っている。

　少女の膝ひざの上にはやけに大きな鈴すずを首に付けた猫が丸くなっていた。

　この猫だけが、唯ゆい一いつ、空間に黒く色を付ける。

「あれから、もうどれくらいたったか……でも、今でもはっきりと思い出せる。彼の瞳ひとみも、彼の声も、彼の唇くちびるも、彼の匂いも……全部。幻なんかじゃない……本当の世界」

　少女は、膝の上の黒猫の額ひたいを撫なでながら、老婆の話に耳を傾けている。

「彼はもういないのかしら……？　あの想い出は……あの夕立の季節もすべてが幻だったとでもいうの……」

　過去と現在の間。

　未来より少しだけ、今。

　昨日よりはこっちで、明日よりはあっちで。

　記き憶おくと幻想を行ったり来たり。

　老婆の瞳は、〝いつか〟を間を見つめる。

　すると、少女が言った。

「彼はきっといる。まだいるよ。あなたの中にだって。ほら、木こ漏もれ陽びの中にだって、そこらじゅうにいる。想い出は、そこらじゅうに溢あふれてるモノだから。想い出は、想い出の中で眠るモノだから……。きっと──」

「そうね……。そう思うわ」

　老婆は、にっこりと微ほほ笑えんだ。

　穏おだやかな日のやわらかな陽。

　そして、光が射さす方を見ながら、話しはじめた。

　きっと最さい期ごになってしまうだろうから。

「……あれはまだ、私が子供だったとき……。とても大好きな男の子がいたの。けれど、その子とは、離はなればなれになってしまったの。それは、悲しいこと……」

　それは、繫つなぐ物語り──




　　　　♪




　今にして、思う。

　いや、あのときからずっと、今も思い続けている。




　当時、近所に住んでいた男の子──高たか槻つき壱いち吾ごは、随ずい分ぶんと変わった子供だった。

　といっても、へんてこりんとかそういう意味ではなくて、小学生になるかならないかぐらいの歳としごろなのに、妙に勘かんがよくて、的確に物事を判断できた。

　そのくせ、笑うとえくぼができて、ちいさい彼は、小動物系の愛らしさがあった。

　……と、いう具合に、彼女の中では、想い出にとんでもなく脚色が加わって、いくぶん事実とは異なっている。

　彼女、国こ府う本もとやえ子この、ちっとも伸びないまま高校生になってしまった自身のミニマム級の背せ丈たけとは反比例して、初恋の少年は想い出の中ですくすくと彼女の思うがままに成長していた。

　あのころの初恋の君──壱吾は、女の子みたいに長く伸びたさらさらの、しかもオレンジがかった髪の毛をしていた。

　今でこそ、小学生くらいの子でも髪の毛の色が、茶髪だったり金髪だったりとカラーリングされているのが珍しくなくなっているけれど、当時彼の他ひ人ととは違った髪の色は、目立つ、というよりやえ子にとって、自分の知っている中でそれが一番綺き麗れいな色で、一番好きな色だった。

　幼いやえ子は、オレンジではなくそれを「みかん色」の髪の毛と言っていた。

　ちいさい自分よりもさらに、レッサーハムスターみたいにちいさくて、かわいい男の子。

　あたしの初恋の男の子。

　ひとつ歳下の、いつだって手を引いて、いつだって守ってあげたくなる男の子。

　とかなんとか、やえ子は、自分の想い出の中では収まらなくなってもう高校生にもなるというのに、友人一同によく、あーだこーだと喋しやべっていた。

　しかし、壱吾は、六年ほど前、父親の仕事の都つ合ごうで海の向こうの遠い国へ行ってしまった。

　たしか、あれは……えっと……何ど処このなんていう国だったっけ？

　ま、いいか。

　そのとき、約束をしたんだ。

「ぜったい、かえってくるから。わすれものがあるんだ」

　壱吾とゆびきりげんまん。

　少年の言葉を今でもやえ子は、信じている。

　けれども、そんな彼女のことを友人たちは、

「つーか、ぜってー、忘れてるって。んなもん」

「まったく、やえは夢見るお姫ひめさまなんだからさ」

「なにげに少女まんが読み過ぎだし」

　とか言って呆あきれる。

　子供のころの約束なんて、誰だれが憶おぼえてるんだ。

　六年も経たてば、いろんなことを忘れる。

　何しろ、やえ子こも友人たちも今日やった数学の方程式すらすっかり忘れているくらいだ。

　半年前までは、やれ模試だやれ入試だ、と目め尻じりを釣り上げていたのが噓うそのようだ。

　今ではすっかり高校生活にもなれ、やえ子たち一年生に、もはや緊きん張ちよう感かんのかけらもない。

　やえ子とゆかいな仲間たちは、昼休みの教室の最前列に陣取って（というよりやえ子の席が一番前にある）、大股大口を広げて、ゲラゲラと談笑する。

「そんじょそこらの約束といっしょにするなっつの。ぜったい、憶おぼえてる！　なんにも知らないのに言うな！　この友人ＡＢＣっ!!」

　やえ子は、そう言ってきかない。

　きっと、帰ってくる。

　忘れモノがあるって言ってた。

　それは、あたしのことに間違いなし。

　だって、ドラマとかじゃ、こういうのはお約束というやつで、きっと幼おさな馴な染じみのふたりは再び出で逢あって、結ばれてしまうのさ。ふっふっふっふっふ。
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　何がどうなろうと、憶おぼえてるって信じてるから。

　…………とは一応思っているのだが、心の何ど処こかでは、──やっぱり、もう忘れてるかもしれないなぁ、とも思っていた。

　壱いち吾ごと手紙のやりとりをしていたのも最初だけ。いつの間にか、こなくなった。

　電話をしろとは言わない。せめて、手紙くらいは……。

　とか、ちょっとだけ腹立たしくなる。

　自分はこんなになって待ってるんだぞ。

　白馬になって乗ってこなくていいから（というより、そんなヤツはイヤだ）、いつか迎えにきてほしいもんだ。

「で、いつか、っていつ？」

　と友人Ａが、揚げ足を取るように突っ込んでくる。

「いつかっていったら、いつかだよ」

　とか言って、ごまかし気味にやえ子こは頰ほおをふくらます。

　すると、決まって友人Ｂが、そのふくらんだ頰に指を押しつける。

　たちまち、ぶーっ、と間抜けな音を立て空気が漏もれる。

　結果、タコのように口を尖とがらせることになったやえ子に、

「そんないつまで経たってもこないヤツのことなんて待ってないで、向こうから寄ってくるヤツのことを考えたらどうよ？　やえ、この間もまた男フッたっしょ？」

　まったく信じられないといった風に、肩をすくませる。

　すると、今度は友人Ｃが非ひ難なんの声をあげる。

「そうだよ、やえ！　あんた、なにやってるワケ!?　相手、二組の上うえ田だっしょ？　あいつ、サッカー部のレギュラーだし、顔もなかなかだし、うちらの間じゃ、けっこーポイント高いよ？　もったいなー」

　我が友人ながら、なんつー連れん繫けいのよさ。

　また、その話か……。

「あたしは、興きよう味みないの。じゃあ、友人Ｃが付き合えばいいじゃん」

　やえ子が言うと、すぐさま、両頰がつねり上げられた。

「おおっ？　この口が言うか！　この口が！　だいたい友人Ｃってなんだよ！　ったく、なんでみんなこんなおこちゃまにホレるのかねぇ」

　しみじみと中年のおばさんみたいな口調でやえ子をはやし立てた。それに友人たちは、どっとわいた。

「お子さまじゃなーいっ！」

　友人の手をふりほどき、やえ子が言う。

「ほほぅ、やえちゃんの身長はいくちゅでしゅかぁ？」

　としかし友人Ｃに訊きかれ、やえ子こは、うぐっと言葉に詰まる。

　友人たちが三人は順番に、やえ子の頭をポンポン、と叩たたく。

　その順番というのは、背が高い順だ。

　Ａ、百七〇センチ。プロポーションモデル並み。

　Ｂ、百六二センチ。平均並み。

　Ｃ、百五一センチ。小さいがやえ子ほどではない。

　何な故ぜなら、やえ子の背せ丈たけは、

「…………ひゃく…………」

「うんん？　聞こえませんねぇ[image: ][image: ]」

「…………………百四十……四センチとちょっと……」

「ＯＨ、ジャストアミニマムサイズ！」

　何故英語なのかは不明だが、思いっきりバカにされていることだけは、はっきりしている。

　あたしだって、好きで小さいワケじゃないっつの。

　そりゃ、伸びることならそれこそ、スーパーモデル級のセクスィな感じに伸びてほしかったけど……けど！

　伸びなかったんだからしょーがないじゃん！

　おかげで、やえ子はいまだに、ラフな服装のときは間違いなく小学生に間違われる。百パーセントの確率で。

　だから、普ふ段だんのやえ子は目一杯のギリギリいっぱいいっぱいジョシコーセーしている。

　スカートは、それ膝ひざ上何センチですか？っていうくらい上げてるし、ソックスもダブダブのルーズだし、カーディガンもダブダブ……なのはサイズが合ってないからだけど、メイクはガッツリいってる。

　これなら、何ど処こから見てもジョシコーセー。

　とやえ子自身は思っているのだが、友人一同に言わせると、

「おーおー。お子さまががんばってますね〜。けど、ギリギリ中学生にしか見えないし」

　などと冷やかされてしまう。

　こんなんじゃ、いつまでたってもダメダメだ。

　壱いち吾ごはおろか、誰だれも迎えにきてなんかくれやしない。

　あのかわいらしい男の子は今、どうしているんだろう。

　あの「みかん色」の髪の毛は、今も綺き麗れいなままのだろうか。

　うん。きっと、かわいいままの美少年になっているに違いない。

　きっと、そうだ。

　はぁー、キュートなんだろうな[image: ][image: ]。

　おーい、早く迎えにこ〜い。

　じゃないと他ほかの男のトコにいっちゃうぞ[image: ][image: ]。

　お[image: ][image: ]い。




　こうして、日々、妄もう想そうはふくらみ続ける。

　しかし、ふくらみ続けた風船はやがて破裂するように、この妄想もまた破裂してしまう日がくる。

　それは、彼女自身が思うよりも、ずっと早く。

　たとえば、そう……、




　今日──とか。




　　　　♪




　放ほう課か後ごのことだった。

　肩にはかけず、背中に背負った学校指定のショルダーバッグの中で、ピロピロ、とケータイが鳴った。

　この笑点チックな、ゆかいなメロディは……母親からのメールの着信を知らせる音だ。

　やえ子こたち仲良しグループ四人組は、いつものように、帰宅部は帰宅部らしくまっすぐ家には帰らず、今日ももちろん寄り道なんぞしていた。

　丁ちよう度ど、ゲーセンから出るところだったので、着信の音に気付いたが、店内にいたらまず、無む駄だに大きな音が氾はん濫らんするせいで聞き取れなかったろう。

　やえ子は、どれが本体なのか判わからないくらいのストラップが付けられ、ホワイトのボディにステッカーが張り巡めぐらされたケータイを開いた。

　ピッ、とメールを確認する。




『父危き篤とく


至急帰れ




母♥』






　画面に躍おどる文字に、まさに目が点になった。

「はっ？」

　おいおい。

　なんですか？

　父危き篤とく、って……んな、大変なことならメールじゃなくて、電話しろっての。

　まったく、あの母親め……何をたくらんでる!?

「なによ、やえ？」

　と友人Ａ。

「いやいやいやいや、なんでもないんだけどさ。母親がちょっとね、ふざけて」

「どれどれ……」

　と、やえ子こが手にしたケータイを覗のぞき込む友人Ａに、ＢとＣもそれにならう。

　三人は、メールの内容を確認すると、ゲラゲラと笑った。

「あんら〜、やえ子ちゃん。お父さまがたいへんなことになってるみたいですわね」

「早く、家に帰った方がいいんじゃないの〜？」

「なんせ、『父危篤』だから」

　それぞれに言って、三人はさらに大口で笑う。

　そして、

「よしよし、よい子はおうちにお帰りなさい」

「ママが待ってるわよん」

「父危篤で」

　とかなんとか、やえ子の背中を押し帰り道の方へ向けると、自分たちはというと、

「んじゃ」

「また、あした」

「バーイ、やえ〜」

　さっさと次の遊び場を求め、街の中へと紛まぎれていってしまった。

　ちくしょー、やつらめ。

　毎度毎度、あたしのことネタにしやがって。

　ゆるせん。

　どーせ、明日、「で、あのメールってなんだったの？」とか、訊きいてくるに決まってんだ。

「ふっふっふっふ。しかーし、あんたたちの思い通りになるやえ子ちゃんじゃないのさ」

　ひとりごちて、やえ子は歩き出した。

「……………………………………」

　が、ひとりになると、何にもすることがない。

　いつも家にいる以外は、ずっとあの三人とつるんでいる。

　このまま、母親のメール通り帰って、三人のネタになるのはしゃくだ。

　けれど、家に帰る他ほか、自分は果たして何をするのか、しないのか？

　ツレがいないと、こうもヒマなのかジョシコーセー。

「…………うぃー……ワケ判わかんなくなってきた……」

　すると、




　ピーロリピロピロピピラピラーッ！




　背中に背負い直したバッグの中で、またケータイが鳴った。

　今度の着信は、電話。

　そして、相手はやはり──母親。

　一昔前のドラマみたいな電報メールの次は、直電だ。

　てゆーか、最初から電話してくりゃいいじゃん。

　まどろっこしぃ。

　ったく、バカ親め、自分の娘で遊ぶんじゃないっ。

　やれやれとか思いつつ、しかめっ面つらでやえ子こはバッグから、どれがケータイなんだか判わからないケータイを取りだす。

　ピッ、と今度は、通話ボタンを押した。

「なにっ！」

　思いっ切り不ふ機き嫌げん度ＭＡＸな声でやえ子は、受話器越しの母親に言う。

　しかし、

「────………やえ────あ……──ほら、こど……────帰ってくる────……」

　どうやら電波が悪いらしい。

　それはやえ子の方ではなく母親の方。

　国こ府う本もと家は、父親の社宅の上の階にあり、しかも周囲には他ほかにも背の高いマンションがいくつも建ち並んでいるため、ひどく電波状況がよろしくない。

　ベランダなど外に出れば、ギリギリセーフという感じだが、室内ではもうごめんなさいって感じだ。

　それなのに、ケータイでかけてきやがった。

　固定電話でかけてくればよいものを。

　そんなことも忘れて、電話してくる母親。

　もしかして、本当に焦あせってる？

　だったら、メールなんてしてこないだろうし。よっぽど、テンパってんのか、ハイテンションになってんのか、ただの天然か……。

　受話器の向こうからは、あいもかわらず、ガーガー、いって何も聞き取れない。

　さっきの応答で聞き取れたのは『帰ってくる』という言葉だけ。

　帰ってくる？

　誰だれが？

　お父さん？　だったら、電話なんかしないか。

　じゃあ、おじいちゃん？

　って、そりゃ、やべぇよ。

　おじいちゃんは、あたしが三歳さいのときに死んでんじゃないッスか。

　帰ってきたら、ビビるっつの。

　ビビるってゆうか、それは断る。

　なら、誰だれが？

　結局、何も聞き取れず、何もやえ子この疑問にも答えず、電話は一方的に切れた。

　おそらく、母親の方が、あまりの電波の悪さに圏けん外がいになったのだろう。

「まったく、なんだってのよ……」

　と、やえ子がため息のひとつやふたつ落っことしたくなっていると不意に、ポンポンと背はい後ごから肩を叩たたかれた。

　振り返ると、そこには、七三……いや八二ぐらいで髪を分けたサラリーマン風のおっさんが立っていた。

「やぁ」

　と、おっさんはタバコのヤニで黄ばんだ歯を見せ微ほほ笑えんだ。

　何か、ベトベトしている。

　おっさんは、汗なのか何汁なのか判わからないモノでベトベトしている。そしてギトギトもしている。

　う……っ。と、やえ子はちょっと後ずさりした。

　しかし、おっさんはさらに、やえ子のことをいやらしい目で、足もとから舐なめ廻まわす。

　き、キモ────────────────────イッッッッッッ!!

　おっさんは、へらへらと笑う。

　そして、言う。

「君、暇ひまかい？」

　暇じゃねーよ！

　暇だけど……。

「あのさぁ、〝コレ〟でどうかなぁ〜？」

　そう言って、おっさんは、指を三本立てて見せた。

　あぁっ？　なんじゃ、そりゃ？

　なんだよ、その豚とん足そくみたいな手は。

　おっさん。まさか、それは〝エンコー〟のお誘さそいですかぃ。

　あたしに、ヱンのコーをしろと!?

　──ブチブチブチブチッ！

　と、やえ子この中で何かが音を立てて切れていくのが、はっきりと判わかった。

　手持ちぶさたで、ボーッとしてたのが、ナンパ待ちかと思ったのか？

　だいたい、その指はなんだ!?

　三本──三さん諭ゆ吉きちか!?

　バカにすんなよ。お金でなんでもできると思ったら大間違いだっ！

「────チッ！」

　無視だ、無視。

　スーパームシだ。

　無視して、スタコラツー、ツーコラスタだッッ。

　相手にするな。

　相手にす……る……………ブチッ。

　やえ子が、無視して行こうとすると、おっさんはしつこくつきまとってきた。

「ねぇ、君。いいでしょ？」

　おっさんはひどく勘かん違ちがいをしていた。

　やえ子がじらしてると思っていた。

　そういうプレイだと思っていた。

　──ザ・変態。

　無視だ無視。力の限り激げき無視だ。

　しかし、正面に廻まわり込んだおっさんに、やえ子は進路を塞ふさがれた。

　しつっこい！

　おっさんは、再び豚とん足そくをやえ子に見せてきた。

「いいじゃないか。コレだよ、コレだけ出すって言ってるんだから。小学生の君には、すごい額でしょ？」

　こ、こいつ！　あたしを小学生だと思ってやがるっっ!!

　制服着てんじゃん！　高校の制服じゃん！

　コスプレじゃねーよ!!

　と、おっさんは、いきなりやえ子の手をつかんできた。

「ちょ、ちょっと────っ！」

　振りほどこうとするが、おっさんの力は案外強くて、やえ子の力じゃ敵かなわなかった。

「離はなしてよ！」

「だいじょうぶ、だいじょうぶだから。イタくないから」

　ワケ判んないっつーの！

「離してぇっ!!」

　渾こん身しんの力で、なんとかおっさんの手を振りほどくことができた。

　やえ子こは、振り向きざま全力疾しつ走そうでその場から離れる──つもりだったのだけど、




　ドカッ！




　と、派は手でに何かにぶつかった。

「いったー……」

　一いつ瞬しゆん、どでかい壁かべかと思った。

「大丈夫？」

「えっ？」

　その壁は、やけにのんびりとした男の声で言った。

　尻しり餅もちをついた状態になっているやえ子に、男が手を差し出してきた。

　男は腰をかがめるが、傾いた夕ゆう陽ひが逆光になってるせいで、顔ははっきりと見えない。

　男の髪の毛に夕陽の色がうつって、やけに映はえる。

「大丈夫なわけないじゃん……」

　と言いながら、やえ子は男の差し出した手を無視して立ち上がろうとすると、

「コラァッ！　その子は、ぼ、ぼ、ぼくが先にこ、こえ、こ、声をかけたんだぞ！」

　おっさんが金かな切きり声ごえを上げた。

　ぷるぷる震ふるえて、八二に分けた額ひたいに青筋を立てる。

　すると、そう言われて男は、

「あ、そっか。ごめん」

　あっさり──納得した。

「納得しないでよ！　助けてよ！」

　立ち上がりスカートを払いもせずに、キリキリとやえ子が言う。

「助ける。……って誰だれを？」

　男はジョークなのか天然なのか、とぼけた風に首を傾かしげた。

「あたしを！　このぷりちぃべいべぇーなあーたーしぃっ！」

「あ、そうなんだ。僕が──やえっぺを助ければいいのか」

「そうっ！　…………エッ？　なんで、あたしの名前──」

「きぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっぃいぃぃぃぃぃぃいいぃぃいぃいっ！」

　やえ子の科白せりふは、おっさんの奇声でかき消された。

　おっさんは持っていた革製のカバンを頭上高くかかげた。

　いやいやいやいやいや。そんなもん当たったら、痛いじゃん。

「はぬぁれるぉぉぉ[image: ][image: ]っっ！　はやく、離はなれろ！　れろっっっ！　はやっ……ヒッ!?」

　おっさんが怯ひるんだ。

　それはしゃがんでいた男が、ヌッ、と立ち上がったせいだ。

　男の身長は高い。

　軽くおっさんを見下ろせるところに視し線せんはあった。

　線は細いが、シャツからのぞく腕はしっかりとしている。

　よしっ、戦ヤって殺ヤれだ！

「わ────────────────っっっっ」

　と、おっさんがカバンをブン廻まわす。

　やえ子こは思った。

　おいおい、そんな闇やみ雲くもな攻こう撃げきが当たるもんか。

　が、しかし、




　ガツッ。




　ひどく鈍い音がした。

「……………うわっ……」

　おっさんがヤケクソ気味に投じたカバンが、しかも取っ手近辺の金属部が男の顔面に直撃した。やえ子が引くほど、派は手でに。

　やえ子はおろか、攻撃したおっさんすらもびっくりして息を飲む。

　と、

「…………………………いたい……」

　男は、へらへらと笑った。

　しかし──額ひたいからは、ドクドク、とおびただしい量の血液が流れ落ちる。

　あっという間に、男の着ていた白いシャツが血ち染ぞめになっていく。

　それなのに、男は笑ったまま。

　ひぃぃぃぃっ、なんで笑ってんのよぉ[image: ][image: ]。

　それはそれで、逆に怖かった。

「う、う、うわぁぁぁぁぁぁあぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっ！」

　自分のした行為や男の流血スマイルに恐怖し、おっさんは脱だつ兎とのごとく、その場から去っていってしまった。

　ったく、おっさんめ、逃げやがった。

　やえ子ちゃん、すぺしゃるぼんばーきっくを見み舞まってやろうとしたのに。




　ドクドクドク。

　ドクドクドクドク。




　あ、忘れてた。

　男は流血事件の真っ最中だった。

「……………………………あはは……」

　ヘラヘラと男は笑った。

　が、案あんの定じようというか、何というか、直後、ガックリ、膝ひざから崩くずれ落ちた。

「ちょ、ちょっと!?」

　やえ子こは、大声で叫びたくなった。

　──いったい、なんなんだ、今日はっ！




　　　　♪




　しろいしろい。

　四角い。

　白い部屋。

　独ひとり、彼を想う。

　老ろう婆ばは、想い出の中の扉とびらを少しずつ開いていく。

　そして、今も鮮あざやかに色を付ける。

「ただ、彼のことを見ていたかっただけ。ただ、彼の傍そばにいたかっただけ。彼が笑うと、自分も笑えるから。ただ、それだけだったの……」

　老ろう婆ばの言葉のひとつひとつに、傍かたわらの白い少女は耳を傾けている。

　少女の膝ひざの上にいる黒猫の鈴すずが、りりん、と唄うたった。

「だけれど、あの日の空の色を思い出すと、悲しくなってしまうわ……。あんなにも美しかったのに、鮮あざやかな夕暮れの紫……」




　しろい、しろい、四角い。

　紫の。

　揺れた。




　　　　♪




　つまるところ、

「…………どうしよ……」

　街中で頭から血を垂たれ流しながら横たわるデカ男を何とかしないといけないワケで。

　さすがに、このまま放っておくことはできないワケで。

　男がこのような状態になったのには、ほんのちょっとだけ自分がかんでいるワケで。

　ほんとは、ガッツリかんでいるワケで……。

　よし。とりあえず、血をなんとかしよう。

「え、っと。な、なんか……」

　やえ子は、ゴソゴソ、自分のバッグの中をあさる。

　と、出てきたのは、スポーツタオルだ。

「…………………」

　しかし、やえ子こは躊ちゆう躇ちよした。

　これで、男の傷口を拭ぬぐっていいのか!?

　何な故ぜなら、このタオルは、今日、体育があって結構汗をかいて、その汗をたらふく吸っているからだ。

　やえ子は、少し考えた。

　ちょっぴり悩んで、ソッコー答えが出た。

「──えいやーっ」

　拭った。

　がっつり、拭ってやりました。

　とりあえずだから、「これでいいや」って。

　そのせいか、直で傷口に触れたせいか、男は、うっ……とうめいた。

「や、やえっぺ……ちょっと、妙に湿って──」

「湿ってない！」

　男が科白せりふを言い終わる前に、ビシっと突っ込みを入れたやえ子だったが、

「……つーか。さっきから、あんた……なんであたしの名前知って……ハッ、まさか……ストーカーっっ!?」

　男の傷口を拭っていたタオルから手を離はなし、思わず身を引く。

　やえ子にストーカー呼ばわりされた男は慌あわてて、やえ子のタオル（ニオイ付き）で傷口を覆おおいながら半身を起こした。

「ち、違うよ！　やえっぺ！」

「だから、なんなのよっ！　その『やえっぺ』ってのは!?　なれなれしいってゆーか、そんな呼び方してるヤツ誰だれもいないっつの！」

　強い口調でやえ子は言うが、逆に男はまた、ヘラヘラとした笑みを浮かべる。

「そうなんだ。でも、小さいときから、ずっと僕はそうやって呼んでたから、今さら他ほかの呼び方とか思い付かないよ」

「はぁ〜っ？」

　なんじゃ、そりゃ。

　まるで、あたしのことずっと前から知ってるみたいな口振り。

「ほんとっ！　あんた、なに？　あたしのなんなワケ？　小さいときからって、そんな幼おさな馴な染じみみたいな────あっ……」

　そう言えば、いた。

　ひとりだけ、いた。

　自分のことを『やえっぺ』と呼ぶ人物。

　それは古いアダ名だ。

　今も昔も、そうやってやえ子こを呼ぶのは、たったひとり。

　幼馴染みで、想い出の中で今も笑い続けている男の子。

　女の子みたいにかわいらしいけど、ちゃんと男の子としてみていた。

　初恋の──

「………………………イッちゃん……？」

　そう。それは、海の向こうに行ってしまった男の子。

　高たか槻つき壱いち吾ごだ。

「うん。僕だよ、やえっぺ」

　目の前の男が、にっこりと笑った。
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「…………イッ……って──」

　ちっがぁぁーうっっ！

　あんたじゃない！

　あの子は、そんな男くさいふっとい声であたしのことを呼ばない！

　あの子は、あたしよりも小さい男の子で、こう、守ってあげたくなる感じで、髪はもっと長くて、色はあんたみたいな『みかん色』で…………。

　あ、あれ？

　お、おや……？

　髪……の毛？

　おんなじ────色じゃん!!

　目の前の、何な故ぜか泣き寸な表情でやえ子こに熱ねつ視し線せんを送る男の髪の毛は、長さこそ違うが、想い出の中で鮮あざやかに浮かぶあの男の子の『みかん色』と同じ色をしている。

　う……。

　まさか……。

　そんな……。

　やえっぺと呼ぶこと。みかん色の髪の毛。

「やえっぺ！」

　なんてことだろう。

　男がでっかい身体からだで、やえ子に覆おおいかぶさり抱きしめてきた。

　──わわわわわわわわわわわわわわっ!?

　なかばパニックになっているやえ子は、声をあげることもできなかった。

　むしろ、身体が硬直してしまっている。

　こんな風に、男に抱きしめられることなんて、今までなかったことだ。

　しかもこの男は……っ、

　──ザ・変態!?

　じゃなくて！

　……まさか、そんな、まさか！

　こんなのはイッちゃんじゃない！

　でかいし。

　抱きつかれて、すぐ傍そばにある横顔。その耳には、いくつもピアスが付けられている。

　ぼろっちいジーンズに、胸むな元もとのはだけただらしないシャツ（血ち染ぞめ）。

　何ど処こをどうとっても、初恋の男の子とはダブりもしない。

　想い出の中で、想い出の延長上で描いていたイメージとはかけ離はなれた野郎だ。

　違うんです、違うんです。こんなんじゃないんです。

　あたしのイッちゃんはこんなんじゃないんです。

　血まみれの男に抱きしめられる覚えはない。

　なのに、なのに、こいつときたら、

「──ただいま、やえっぺ」

　なんて、言うのだ。




　数年ぶりに目の前に現れた彼は、彼こそが彼である。

　──高たか槻つき壱いち吾ごが帰ってきた。




　　　　♪




「………………………」

　ひどいふくれっ面つらで、やえ子こはいた。

　リビングのテーブルを挟はさんで向かい側には、頭に包帯を巻いた、ニヘラと頼りなさげな笑みを浮かべる男がいた。

　壱吾だ。

　やえ子は、納得いくはずなんかなかった。

　やえ子と壱吾を底辺にした三角形の頂点上の位置に座る母親は、彼女と正反対に満まん面めんの笑みを浮かべている。

　ちなみに、やえ子が小さいのはこのひとの遺伝子ではない。

　父親が小さいのだ。しかも母親よりも。

　母親は、百六〇以上あるが、父親はそれ以下。

　いわゆる『ノミの夫婦』だ。

　本日、母はちょっと、いつもより化粧が濃こゆい。

　というよりも、普ふ段だんうちにいるときは化粧などしない母。

　壱吾を迎える気合いの入れようがうかがえる。

　あの謎なぞのメールも、聞き取れなかった電話も全部、壱吾のことを知らせるモノだった。

　壱吾がまだ海外へ行く前、高槻家と国こ府う本もと家は、家族ぐるみの付き合いをしていた。

　その縁えんもゆかりもあって、帰国して空港から電車の近くの駅まできた壱吾を母親が迎えに行ったわけだ。

　壱吾は、二週間ほど滞在を予定している。

　しかし何もかも、やえ子にだけ秘密に計画は進んでいたのだった。

「だって。いきなりの方が、あんたびっくりするじゃない」

　と母親。

　いやいやいやいやいや。

　びっくり？

　したよ？　しましたよ？

　そりゃあ、びっくりもするさ。

　あの……キュートで、ラヴリーで、チアフルな、イッちゃんが…………こんなムサい野郎になってたらびっくりもするじゃん！

　違うんだ。

　あたしの〝イッちゃん〟は、女の子みたいで、なんか中性的で聡そう明めい？ってゆーの？

　聡明ってよく判わかんないけど。

　そういうんで、こんな露ろ骨こつにボーッとしたヤツじゃない！

　…………まーあ。変わってないといえば……あれ。…………あの髪の毛くらい……。

　気持ち悪いほどやたらキーの高い声で喋しやべりまくる母親に、押され気味になっている壱いち吾ごの頭を、やえ子こはちらりと見やる。

　あのころ、肩くらいまで伸びていた髪は短くなっているが、今も変わらぬ『みかん色』だ。

　なんだかものすごく複ふく雑ざつだけれど、それだけが唯ゆい一いつ、想い出とダブる。

　が、それだけだ！

　今の壱吾は、ニヘラと笑い、何ど処こかぼーっとしていて、しかも〝天然〟まじりで頼りない。

　あたしの中でのイッちゃんは、もっと華きや奢しやで可か憐れん…………だったような……。

　先ほどのおっさんを追い払ってくれるのかと思ったが、やられたのは壱吾の方だった。

　幸い、血がたくさん出ただけで、傷自体はたいしたことがなかったけれど、あのままおっさんが攻こう撃げきを続けていたらどうなっただろうか。

　はっきり言ってしまえば、今の壱吾は、『でくのぼう』とか『うどのたいぼく』とかいう言葉を連想させる。

　しかも！　それを決定づけるような事実が。

　壱吾は帰国するなり、あいさつもそこそこにすぐさま、やえ子の部屋に突入。しかしやえ子はいない。それで彼女を捜さがしに飛び出したという。

　何処にいるかも知らないクセに、勘かんで適当に走っていたら、偶然、やえ子を発見した。しかし、やえ子はてかてかヘッドのきちゃないおっさんと会話中。

　壱吾は何と、知り合いかなと思ったらしく、おっさんと話が終わるまで、ちょっと離はなれて見ていたというのだ。

　アレの何処が、知り合いっぽいんじゃい！

　どー見ても、あたしがイヤがってただろうが。

　アホだ。

　天然通り越して、阿あ呆ほうだ。

　そんなことを考えていると、不覚にも壱いち吾ごと目が合ってしまった。

　にぃっ！　──と、ものすごい笑顔になる壱吾。

　しかし、やえ子こは、ハァとため息をつきたくなった。

　ああ……あたしの初恋を返してぇッッ！

　とかわめいたところで、そんなモノが返ってくるはずもなく、

「──じゃあ、やえ子、壱吾くんをちょっと案内してあげなさいよ。ほら、駅前とか結構、昔と変わったりしてるじゃない。それに、大おお蓮れん神社とかお参りに行ってくれば？」

　などと母親がよけいなことを言い出すオチが付いてくるのである。

　それに、大蓮神社はこの街唯ゆい一いつの名所といってもいいところで、〝恋愛〟に御ご利り益やくがあると女性に人気がある。

「ハァ？　なんで、あたしが──」

「ほらほら、あんたたちもひさしぶりでしょ。やっぱりほら、積もる話もあるだろうし、お母さんも、なんてゆうの、気を利きかせてるワケじゃないの。うふふ、行ってきなさいよ。何ど処こかに行っちゃいなさいよ。お母さん、目をつぶるわ」

　母親は、やえ子の言い分など耳に入る余地などなく、自分の勝手な解釈と思おも惑わく通りのことを進めようとしていた。

「うふふじゃないし、目もつぶらんでいいっ！　…………て、ぅえっ!?　お、お母さん、なに、人の背中を押してんのよ！　おいおい、玄関に向かわせてどうするつもり？　いやいや、ドアを開けるな、そして、靴くつを用意するな。ちょ、ちょっと、お母さ──えっ!?」

　やえ子が、突っ込みを入れるか入れないかのうちに、彼女は母親によって、壱吾共々、玄関の外に押し出されていた。

　うぉーい！　母親ぁっ！

　今はもう『夜分にすみません』とかいう時間帯じゃないっすか？

　普通なら、「若い娘がこんな夜遅くにでかけるなんて！」って言わない？

　ふっつぅ─────────ならね、言うでしょ！

　なに逆に、かわいいひとり娘を外に放り出してんの!?

　しかも、男とふたりっきりにして！

　逆じゃん！　全部逆ぢゃん！

　うわーい。

　放任主義、バンザイ！




　陽ひが沈むのは早くなったが、まだ残暑が残っている。

　昼間に赤とんぼなんかを見ると、「タイミングを間違って出てきちゃったのね」とかやえ子は思ってしまう。

　そういえば幼いころ、壱いち吾ごが赤とんぼを捕まえようとして、指をグルグル廻まわして自分が目を廻してしまったということがあった。

　かわいいな、なんて思ったあのころ。

　あーあ、今は……ねぇ……。

　夜の駅前商店街。

　元々、あまり活気のある通りじゃない。

　しようのないおもしろみのないありふれた駅前だ。

　ふくれっ面つらで、早足でやえ子こは歩いていた。

　できるだけの速度で。

　壱吾から少しでも距きよ離りを置こうとした。

　なのに、まるっきり壱吾とは差が付かない。

　それは、歩幅の差というヤツのせいだ。

　やえ子が三歩進む距離を、壱吾は軽く一歩くらいで。

　やえ子の身長、百四十四センチメートル。

　壱吾の身長（やえ子の推定）、百八十センチメートル以上。

　ううっ。なにが悲しくて、こんな見ず知らずにしか思えん野郎と夜の街を闊かつ歩ぽせにゃならんのかね。

　あたしには、こいつが、同姓同名の他人にしか思えんのだよ。

「ねぇ、やえっぺ」

　ピクリ、と壱吾の言葉に反応して、やえ子の眉まゆ毛げがつり上がる。

「その名前で呼ぶなぁ！　その名前で呼んでいいのは、〝イッちゃん〟だけ！　そんな男みたいなぶっとい声で呼ぶなっっ！」

　めちゃくちゃなことを言う。

　壱吾は、困ったような笑ったような顔になる。

「僕、壱吾なんだけど……。それに男みたいじゃなくて、男だし……」

「あぁーっ！　うっさい！　口答えするな！　あーもう、ああいえばこういう！」

　なんか母親がよく言う科白せりふだが、この際、気にしない。

　あー、こんなことって…………。

　こんな現実ならずっと幻を追いかけてた方がマシだった……。

　あいもかわらず、壱吾はニヘラと笑っている。

　こいつが、なんでここにいるのか、なんで帰ってきやがったのか、何にも聞く気にならない。聞きたくもない。

　はぁ……なんかあの三人が笑ってるのが目に浮かぶよう。

　いや。

　──ホントにいる。

　進行方向に、見み慣なれた顔があった。

　やえ子と別れてからまだ三人は、遊んでいたようだ。

　向こうはまだ、やえ子こに気付いていないらしく、くっちゃべってダラダラとこっちに向かって歩いてきていた。

　それでつい、やえ子は、当たり前のように三人に声をかけようとして、

「おー、そこのお三人さ…………あ」

　しかしあわてて口をつぐんだ。

　ダメっす！

　今は、ツレがいるんだった。

　しかも、こいつだ！

　振り返り見る、やえ子。

　壱いち吾ごは、こちらの気など知らず、ほけっ、と周囲を眺めている。

　よしっ、今ならヤツらに見付かんないで逃げられる。

　やえ子は、とっさに壱吾の手をつかんで、その場から離はなれようとした。

　が、しかし──

「げっ！」

　時すでに遅し。

　三人に、やえ子と壱吾はくノ一のような隠密さで囲まれていた。

　い、い、いつの間にっ！

　ニタニタとまるで悪あく魔まのような笑みを浮かべながら、やえ子と壱吾をみやる。

「やあやあ、国こ府う本もとさん。こんなところで、偶然ですなぁ」

　わざとらしい口調で、友人Ａ。

「今日は、お暑いでおまんなぁ〜」

　何な故ぜか関西弁で、友人Ｂ。

「暑いというか、熱ぃ、みたいなぁ？　手なんかつないじゃってぇ〜」

　あったまの悪そうな感じで、友人Ｃ。

　しまった。なんというバッドタイミング。

　とっさに壱吾の手をつかんだことが、逆に作用してしまった。

　三人は、何時間か前にやえ子に迫ってきたおっさんよりもいやらしい目で、壱吾を品定めする。

「なに？　やえの新しいカレシ？」

「あんらぁ、ついにオトコを！　しかも、おっとこまえじゃん。やえちゃま、妥協ッスか？」

「そうだよ〜、初恋の君はどうしたのよ？　もういいわけ？」

　三人は、一気に喋しやべりまくる。

「わわわっ！」

　やえ子こは、焦あせった。

　よけいなことを言うんじゃない！

　妥協ってなにがだ！

　だいたい、新しいもなにも、あたしに彼氏がいたことがないのは、あんたらが一番よく知ってるじゃん！

　はっはーん。

　あたしと壱コ吾レの関係を勘かん違ちがいしてるな？

　で、しかもこじれさせようとしてる？

　はっはっはっは、そんな手に乗るようなやえ子ちゃんじゃないのさ。

　とかひとりほくそ笑むやえ子だったが、三人は、その上を行く。

「でもねぇ、道ばたで立ち話というのもあれですから、ねえ？」

「ええ、ですとも。あら！　こんなところにファミリーレストランがあるじゃないですか！」

「ささ、せっかくですから〜」

　せっかくですから〜、と三人がハモって言う。

「あ、あたしは──」

　すべての科白せりふを言い終えることなく、やえ子は友人ふたりに両脇を抱えられた。

「うぉーはなせー」

　やえ子は、足をじたばたとだだっ子のようにさせるが、無む駄だな抵抗だった。

　そのまま強制的にファミレスの中へ連れ込まれる。

　残ったひとりが、壱いち吾ごを誘ゆう導どうする。

　もちろん、へらへらと壱吾は簡かん単たんにそれに従う。




「ねぇねぇ、名前は？」

「何歳さい？　何ど処この高校？」

「身長高いねぇ。何センチあるの？」

　ファミレスの角席のさらに角へ壱吾を追い込み（まるでライオンがうさぎを狩るよう）、三人はそれぞれがそれぞれに、彼に訊ききまくる。

　やえ子には、まるで訊こうともしない。

　というか、見向きもしない。

　いつもの「あれぇ？　やえ何処にいんのぉ」と身長の低さを馬ば鹿かにされるのよりも、腹が立つ。あれは、悲しいかなギャグとして成立しているが、これはただの──無視。

「あ…はぁ……そのぉ……」

　としかし壱いち吾ごは、救いを求める仔こ犬いぬのような潤うるんだ瞳ひとみで、やえ子こに救きゆう難なん信号を送る。

　──んな、目で見るなっつーの。

　うるうる。

　──ったく、なによ。しゃきっとしなさいよ。

　うるうる。

　──あんたは、小型犬か!?

　そんなでっかい図ずう体たいしてるクセに。

　ああっもう、しょーがないなぁ！

「うっさい！　あんたたち、いっぺんに喋しやべったらワケ判わからなくなるでしょ!!」

「じゃあ、やえが答えなさい」

　驚おどろくほどあっさり、標的が切り替わった。

「とりあえず質問は、じゃあ、ユウがやって」

　質問は、代表して友人Ａがすることにし、応答はやえ子の係とした。

　で、今さらながら、友人Ａとやえ子がふざけて呼んでいた彼女が、ユウこと裕ゆう希きで。

　Ｂは、美み穂ほ。

　Ｃは、実は、本当の名前が椎しい子こだったりする。

　角席から解放され、ちゃっかりやえ子の隣となりに陣取った壱吾だが、すっかりおびえて大きな身か体らだをやえ子の後ろに隠してしまっている。

　しかし、

「では、まず彼の名前は？」

「名前は、高つ──あぅ……」

　最初の質問でやえ子はいきなり詰まった。

　何な故ぜなら、

　──名前言ったら、壱コ吾レが初恋の相手だってバレるじゃん！

　やえ子の中で、この壱吾と、あの壱吾は違うことになっている。

　今の壱吾は、やえ子にとって、初恋の相手ではない。

　まさしくアカの他人である。

　しかしながら、友人一同の反応は違っていた。

「なによぉ、もったいぶってないで教えなさい」

「ったく、こんないいオトコ、いつ捕まえたワケ？」

「そうそう、ずっとウチらといっしょにいたくせにねぇ」

　何を言ってるんだ、コイツらは。

　いいオトコ？

　何ど処こが？

　どの辺が？

　具体的に、どの箇所がですか？

　ぼーっとしてるし、天然だし。背ぇ高いだけのデクちゃんだし。

　さっきも頭から血ぃ流してたし。もう、包帯外はずしちゃってるけどさ。

　そう思っていたのはおおよそ、やえ子こだけだ。

　成長した壱いち吾ごは立派なオトコ前の、友人一同風に言うと、

「チョーイケメンっ！」

　なのだ。なにが、チョーだ。なにが、イケメンだ。

　どうしたものかと、やえ子は言葉に詰まった。

　焦あせりが思考を鈍らせる。

　考えようにも、言葉が出てこない。

　そんなやえ子に、じれったくなったのか、またも、友人一同が壱吾に群がった。

「はい、キミ！　名前は？」

「あ……えーと……」

　壱吾が自己紹介しそうになるのに、やえ子はハッとなった。

　だ、ダメじゃん。

　コレが名前をいったら、コレがあたしの初恋の相手だってバレる!?

「あぁぁーっとッ！　そ、そうだ、えーっと──じ……次じ元げんくん！　か、肩にミノムシが！」

　とっさにそんなガンマンな名前が浮かんだ。

　そして、口に出してしまったので。

　高たか槻つき壱吾、改め──次元大だい介すけに決定。

「じ、次元？」

　友人たちは、きょとんと目を白黒させる。

　しかし、やえ子はここで引くわけには──いかんのですよっ！

「そ、そう。ねぇ、大介くん？」

「？」

　友人たちよりもさらに、きょっとーんとする壱吾にやえ子は、ちょっと血走った目め配くばせする。

　──おいっ、おまえは次元だ。次元の大介なんじゃい。

「…………そ、そうです。じ……次元？　です、はい」

　壱吾は、やえ子の意図は読めないにしろ、何となくうなずいておいた方がいいということを本能で感じた。

　よし、やえ子は心の中で安あん堵どする。

「へぇー、そうなんだー。じゃあ、大介くん。歳としは？」

　改めて、裕ゆう希きが質問した。

「えっと、十四……あ、もうすぐ十五に…なります……」

「うわっ、ウチらよりいっこ下ってこと？」

　やるー、やえ子こぉ！　とか友人たちは、壱いち吾ごを囲んでワイワイと盛り上がる。

　やえ子は、ひとり輪わの外、腕組みで背もたれによりかかる。

　ゆっとけゆっとけ。

　そいつが次じ元げん大だい介すけであって、次元大介じゃないことも知らないクセに。プププッ。

「でも、キミあれだよね。外国の人みたいな感じするよね」

「だよね。背も高いし、なんか瞳ひとみの色素も薄うすいし」

「いやぁ、見れば見るほどいい男だよね、キミ」

　とか裕ゆう希き、美み穂ほ、椎しい子この三人は、やたらと壱吾をホメちぎる。

　すると、そのうち壱吾も三人のペースになれてきたのか、それともただ流されていただけか、持ち前の頼りなさげな笑みをたえるようになった。

　しかもちょっとうれしそう。

「………………」

　なんだかやえ子は、急に腹が立ってきた。

　理由は判わからない。

　とりあえず、へらへらとした壱吾の態度。ということにでもしておこう。

　したがって、

「ほら！　もういいでしょ!?　ちょっと、アンタもデレッとしてないで、行くよ！」

　友人たちの間に強引に割って入り、やえ子は壱吾の手をつかんだ。

「んじゃ！　そういうワケで」

　どういうワケなのか自分でも判らないが、そう言って、やえ子は壱吾の手を引いて、さっさと友人たちの輪わから離はなれていった。

　背中越しに、

「やえ〜、またその子連れてくるんだよ〜」

「また遊ばせろよ〜」

「たまにはちょっとウチらに、貸しなさいよ〜」

　とか好き勝手言う友人Ａ、Ｂ、Ｃの声が飛んでくる。

　知らん、知らん！

　聞こえん、聞こえん！

　なんにも聞こえなーいっっ！

「やえっぺ、友達はいいの？」

　不安そうに壱吾が訊きく。

「いいの！　もう、あいつらはいつも、ああなのよ。あたしのこと、おもちゃみたくすんの。まったく！」

　やえ子こは、少し興こう奮ふん気味に言った。

　何な故ぜ、自分がこんなにハイになっているのか、よく判わからない。

　友人たちとのああいうふざけたやりとりは、日常茶さ飯はん事じのはずだ。なのに、今日に限っては、苛いら立だってしまう。

　と、急に壱いち吾ごが立ち止まった。

　彼の腕を引いていたはずのやえ子は、今度は自分が引っ張られるようになり、いらだちを持続させたまま言った。

「なによ、ちょっと。あんた──」

「やえっぺ、見て！」

　子供みたいに声を弾はずませて、壱吾が通りを挟はさんだ向こう側を指さす。

　それは駅前に昔から存在するパン屋だった。

　ライトに照らし出された、月日を感じさせる褪あせた看板にはペンギンの絵が描かれてあった。

　それもだいぶ陽ひに焼けてしまって、色が薄うすくなっている。

「うっわー、あのパン屋にふたりでよく行ったよねぇ」

　実に楽しそうに、壱吾が言う。

「懐なつかしいなぁ。ほら、憶おぼえてる？　おこずかいをもらうといつもあそこで、フルーツサンド買って、ふたりでハンブンコしてさぁ。みかんといちごが入ってて。すっごい、おいしかったよね？」

　歯を見せ、壱吾が満まん面めんの笑みでやえ子を見た。

　思わず、やえ子は、ドキリとしてしまった。

　不覚にも……。

　そ、そんな無邪気な目で見ないでよねっ。

　こっちが、恥はずかしくなるじゃん。

「やえっぺ、僕、食べたくなった！」

　言うと、壱吾は、車の往来も気にせず、通りを横断しはじめた。

「えっ、わっ、ちょっと！」

　やえ子は、強引なまでの力で手を引かれた。

　そういえば、さっきからずっと手をつないだままだった……。

　今になって、こっ恥ずかしくなってきた。

　顔が自分でもはっきりと判るほど、赤くなった。

　なんで……。

　なんで、そんな風のよ……。

　見た目は全然違うのに、中身はしっかりとあの〝イッちゃん〟なのだ。

　ふたりで行ったパン屋の想い出。

　おこずかいをもらって、母親に何に使ってるのか訊きかれても言わなかった。

　フルーツサンド。

　そのくらいでも、ふたりにとっては大きな秘密だった。

　ふたりだけの、楽しみなんだ。

　ちゃんとそれを壱いち吾ごは憶おぼえていた。

　なんだかちょっと複ふく雑ざつだったり……ちょっぴりうれしかったり……。

　じゃあさ……じゃあ、なんで、手紙くれなかったの？

　ずっと、待ってたのに。

　忘れちゃったんだと思ったのに。

　あたしは、忘れなかったのに……。

　でも、それは壱吾もおんなじだった──

　パン屋でフルーツサンドを買った。

　いさんでレジにフルーツサンドを持っていった壱吾だったがお金を払おうとしないで、普通にやえ子この方を見て、にっこり。

　一いつ瞬しゆん、それが何の意味を表すモノなのか理解できなかった。

　けれど、ピンときた。

　やれやれだ。お金持ってきてないのね。

　仕方なく、やえ子が払うことになった。

　それなのに、壱吾は本当にうれしそうに、ふたつの三角形の片方をやえ子に、

「はいっ、やえっぺ！」

　と渡してきた。

　あたしがお金払ったんですけど……。




　　　　♪




　フルーツサンドを手に、街の中を散歩。

　夜の街。

　ただでさえ、活気があるとはあまり言えないところだ。ムードもへったくれもない。

　それでも壱吾は、ひとつひとつに目をとめ、そのたび、一いつ喜き一いち憂ゆうする。

「あそこってコンビニじゃなくて、本屋さんだったよね？　もう潰つぶれちゃったんだぁ……。あそこのおじいちゃん優やさしくて好きだったのに……」

「ああ、あそこのタバコ屋まだやってたんだ。あいかわらず派は手でな看板だなぁ」

　そこはああで、ここはこうで、あそこはあーだこーだ。

　壱いち吾ごは、自分の想い出に、今の街を重かさね合わせていく。

　六年という月日。

　時間の流れ。

　やえ子こにとっては、なんにも変わらない街だけど、壱吾にとっては、すごく変わっていて、変わってないのがうれしかったりしている。

　そんな彼に、やえ子は不ふ思し議ぎな感じを覚えていた。

　子供のころ、自分の視し線せんや時間の流れというモノが、唯ゆい一いつのように思えていた。

　自分が此こ処こにいるとき、他ほかの人はぜんぜん、別のところにいて、いろんなことをしている。そんなことあたりまえなのに。

　子供だった自分。

　そのとき同じように、同じモノを見ていた壱吾。

　けれど、彼にも同じ分の時間の流れがあって、彼の想いがあった。

　きっと、想い出の形はひとつじゃない。

　人それぞれに、それぞれの形や色やニオイや、いろんなモノがあるんだ。

　自分が持っていた想い出、思い描いていたモノ。

　壱吾もそうなんだ。

　笑う、壱吾。

　頼りないクセに、しっかりと男の子している。

　こんなにもあのときとは変わってしまっているクセに、なんでそんなに変わってないんだろう。イッちゃん……。

　壱吾が帰国してから、はじめてしっかり見る彼の横顔だった。

　微かすかに残る昔の面おも影かげ。

　本当に、イッちゃんなんだね。

　あのときよりも、ずっとオトナになった。

　あたしよりちいさかったのに、背も高くなって……。

　昔はあたしが見下ろしてたのに。

　今は、やえ子が彼の顔を見上げている。

　やえ子は、ドキッ──となった。

　さっきの動どう悸きとは違う。今度は、もっと胸がキュッとなる方の……。

　昔の想いが、猛然とわき上がってくる。

　想いが溢あふれてくる。

　気付いてしまった。

　壱吾は、壱吾なんだ……。

　パン屋に入る前、自然につかんできた手。

　今もまた、壱いち吾ごはあたりまえに、ごく自然にやえ子この手をつかもうとした。

　……う……。

　意い識しきすると、つなぎにくっ。

　えぇー…っと。

　いいすか？

　手ぇなんぞ、つないでよかですかぃ？

　い…いいよね。さっきもつないだし。昔は、いっつもそうだったじゃん。ねぇ？

　などと、さっきまで壱いち吾ごのことを避さけようとしていたのが噓うそのよう。

　自分で自分というモノがよく判わからないが、やえ子は、かなり浮き足立っていた。

　そーっと、そーっと、何気ないフリでやえ子は壱吾の手に、手を伸ばす。

　あと、ちょっとで壱吾の手に触れそう。

　そーっと、そーっと……。

　が、しかし、

「あっ！　そうだ、僕、行かなきゃならないところがあるんだった！」

　やえ子の手は空振って、盆踊りでも踊るようにごまかす。

　そんなおかしな彼女の様よう子すには、なにひとつ気付かず、マイペースに壱吾が言った。

「へ、へ？　行く…ところ？」

　やえ子が驚おどろいたように訊きく。

「うん。ちょっと、捜さがしモノがあるんだ」

「捜し……モノって？」

「ああ、──初恋の人」

「あ、なんだ。そっか、はつこ…………っ？」

　ええぇぇぇっ!?

　なんですとぉぉっ！

　初恋って!?

　ちょ、ちょっと、待ってよ！

　イッちゃんの初恋の相手は、




　────あたしじゃなかったのぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ[image: ][image: ]っ!?




　　　　♪




　次の日は、朝からやな気分だった。

　ちょっと、ショック。

　いや、けっこー、ショック。

　いつもいっしょだったし、仲良かったし。

　自分が好きで、しかも初恋だったから、壱いち吾ごもそうなんだと思ってた。

　勝手に思い込んでいた。

　でも、どうやら違うらしい。

　さらには、昔、別れ際に壱吾が言った『忘れモノ』っていうのは、彼いわく『初恋の人』のことだったワケで。

　劇げき的てきかつ感動的なロマンチック街道まっしぐらな再会と、果てしなく久く遠おんに燃もえあがる恋の炎………………なんて、想像していた自分は、バカですか？

　ひっどい、惨みじめじゃん。

　すっごい、バカじゃん。

　だったら、なんで、帰ってきてすぐにあたしのこと捜さがしにきたワケ？

　…………あ。

　そうか。……幼おさな馴な染じみだから？

　久しぶりに帰ってきたから、ただテンションがあがってただけ？

　ふはははは………………虚むなしいなぁ、あたしっ！

　再び、わき起こる『あたしの六年間っていったい何!?』の想い。

　あれこれと描いていた、理想、想像、それから、勝手な妄もう想そう。

　その現実……。

　けど、自分の六年間と同じ分だけの時間が、もちろん壱吾にもあったワケで。

　きっと、たくさんの経けい験けんをしていたに違いない。

　いろんなこと、いろんな恋愛をしてきたんだろう。

　それに、外国の子って、進んでいると聞く。

　いや、むしろ、こんな歳としになっても、彼氏のひとりも作らないあたしが珍しい？

　あーあ、なんにしたって、あたしがおバカさんなのには変わりない。

　この身長とおんなじで、成長してないのは自分だけか……。

　なんか──悔しい……。

　やえ子こは、今日の晩ご飯が、すき焼きだというのに食べる気になれなかった。

　だって、壱吾がいるんだもん。

　今日は、壱吾の歓迎会だそうだ。本当は、昨日行われるはずのイベントだった。

　昨日、やえ子と別れてから、国こ府う本もと家には帰ってくることはなかった。

　電車で駅ひとつ行ったところにホテルを取ってあって、壱吾は帰国中はそこに宿泊するらしい。

　さすがに、歳ごろの娘がいる家だ。若い男をひとつ屋根の下においたりしない。

　……と、思ったら。

「ホントはね、壱いち吾ごちゃんに泊まっていてもらおうと思ってたんだけど、ホテルがあるからいいって言われて」

　そう、母親はひどく残念そうに言う。

　おいおい、うちの親は……。

　そんなワケで、歓迎会は今日になった。

　すき焼きパーティだと、母親は今まで食卓に並んだことのない高級な材料を買い込んできた。

　お母さん、そんなに張り切らなくたっていいじゃん。

　やえ子こは、気分が悪いとか適当なことを言って、ひとり自室にこもって、ベッドの中に潜もぐり込んだ。

　ふて寝してやるっ！

　だいたい、壱吾にあわせる顔がないっつーの。

　好きなお笑い番組も観みず、風ふ呂ろにも入らず、結局、やえ子は眠ってしまった。

　ほんっとにもう、バカやろうだ……。

　部屋の薄うすい壁かべ隔へだてた向こうから、楽しそうな母親、父親、そして、壱吾の声が聞こえてきて全然、寝付けなかった。




　朝。

　いつ眠ったのか。でも、浅い眠りだったらしい。

　ひどく身体からだがダルくって、頭の中もモヤがかかったようではっきりとしない。

　目覚めると、微かすかに昨晩ゆうべのすき焼きの匂においがして、お腹なかがグ〜ッと鳴いた。

　ふはははは、昨日、なんにも食べないで寝たからなぁ……。

　壱吾とも会話も交かわさず、逢あいもせず。

　まったく、あたしはかよわい乙おと女めかよ……。

　洗面所に行って、とりあえず顔を洗おう。

　うーむ。すっぴんで、しかも寝起きで顔がむくんでいる。

　こんな顔はまず好きな異性には見られたくないぜぃ、とか思いつつ、やえ子が洗顔フォームを泡立て顔に塗ぬりたくっていると、不意に辺あたりが暗くなる気け配はいがした。

　……ん？

「──やえっぺ！　遊びに行こうよ!!」

「ぶわぁぁぁぁっ！」

　いきなりだ。

　能天気な壱吾の声が頭上から降ってきたかと思うと、その刹せつ那な、身体が浮かび上がった。

　壱吾が後ろから抱き付いて、抱え上げたのだった。

　なに？　なんなの、もうっっ！

　今、すっぴんだし、寝起きだし、泡だらけだし、極めつけに寝間着パジヤマ代わりの中学時代のきったないジャージ姿。

「い、い、いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッッッッッッ!!」




「じゃっ、いこっか！」

　はしゃぐ、壱いち吾ご。

「…………」

　無言で、うなだれるやえ子こ。

　本日は、土曜。

　学校は休み。

　壱吾は、昨年できた巨大なテーマパークに行こうと、やえ子を誘さそった。

「ここ、行ってみたかったんだよね。こっちにしかないアトラクションとかあるんでしょ？」

　子供みたいな壱吾のはしゃぎように、やえ子は、ため息も出てこなかった。

「ったく、もう……なんであたしが行かなきゃなんないのよ……はぁ……ほんと、困るなぁ……」

　とかなんとか、ブツブツ文句を垂たれ流しのやえ子。

　しかし、一いつ見けん、まったく本意ではないようでいて、実は、しっかりとお風ふ呂ろにも入ったし、メイクもバッチリ決めた、服も一番気に入っているヤツ、そして極めつけに、何な故ぜか一番気合いの入った下着を身につけ、家を出た。

　友人たちが知ったら、「やる気まんまんかよ！」と全力で突っ込まれそうだ。

　いやいやいやいや。オンナはいつでも勝負なのさ。

　とか、ワケの判わからないことを思ってみたり。

　とか、思っている間に、つい今の今まで、傍そばを歩いていたはずの壱吾がいなくなっていた。

「えぇぃ、何ど処こ行った！」

　辺あたりを見み廻まわす。

　まったくもう、紐ひものついてない風船かよぅ。

　って、あ……そういえば、昔からイッちゃんってこうだったっけ。

　手をつないでないと、すぐどっかに行っちゃうんだ。

　だから、いつも手をつないでた。

　あたしの方が、おねえちゃんなんだからしっかりしないと、とか思ってた。

　なのに、いつだった？

　それが、〝好き〟になったのは──

　すぐに壱吾は見付かった。

　あのころは小さくてすぐに見失ってしまったけど、今は、背が高くて大きい。

　一〇メートルほど先の横断歩道の近くにある街がい路ろ樹じゆをよじ登っていた。

　何な故ぜにっ!?

　とにかく、行ってみよう。

　壱いち吾ごがよじ登っている街路樹に近付くと、その理由が判わかった。

　壱吾が手を伸ばそうとして何かをつかもうとしていた。

「あ……」

　ふと見れば、その手の先に、いっぴきの猫がいた。

　白黒の牛柄模様の猫は、かなりおびえた様よう子すで、ブルブルと震ふるえながら必死に細い枝にしがみついていた。

　おそらく登ったはいいが、高すぎて降りられなくなったのだろう。

　壱吾は、それを助けようとしていた。

　おいおい、壱吾。

　どうやって、こんなところにいる猫を見付けたんだよ。

　ほんとに、もう……。

　昔から、こうだった。

　壱吾は、のほほんとしていて、のんびりやさんで、そのクセ、ちゃんと周りのことを見ていて、他ひ人とよりもちゃんと誰だれかのことをいっつも気にしていた。

　あたしが悲しいとき、無理して笑ってると、イッちゃんはかならず悲しそうになって、「僕がかわりに泣いてあげるよ」とか言って、自分が泣こうとした。

　けど、子供に、ましてやのびりとした壱吾にそこまでの感情コントロール技術はない。

　一いつ生しよう懸けん命めい、泣こうとするが、結局、泣けない。

　ただ、「うー、うー」と顔を真っ赤にするだけ。

　そんな壱吾に、やえ子こは最後には思わず笑ってしまった。

　そうやって、壱吾が笑顔をくれた。

　なんにも、変わってないんだ。

　ようやく壱吾の手が猫に届いた。

　しかし、

　──キシャァァァァァァァァァァァァァァァアッ！

「あうっ！」

　なんとおびえていたはずの猫が壱吾に襲おそいかかってきた。

　爪つめを立て、壱吾の鼻先に一いち撃げきを見み舞まうと、そのまま壱吾の身体からだを伝って下に降りた。

　そして、風のように、あっという間に何ど処こかに去ってしまった。

「あはは……」

　壱いち吾ごは、樹きから降りていつもの頼りない笑顔を浮かべる。

「い、イッちゃん、血が出てるよっ!?」

　猫の攻こう撃げきにより、壱吾の鼻先から少し上の部分がカットされ、血がしたたり落ちていた。

　やえ子こは、血にびっくりしながらもバッグの中からティッシュを取り出し、それをぬぐった。

　なんで、流血ばっかりなのよ。

　と、壱吾が吞のん気きに言った。

「よかったね。猫、降りれて」

「はぁー、イッちゃん。こんな目にあってよくそんな風に言えるね。ったく、あの猫も猫だよ。恩を仇あだで返すようなことしやがってさ」

　呆あきれながらも、やえ子はやさしく傷口に触れる。

「やえっぺ」

「ん？　なに？」

「なんだか、すごくうれしそうにしてるよ」

「そう？　べつに、ふつうだよ」

「だって、ほら、僕が〝やえっぺ〟って言っても怒らないじゃん」

「そ、それは…それよ。これはこれだし。ほ、ほら、もう血も出てないっぽいよ」

　なんだかよく判わからないことをやえ子は言う。
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　壱いち吾ごと再会したばかりの自分を思い出し、妙に恥はずかしかくなった。

　何しろ、今のやえ子こは、壱吾にドキドキしっぱなしなのだから。




　　　　♪




　しかくいしかくい。

　真っ白。

　白い部屋。

　白い少女が座る膝ひざの上、耳をそばだて黒猫が老ろう婆ばの話に聞き入っている。

「つよがって、つよがって。いつもわがままな私のことを彼は優やさしく見守ってくれていた。幸せだった。もう、あんな幸せはないって思ったわ。でもね、幸せはまた巡めぐってくるものなのね。私は、ずっと、今も幸せの中にいるのよ。彼も……そんな幸せに巡り逢あえたのかしら……？」

　想うことをやめれば、人はきっとひとりだ。

　想うことは、繫つなぐこと。

　永遠に、繫ぐ。

　同じように巡る空。

　巡りくる季節。

　風の中にひそむ、幸せのかけら。

　想い。巡る。繫ぐ。

　手を、心を、あの空を、あの星を、光を。

　ヒカリ、惹ひかれ、光る──




　　　　♪




　電車を乗り継つぎ、やえ子と壱吾は、目的地にやってきた。

　土曜とあって、すごい人だ。

　ここは、遊園地型のテーマパークで、園内をキャラモノのきぐるみがうようよしている。

　やえ子は、わりとこの手のモノに弱い。ここのリピーターでもある。

　冬でもアイスクリームなどを売っていたりして、密ひそかにそれがおいしくて人気がある。

　そういえば冬に、例の友人三人とここへきたとき、人ひと気けのない広場で、ぽつんとたたずむ、誰だれかが作ったらしい溶けかかった雪だるまを発見して、そのあまりの不ぶ格かつ好こうさにちょっとだけ笑ってしまった。

　だいいち、わざわざこんなところまできて雪だるまを作る必要があるのか？

　何か理由があったのだとしたら、なんだか、かわいそうな気もしたので、そこらへんにあった木の枝やらで顔や手を作ってやった。そうするとちょっぴり愛着が湧わいたりして、不ふ思し議ぎなモノだ。

　そして、よけいにここが好きになった。

　アイスクリームもうまかった。

　三段重がさねのやつがサイコーだ。

「また、四人で行こうねっ。約束っ！」

　とか言ってたのに。

　悪いね。

　友よ。

　あたし、きちゃいました。

　それもオトコとふたりで。

　うははははは…………は…。

　ハァ……。

　でも、イッちゃんはあたしじゃなくて、他ほかのひとのことを想ってるんだよね？

　それもわざわざ帰ってきて、捜さがすほど。

　なんで、それがあたしなんかといるんだろう？

「初恋の人は、どうしたの？」

　なんて、訊きけない。

　訊いたところで、どうなるというワケでもない。

　と──

「ん？　うわっ、またいない！」

　壱いち吾ごの姿、忽こつ然ぜんと消えている。

　すると、向こうにいたきぐるみキャラに、

「くまちぃぃぃぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっ！」

　と、クマのきぐるみの名前を叫びながら、それに向かって猛然とダッシュしている壱吾を発見した。

「って！　イッちゃん、あんたがそのイキオイで抱き付いたら、ボディプレスだって！　ただじゃすまないよ！　──中に入ってるひとがっ！」

　やれやれ。

　あたしに、センチメンタルに浸ひたってる暇ひまはないのかも知れない。




「……はぁ、疲れた……」

　はしゃぎすぎて、きぐるみキャラにフライングボディアタックを見み舞まった壱吾を即座に取り押さえ、やえ子こはテーマパークの関係者に捕まる前に、通常の三倍の速さでその場から逃げ出した。

　やえ子こは、とりあえず騒さわがしい乗りモノ系のアトラクションは避さけ、落ち着く意味でも園内を流れる水路を巡めぐる舟に乗ることにした。

　身体からだの大きな壱いち吾ごがまたはしゃいで、立ち上がろうモノなら舟が沈む可能性があるので、やえ子は、しっかりと壱吾の身体を押さえる。

「ほ、ほら、イッちゃん、動いちゃダメだって。ナビのおねえさんが言ってたでしょ」

　まるで、小さな子に言い聞かせる母親の口調だ。

　しかし、傍はた目めから見れば、カレシに抱き付くちっさいカノジョだ。

　うーん。この体たい勢せいはなんだか、甘えてるバカップルみたいでやだなぁ。

　けどまあ、この際、仕方ないか。

「どうしたの、やえっぺ？　もしかして、舟とか苦にが手て？　怖い？」

　としかし、壱吾が言う。

　抜けてるんだか、気が利きくんだか……。

　舟が進む。

「あ、あそこって、お土産みやげ屋さんになってるんだね。あとで行こうね、やえっぺ」

　壱吾は、悪戯いたずらなほど無む邪じや気きに笑う。

　あっちこっちに、目を向けて、あーだこーだと声を上げる。

　なんだよ、イッちゃん。

　あたしは、こんなにドキドキしてるのにさ。

　なんにもないのかよっ。

　ピッタリと壱吾に密着しているやえ子。

　シャツ一枚をへだてて、しっかりと壱吾の体温を感じる。

　おい、高たか槻つき壱吾ッ。

　今、一番傍そばにいるのは、あたしなんだぞ。

　あたしのこと見てよ。

　そんな、トコ見てないで、あたしのことを見てよ。

　ずっと、想い続けていたのに。

　イッちゃんは、あたしのことどう想ってるワケ？

　あたしだけが、想い続けてたなんて、不公平じゃん。

　それなのに、ひどいよ、イッちゃん。

　あのころのままなんて、なんにも変わってないんだもん。

　そんなの卑ひ怯きようだよ。

　変わりたくて一いつ生しよう懸けん命めいだった、あたし。

　変わりたくて、変わらない毎日が退屈で、そこから必死に抜け出そうとしてた、あたし。

　変わらなくちゃいけないことがある。

　変わることになれてしまうことがある。

　願ねがいごとも、夢も、ひとつずつ消していった。

　伸びなかった身長。抱えきれなかったことたち。

　なのに、無む邪じや気きに変わらないままの彼。

　あのころのままの瞳ひとみで自分のことを見る。

　あのころとおんなじ『みかん色』の髪の毛。

　一番最初の、お願い。

「──壱いち吾ごにまた逢あえますように」

　今ごろ、叶かなったのに。

　一番最初に、消したお願いなのに。

　今さら、叶った。

　本当は、忘れようとしていた。

　本当は、友人たちに、おもしろおかしく話して、笑い飛ばされてしまいたかった。

　本当は、壱吾がいなくなって、寂さびしくなって、淋さびしさに耐えられず、忘れようとした。

　本当は、手紙を書かなくなったのは、やえ子この方からだ。

　手紙がくるのを待っている時間さえもつらくなった。

　でも、忘れることができなくて。ひとつひとつ想い出をふくらませていった。

　けど、空気が一杯になった風船が弾はじけてしまうように、それは──割れる。

「……イッちゃん」

「ん？　なに、やえっぺ？」

「イッちゃん……なんで、帰ってきたの……？」

「え？　ああ、それは──」

「あたしばっかりだよ……」

「やえっぺ？」

「想い出なら想い出のままの方がいいじゃん！　あたしばっかり好きで、あたしばっかり待って、あたしばっかりだよっっ！」

「や…やえっぺ……？」

「こんなのってバカみたい！　イッちゃんなんて──だいっっっっっきらいどぅわぁぁあぁぁぁぁぁあぁああぁぁっっっ！」

　そう言い放つとやえ子は、岸に近くなっていた舟から、飛び降りた。

　体育さぼりたい症候群の自分が信じられない跳ちよう躍やくで、舟から岸に飛び移った。

　やえ子は、逃げ出した。

　壱吾の前から、猛烈なダッシュで。

　でも、心の中の本当の声は──

　ああっ、もう、あたしはバカか！

　ホントは、イッちゃんのこと好きなのに。

　もう、きっぱり好き！

　あのころよりも、もっとずっと好きになってるんだもん。

　だって、イッちゃんはイッちゃんだよ。

　あたしには判わかる。

　だって、大好きだから！

　やえ子こは、走る。

　人込みをかき分け、走る。

　力の限り、走る。

　でも、それでも、そんなやえ子のあとを一いつ生しよう懸けん命めい、汗まみれの壱いち吾ごが追いかけてきてくれて……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………────────くれてねぇッッッッ!!

　思い切って、うしろを振り返ってみるが、壱吾の影も形も見えやしねぇ。

　見えやしねぇよ。

　なにやってんだよ！

　イッちゃん！

　こういうときは、決まって、追いかけてきて、

「ゴメン、俺おれが悪かったぜぃ。ぶちゅ〜」

　なんつぅカンジのパターンじゃん！

　はいはい、そーですか。

　そーですよ。どーせ、あたしなんか……。

　チビっこで、夢見がちで、妄もう想そう癖へきか？

　少女まんがも読んでますよ？　しかもたくさんね。

　どーせ、ギャルまじきヤツですよぉっ!!

　あーあ……。少女まんが読みすぎた…………。

　あーあ、ここまで間抜けだと、涙も出てきやしない……。

　どーするかなぁ……。

　やえ子は、ひとりでテーマパークを出た。

　そして無む意いし識きのうちにある場所へ足を向けていた。

　夏の名な残ごりの暑さの中、そこは秋の色をしていた。

　木々から、ハラリ、ハラリ、と舞まい散る木の葉。

　切なさが、ぐっとこみ上げてくる。

　山というほどではないが、小高い丘になっていて、周囲にはほとんど何もないので、ここから見える斜しや陽ようは、涙が出るほど綺き麗れいだ。

　やえ子こは、それを期待して、そこにいた。

　泣いてしまえば、さっぱりするかもしれない。

　六年間溜ため込んだ想いも、吐き出してしまえばいい。

　そう思った。

　思ったのに、てんで泣けやしない。

　だいいち、日没までにはまだ時間がある。

　やえ子は、いちいち間抜けな自分を呪のろいつつ、膝ひざを抱えた。

　小さい身体からだをさらに小さくした。

　陽が暮れる前に、途と方ほうに暮れてどうすんだ。

　ハァ、とため息がこぼれそうになった。

　まさに、そのときだった。

「──やえっぺっ！」

　突然、背はい後ごから声をかけられ、やえ子は、吐き出しかけたため息を飲み込んでしまった。

　そこに壱いち吾ごがいた。

　ひどく息を切らして、汗だくで。何な故ぜか手には見覚えのある紙袋。

　みかん色の髪の毛が、汗に濡ぬれて光っている。

「なんか、ごめん！」

　唐とう突とつに、壱吾は深々と頭を下げた。

「やえっぺがいきなり、怒り出すからびっくりしたけど、僕のせいなんだよね？　ごめんね、僕、なんで怒られたのかホントは判わかってないんだけど。そういうのも全部、ごめんなさい！」

　素直すぎる。

　そんな風に謝あやまられると、こっちが困ってしまう。

「これ、おわびの気持ちだから！」

　そう言って、壱吾は手にしていた紙袋を、ズイッとやえ子に差し出した。

　見覚えのある紙袋の中は、もちろん──フルーツサンドだ。

　こういう場合、なんだか笑ってしまうものだと思うのだが、しかし、やえ子は、涙が頰ほおを伝っていくのに驚おどろいた。

　さっきから、あべこべだぞ、自分。

　泣きたいときに泣けなくて、笑ってしまいたいときに泣くなんて。

「……なんで、イッちゃん。きたの？」

　やえ子こが訊きいた。

「だって、ここはふたりの場所だから」

　言って、壱いち吾ごは、頼りなくない、優やさしい笑みを浮かべた。

「…………イッちゃん……………っ！　──はぁぅっ！」

　しかし、やえ子は、ドッと恥はずかしくなった。

　今いるこの場所は、昔、壱吾といっしょに秘密基地ごっこなどをした想い出の地だった。

　こ、これじゃ、「思い出して、きっと迎えにきてね、ダーリン」状態じゃない!?

　うっわぁぁーっ、チョーハズぃッッ！

　自分では否定していたが、ここまで間抜けだと、友人一同声をそろえて「やえって、天然だよね」と言うのにうなずきそうになる。

　恥ずかしさで顔を赤くするやえ子。でも、すごくうれしかった。

　壱吾が、自分のところにきてくれた。

　ただ、壱吾がお人ひと好よしなくらいやさしいだけだとしても、うれしい。

　それなのに、やえ子は、意地を張ってしまう。

「なんでよ！　今さら。さっきは全然、追ってきてもくれなかったのに！」

「あ、そ、それは、ホントにごめんね。僕、追いかけようとしたんだけど、舟から飛び降りたら、水の中に落ちちゃって。それで、やえっぺのこと見失っちゃうし、道に迷っちゃうし……」ひどくしょげた様よう子すで、壱吾は大きな身体からだを丸める。

　はははは……。なんか、イッちゃんらしいっていうか、なんというか……。

「でもね──」

　壱吾が顔を上げた。

　ニッ、といつもみたく無む邪じや気きに笑う。

　そして、はっきりと言った。

「ここのことはちゃんと判わかったよ。きっと、ここにいると思ったんだ。ここはやえっぺと僕の大切な場所だから」

　その瞬しゆん間かん、やえ子からは、少女まんがでもありえないくらいの大粒の涙が、これでもかというくらいあとからあとから溢あふれてくる。

「イッちゃんのぶぁかぁ[image: ][image: ][image: ]」

　やえ子は、あのことよりもずいぶんと大きくなってしっかりとした壱吾の人差し指をつかんで、わんわんと大声で泣いた。

　やえ子の小さな手には、指さえも大きなモノに感じる。

　昔の自分は、強くあろうと思っていた。

　壱吾の手を引いて、守ろうと思っていたのに。

　今は、こんなに弱くなってんだね。あたしって。

　つよがって、というかがんばって背伸びしようとしてただけで。

　けど、これからはこのままでいいんだよね。

　泣いたって。弱くたって。

　小さいあたし、おっきなイッちゃん。でも、今見てるのはおんなじような気がするんだ。

　だから、いいよね。

　イッちゃんが笑ってくれたら、あたしも笑えるようになるから。

　あのときも、これからも。

　そんなやえ子この頭を壱いち吾ごの大きな手が、やさしく撫なでる。

「忘れモノがあるって言ったでしょ？　だから、取りにきたんだよ」

　声が、体温が、すべてがあったかい。




　　　　♪




　さんざん泣いて落ち着いたやえ子は、子供みたく甘え、壱吾にしっかりと抱き付いていた。

　テーマパークの舟に乗っていたときよりも、ずっとぎゅっと強く。

　壱吾は、今、ここにいる。

　少なくとも今なら訊きいてもいいかも知れない。

「…………ねぇ、イッちゃん」

「うん？」

　と言うたった一言の科白せりふにさえ、今のやえ子は、ドキッとなる。

　それでも、思い切って訊く。

「あのね。忘れモノって……初恋の人のことじゃなかったの……？」

　と、壱吾はいとも簡かん単たんに、はっきり、

「うん、そうだよ」

　とうなずいた。

　少し、チクリと胸が痛んだ。

　けれど、壱吾は続けて言う。

「だから、きたんだよ。僕の初恋の人は──やえっぺだから」

「うん………。えぇっ!?　あたし!?　あたしなのっ？」

　びっくりだ。

　だって、昨日は……。

「初恋の人を捜さがすとかって、言ってたじゃない!?」

「ああ、それは〝おばあちゃん〟の初恋の人のことだよ」

　としかし、またも壱吾は簡単に言った。

　えっ？

　ど、どういうことですか？

　壱いち吾ごは、にこりと笑った。

「おばあちゃんね、昔、大好きな人がいて。でも、そのひととは戦争のせいで離はなればなれになっちゃったんだって……」

　そして、戦争が終わって、壱吾の祖母は、ドイツへと渡る。

　そこでひとりの男性と出で逢あい結ばれる。

　やがて、男の子が生まれ、その子は母の祖国でひとりの女性に巡めぐり逢い、壱吾が誕たん生じようする。

　うっ……。そういえばそうだ。

　イッちゃんて外国の血が混ざってるとかなんとか、昔聞いたことがあるようなないような。

「じゃあ、イッちゃんて、クォーターってやつ？」

「そうだね」

　と壱吾がうなずく。

　やえ子こもうなずいた。

　なるほど。そりゃ、子供のころはお人形さんみたいだし、今はこんなに背が高くなっているのか……。

　とか、やえ子は、外国というだけのイメージで納得した。

「その『みかん色』もそのせいなんだねぇ」

　やえ子は、さわさわと壱吾の髪に触れる。

　壱吾は、なんだかくすぐったそうにしながら言った。

「うーんとね、それは違うんだ」

「え？　違うの？」

「僕のおばあちゃんこっちの国のひとだったんだけど、赤毛だったんだ。それで結構、いじめられたりしたらしいんだけど、その〝初恋の人〟がいっつもかばってくれたんだって」

「そうなんだぁ、へぇー」

　もしかして、イッちゃんも髪の毛のことでなんか嫌いやな思いしたのかも……。

「僕はね。この髪の色が好きだったよ」

　としかし、やえ子の心の中をくみ取るように言う。

「自分でも綺き麗れいな色だなぁってちょっと思ってたし。それにやえっぺが、『みかん色』って言ってくれて、綺麗だって言ってくれて。よけい好きになった」

　そう言って壱吾は、やえ子がとろけてしまいそうになる、笑顔を見せた。

「だって、やえっぺは僕の──一番好きなひとだから」

　と照れくさそうに壱吾は頰ほおをかいた。

「くぅっ、かわいいやつめぇっ！」

　と、やえ子こは、思いっ切り壱いち吾ごの首もとに抱き付いた。

　……でも、なんだか身長差がありすぎて、壱吾が立ち上がると、ぶら下がっているようにしか見えない。




　　　　♪




　これは、あとでやえ子が壱吾から聞いたことだ。




　壱吾が一時帰国したのは、やえ子に逢あうためともうひとつ、祖母の『初恋の人』を捜さがすためだった。

　祖母は、現在、入院中で、もう長くはない。

　祖母は、ずっと捜したという初恋の人と死んだら逢えるだろうかと弱気なことを言う。

　だから、壱吾は祖母のために、その人を捜し出そうとした。

　祖母が、その人を捜そうとしていたのは、もう随ずい分ぶん前だ。

　今なら、情じよう報ほう網もうも発達していて、なんとか捜し出せるかも知れない。

　壱吾は、やえ子に『初恋の人を捜す』と別れ（このときやえ子がものすごい勘かん違ちがいをしたことなど知るよしもなかった）、捜そう索さくを開始した。

　するとどうだろう。

　それはとても安易に、簡かん単たんに見付かった。

　祖母から聞いていたその人の名前をインターネットで検索したところ、すぐに引っかかったのだ。

　その人は、とても腕のいい硝子ガラス職しよく人にんだったらしく、数々の作品で表ひよう彰しようを受けていた。

　しかし、それはこの国だけの話だ。

　ここから遠く離はなれた国で暮らす祖母の耳にまで届くことはなかった。

　それと、壱吾があのテーマパークに行きたがったもうひとつの理由は、祖母の初恋の人というのが、テーマパークにある硝子のモニュメントを造っていたからだ。

　だが、やえ子のことがあって、壱吾はそれを見ることができなかった。

　それを聞いたやえ子が、「じゃ、じゃあもう一回行こっ！」と申し訳なさ二〇パーセント、うれしさ八〇パーセントだったのは、言うまでもない。

　インターネットの検索から、祖母の初恋の人の連絡先を知った壱吾は、さっそく連絡を取った。

　けれど、すでにその人は──亡くなっていた。

　それはとても残念なことだったが、その人には、壱吾と同じ年ねん齢れいの男の子の孫がいるらしい。

「その子と話がしたかったんだけど、なんかね、よく判わからないんだ」

「よく判わからないって？」

　やえ子こが訊きく。

「えっとね。最初、電話したとき、その子のお母さんが出て、補習かなんかでいないとか言われたんだけど……」

「けど？」

「なんかね。そのとき、その子のお母さんが──」




『あら、カンタロウ、おかえり。そうそう、今丁ちよう度ど、おじーちゃんの……って、あんたなんで帰ってきたの？　補習は明日まででしょ？　ちょっと、どういうことよ!?』




「──とかいうのが聞こえてきて、それで、ツーツーツーって」

「切れたの？」

「うん。切れた」

　壱いち吾ごはもう一度、すぐ電話をかけ直すが、何度コールしても電話に誰だれも出ない。

　そのころ、向こうで、喧けん々けん囂ごう々ごうのすさまじい親子喧げん嘩かが巻き起こっていたことなど、壱吾の知るところではない。

「そっかぁ、なんだか判んないけど、残念だったね」

　と言うやえ子に、壱吾は、

「今度こっちに帰ってきたら、そのときは、ゆっくり電話してみるよ」

　とかさりげなく言った。

　しかしそれはやえ子にとって、とても意味深いことだった。







　　　　♪




　白くなっていくんだろう。

　すべてが、白くなっていくんだろう。

　光のように。




「……これが私の、彼との一番、大切な想い出よ……。あなたに話せてよかったわ。あなたに話せば、この想いもきっと届くような気がするの。不ふ思し議ぎね……」

　老ろう婆ばは、白い少女に話を終えると、ゆっくりと目を閉じた。

「なんだか疲れてしまったみたい。少し眠ってもいいかしら……」

「うん」

　と白い少女はうなずいた。

「また……逢あえるといいわねえ……あのひとに…………」

「きっと、逢えるよ」

　少女が言う。

　それから、少女は、黒猫に微ほほ笑えみかけると、黒猫は、ひらりと老ろう婆ばのもとに降り立つ。

　そして、そっと口に加えた〝ソレ〟を老婆の手の中ににぎらせた。




　静かな時の流れ。

　静かに、老婆は──眠った。




　日々の中。

　眠る想い。

　日々の果て。

　届く想い。




　間もなくして、みかん色をした髪の毛の少年が部屋の中に入ってきた。

「おばあちゃん、帰ってきたよ。ねぇ、僕、やえっぺに逢ったんだよっ。……って、あれ。おばあちゃん……眠ってるの……？」

　少年が見た祖母は、なんだかとてもうれしそうに笑っていた。

　その手には、キラリと光るビー玉がにぎられていた。




　開け放たれた窓。

　カーテンが揺れていた。

　その向こうに見える景け色しき。

　一面には、季節外れの矢車菊セントーレアが咲いている。

　遠くで、




　──リン。




　という鈴すずの音が聴きこえた気がした。




　　　　♪




　あの日、彼がさりげなく言ったことは、やえ子こにとって聞き逃のがせないことだった。

　壱いち吾ごはまた、ドイツに戻ってしまう。

　もう、少しだって離はなれたくないのに。




　壱吾は笑って言った。

「実はね、高校は──こっちで通うんだ」

「ええっ！　ホントに！」

　嬉き々きとして、やえ子この顔が輝く。

「うん。ホントだよ。それにまだ、しばらくはこっちにいるし。ほら、こっちの高校って受じゆ験けんとか厳きびしいっていうから、またすぐに戻ってくるよ」

　やえ子は、ハッとなった。

　壱吾の歓迎会がすき焼きをもってして行われていたとき、ふて寝していたやえ子だが、かすかに聞こえてきた会話の中に、やえ子の通う高校がどーだとかあーだとかいうのがあった。

　やえ子の高校には、国際学科なるモノがあり、留学生などを受け入れたりしている。

　壱吾は、そこに入学することになった。

　もちろん、入学試し験けんはあるようで、そのレベルがどの程度なのか、それを調べるための今回の帰国でもあった。

　あと少しすれば、一度、壱吾はドイツに戻る。

　けどね──

「来年からは、ずっといっしょだね」

　と壱吾が言う。

　小さな彼女。

　背の高い彼。

　見上げる。

　でもね──

「生意気にぃ。あたしのが、ひとつおねえさんなんだぞっ」
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　　　　♪




　幼い日の想い出。

　あのころの、キミ。

　あのころの、ボク等。

　ただ、笑いあった。

　目の前に、見えるのは、眩まぶしい光だけ。

　新しい日々だけ。

　何かが変わると信じていた。

　何も変わらないでゆけると信じていた。

　この日々が、確かなモノでありますように。

　眩しい光に目を細めた。

　確かにあるヒカリ。

　其そ処こに立ってた。

　この刹せつ那なが、真実でありますように。

　鮮あざやかな光に焦こがれた。

　いつかはボクたちも。

　歩いていくんだ。

　何かが変わると信じて。

　何も変わらないモノがあると信じて。




　此こ処こから、何ど処こかへゆけるか？

　此処から、何処までゆけるか？




　白いヒカリに抱かれて。

　やさしいニオイのする場所へ、

　心はいつだって、其処にある。

　変わり続ける今日が、

　唯ゆい一いつの刹那でありますように。




　変わらないモノがあると笑った、

　シロイヒカリ。




　　　　♪




「キミはきっと、すごくいい仕つかえ魔まになるとボクは思ってるんだ」

　ダニエルが言った。

　それはまだ、彼が仕え魔として、白い不ふ思し議ぎな死しに神がみに仕える以前のこと。

「これはボクが言うんだからぜったいにそうなんだ」

　何の確信があるのか、ダニエルはそんなことを言った。

　相手は、少し照れくさそうにしながらも、何だかうれしそう。

「うん、ありがとう。でも、それはキミにも言えると思うんだ。ダニー」

　灰色の毛並みに、常磐緑エヴアーグリーンの瞳ひとみのニコルは、隣となりに並ぶダニエルに視し線せんを向ける。

「そ、そう？　なんか、ニコルが言ってくれると本当にそんな気がする」

　ダニエルもまた照れて笑った。

「ぼくもそう思う。ダニーが言ってくれるから、ぼくはなれると思う。いい仕え魔に。自信が湧わいてくるみたいだ」

　ダニエルとニコル。

　ふたりは、ライバル同士の血縁に生まれた。

　しかし、ふたりとも争いごとを好まない性格から互いを敵てき視しすることができず、それどころか、一番の仲良しになってしまった。

　ふたりの夢は、よい仕え魔になること。

　偉大な人に仕え、偉大な仕事をする。

　それが夢だ。

　きっと、すばらしい日々が待っている。

　そう思っていたし、実際そうなるはずだった。

　だって、ボクらはこんなにも判わかり合えたんだ。

　永く犬猿の仲だった家にうまれながらも親友になった。

　高い壁かべを乗り越えることができたんだ。

　これからは、もっとすごいことができるはずだ。

「今度、逢あうときは、ふたりとも仕え魔同士だよ。いいご主人さまに付いてね」

　ダニエルは、ちょっと興こう奮ふん気味に言う。

「うん。約束だよ」

　ニコルはしっかりとうなずいた。

　そして、互いのしっぽを絡からめ合わせ、一度上下させ、そして絡めたしっぽをほどくと、ふたりは天を指した。

　──また逢あおう。

　それから、ダニエルは、白い少女に出逢い。

　振り廻まわされながらも、彼女を尊敬し、心から好きであると大きな声で言える関係を作り上げることができた。

　一番大切なのは、白い姿をしたご主人さま。

　モモという名を持った不ふ思し議ぎな死しに神がみ。

　泣き虫で、おせっかいで、でも、どうしようもなくやさしくて。

　ボクは、なれたかな？

　いい仕つかえ魔まに。

　判わかんないや。

　でも、約束したからね、ニコル。

　ボクは、一いつ生しよう懸けん命めいがんばっているよ。

　ニコル。

　キミは、どうだい？

　元気にやっているかな？

　逢いたいよ。

　再会を望んだ。

　なのにそれが叶かなったとき、つらくなってしまうなんて。

　ダニエルは、思いもしなかった。

　それが、自分はおろか、大切なひとを──モモを一番、傷付けることになるとは。




　白い少女と黒の猫。

　地上に舞まい降りる。




　　　　♪




　雪よ、すべてを隠せ。

　すべてを白く浮かび上がらせるために。

　降り行く雪よ──




　目を覆おおいたくなった。

　それは、もうひどい有あり様さまだった。

「…………」

　モモは、見下ろした景け色しきに言葉を失っていた。

　金かな縛しばりにあったように動けない彼女の傍そばを、次々と他ほかの死しに神がみが通り過ぎていく。

　真っ黒のフード付きのマントに頭からつま先まで覆おおわれた死神たちは、地上へと降り立つと、ためらいも何もなく、機械的に〝作業〟を開始した。

　まるでプログラミングでもされているかのようだ。

　全員、同じ風ふう貌ぼうで同じような動きをする。

「…………モモ、ボクらも行かないと……」

　ダニエルは、自分たちにはやるべきことがあるのだからと主あるじを気き遣づかいながらも、うながす。

「…………うん……」

　先に、ダニエルが地上へ降りていく。そのあとに、ためらいながらもモモが続いた。

　そこに降り立つと、モモは否いや応おうなくそれらを視界の中に入れなくてはならなくなった。

　右も左も、上を見上げても黒煙により塞ふさがれてしまっている。

　モモとダニエルがいるのは、事故の現場だった。

　先日から降り続いていた雪のせいでスリップした大型バスが、徐行運転による渋滞の車の列に突っ込んだ。

　スピードの出し過ぎで、ハンドルが利きかなかったためだ。

　元の形がどんな風だったか判別不可能な車。それに乗り上がるようになっている大型バス。

　焼けこげたニオイ。

　タイヤやガラスの破片、車体の部品、それらが反対車しや線せんにまで広がっている。

　たくさんの死者が出てしまった。

　この担当だった死神ひとりでは、到底、すべての魂を天上へ運ぶことができない。

　よって、他ほかの死神たちもここにやってきて、仕事を手伝うことになった。

　今回ばかりは『ディス』であるところのモモにも〝上〟からその命がおりた。そして、今、ここにいる。

　四方から、火の手と悲鳴が上がっている。

　おびただしい悲壮が、モモの中に飛び込んでくる。

　炎の色、血の色、黒く染そまる空。

　染そまる白。雪の色。

　溶けていく。

　人も鋼こう鉄てつも雪も想い出も溶けて失なくなっていく。

　炎。

　モモは、目も耳も感覚もすべて閉じてしまいたかったが、それはできない。

　自分が死神であること──

　与えられた役割がある。

　魂を天上へ、送り運ばなくてはならない。

　それに、モモが逃げ出したところで、他の死しに神がみが自分の穴を埋めるだけだ。

　それなら、自分の手で魂を送ってあげたい。

　痛みも、哀かなしみも、辛つらさも、自分が受け取れるモノなら受け取ってあげたい。

　いくつもの魂を鎮しずめ送るため、モモは瞳ひとみを閉じた。

　鈍にび色いろのカマを振るい、ダニエルとともに舞まい踊る。

　光が射さして、肉体より切り離はなされた魂たちが、天上へ昇っていく。

　しかし、魂の数が増えるごとに、モモの表情は険けわしくなる。

　魂の心を、小さな身体からだで受けとめていること、そして、普ふ段だんの何倍以上もの力を使っていることが原因だった。

　死神といえども、一度にそう何人もの魂を送れるわけではない。

　他ほかの動物より人は、〝想い〟や〝執着〟など、正も負も感情が強い。

　そのため、人の魂を肉体から切り離すには大きな力がいる。補助として、カマなどの道具があるのだが、モモはそれをほとんど使うことがない。

　彼女だけが、魂を鎮めるために舞う。

　他の死神は、道具を使って機械的に、魂を肉体から切り離し、送る。

　そこには、感情も何もない。

　ただ、仕事を淡々とこなす。

　しかし、モモにはそれができない。

　だから、余分に力を使うし、さらには、今回のように、たくさんの魂を送ることとなれば、なおさらだ。

　また魂の想いがモモの身体の中に入ってくる。

　独ひとり家に残してきた娘のことを心配する夫婦。

　自分たちができなかったこと。

　誕たん生じよう日びを祝ってあげること。

　娘に一言、いってあげたかった。

　おめでとうと、ちゃんと言ってあげたかった。

　今いま頃ごろ、あの子はどうしているだろう。

　自分たちに、置き去りにされたと思ってしまうだろう。

「…………あたしが伝えるから。きっと伝えるから……。哀かなしみも涙もあたしが全部、引き受ける。だから……」

　だが、モモの身体は、ガクッと崩くずれる。

　膝ひざを突き、カマを支えにして、倒れ込んでしまうのをなんとかしのいだ。

「も、モモっ、ちょっと無理しすぎだよっ。いくらなんでも、こんなにもたくさんの魂を送れるワケないよ。他の死ひ神とたちもいるんだから、モモがこれ以上やる必要はないんだよ」

　ダニエルがあわてて、足もとに走り寄る。

　モモは、他ほかの死しに神がみが無感情に魂を送ることに、耐たえられなかった。

　まだ、『死』を受け入れられないで、自分が死んだかどうかも判わからない魂を無む慈じ悲ひに、肉体から切り離はなす死神たち。

　モモは、自分が多くの魂に関かかわれば、そういうことから避さけられる。

　そんな考えから、自分の力の容量を超える力を使って、一度にいくつもの魂を送っていた。

「……だいじょうぶ……だい……じょうぶだから……」

　ちっとも大丈夫そうではない様よう子すで、モモは立ちあがろうとする。

　しかし、バランスを崩くずして、今度こそ、地面にへたり込んでしまった。

「モモっ！」

　ダニエルはとっさにモモの身体からだを支えようとする。

　が、

「ぅぐっ……っ」

　──ぜんぜん無理だった。

　逆にモモの下した敷じきになってしまう。

「も……モモ…………だい、じょぶ……」

　その前に、自分が大丈夫じゃない状況をなんとかしないと。

「……し、仕方ないか……本意ではないけど……」

　と、ダニエルの身体が、ポンっ、と弾はじけるようにして、姿を変えた。

　ダニエルは、モモと同じくらいの人型になった。

「とりあえずは……よしっ……」

　けれど、あわてて変身したので中ちゆう途と半はん端ぱに、尖せん端たんだけが白くなったしっぽが残ってしまった。

　それにも気付かず、ダニエルは、モモの身体を抱きかかえる。

「モモっモモっ」

「あれ……ダニエル……人の姿になるのは、イヤなんじゃ……なかった……っけ？」

　くたびれた状態でモモは、そんな冗じよう談だんを言った。

「なに言ってるんだよ！　ボクは、モモが……」

　としかし口調は強いが、ダニエルはむしろ少し、ほっとしていた。

　まだ、主に冗談を言えるほどの元気はあるようだ。

　だが、そのときだった。




　──どけよ。




　モモにも、ダニエルにも、他ほかの死しに神がみたちにも直接、頭の中に響ひびく声がした。

　ハッとなって、ダニエルが上空に視し線せんを向ける。

　黒煙が立ちこめるそこに、そいつの姿が見えた。

　黒よりも黒く浮かび上がる──ＵアＮンだった。

　忘れようとしても、瞼まぶたの奥に張り付いてダニエルには忘れられない。

　主モ人モを傷付けたヤツ。

「あいつ……って……ま、まさか……」

　嫌いやな感じがした。

　アンは、上空高く、手にした鉄クロ色ガネのカマを大きく振りかぶっている。

　そして、次の瞬しゆん間かん、カマを一いつ閃せんした。




　──グガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァぁぁぁぁッ！




　というようなすさまじい衝しよう撃げき波はが地上に向け放った。

「ほ、本気でぇ!?」

　ダニエルは、必死でモモを抱き上げ走り出した。
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　　　　♪




　きっと人間の目には、ガソリンに火が移って爆ばく発はつを起こした、とかそういう風に見えただろう。

　実際は、アンがやったことだ。

　破は壊かい的な力は、事故現場を吹き飛ばすほど強力だった。

　死期予定の魂以外にも、何人かの予定外の魂が巻き込まれたに違いない。

　いや、それだけではない。

　作業をしていた死しに神がみもいくらか巻き込まれたはずだ。

　あやうくダニエルが逃げ遅れていたら、モモもその中に含まれるところだった。

「な、な、な、なんてことするんだ……っ！」

　ダニエルは、キッと、上空を見やった。

「あ…あれ？」

　だが、もう、そこにアンの姿はなかった。

　しかし、その代わりに……。




　ほんの少し前──

　慌あわてた様よう子すで、ニコルがそこへやってきた。

「ま、マスター……っ」

「……ニコラウス……遅いぞ」

　そいつは──アンは、地上にいる白い少女と同じ顔で言う。

　そのことには正直、ニコル自身も驚おどろいていた。

　主人マスターと同じ顔の死神。

　しかもその白い死神は『ディス』と蔑さげすまれ、唯一アの存在ンという自分の主人とは、真逆の存在である。

　しかも、その仕つかえ魔まは、幼いころから親友だった。

　どうしてか主人は、白い死神を襲おそい、そのせいで親友ダニエルからは、あんなにも悲しく激はげしい目で見られることになった。

　……でも……変わらなきゃならないことだって、あるんだダニエル。

　私は、間違ってなんかいない……。

「も、申し訳ありませんッ！」

　ニコルは、一度もアンと視し線せんを合わせることなく、深く頭こうべを垂たれた。

「いい……。もう、終わった……」

「えっ？」

　ニコルは焦あせった。

　終わった？

　いくらなんでも、速すぎる。

　今日の仕事の魂の数は、そんな簡かん単たんな数ではないだろう。

　アンが優秀な死しに神がみとはいえ、迅じん速そくにもほどがある。

　ニコルは、恐る恐る地上に目を向けた。

　あちこちから、黒煙と火ひ柱ばしらが上がっている。

　バカな……これでは、予定よりも死者の数が増えているではないか……。

「こ…、これはいったい──」

　ニコルが言いかけたところで、アンが遮さえぎるように言った。

「仕事は終わった。これでいいんだろう？」

「し、しかし……」

「ニコラウス──後始末は、おまえの役目だ。じゃあ、頼んだぞ……」

「は、はあ……」

　すると、アンは、鼻で嗤わらうように一度地上に目を向け、何かを確認するような仕し草ぐさを見せた。

　しかし、それは一いつ瞬しゆんのことで、そのまま溶けるように消えた。

「…マスター……っ」

　見送ることしかできないニコルは、そのままポツンと空に残された。

　と、そこに、

「──ニコルっ！」

　本来の姿に戻ったダニエルが、コウモリのような羽根をはためかせ、猛然とした勢いきおいでこちらに向かってくる。

「…………ダニエル……」

　この間、逢あったときと同じ、昔とはまるで違う、厳きびしく怒りのこもった表情で親友ダニエルが自分のことを見る。

「ニコルっ！　アイツは何ど処こに行った!?」

　アイツとは、もちろんアンのことだ。

　そんなことは、ニコルにはすぐに見当が付いたが、とぼけた風に言った。

「さあ、アイツとは？」

「なにを言ってるんだ！　アイツだよ！　キミの主人、アンのことだ！」

　ダニエルは明らかにさっきよりも怒っている。

　あたりまえか。

　ニコルみずから、そうなるような物言いをしたんだから。

　どうして、こんな風に親友だった者といがみ合わなくてはならないのだろう。

　その想いは、ダニエルもニコルも同じだった。

　ダニエルもまた、何な故ぜ、自分がこんな怒りを持って親友に接さなくてはいけないのかとまどいがあった。

　でも、キミが悪いんだ、ニコル。

　なんで、あんなヤツに仕えるんだ……。

　ダニエルたち死しに神がみの仕つかえ魔まは、主あるじを自分で選えらべない。

〝上〟が勝手に決めるだけだ。

　それはテレパシーのように降ってくる命モ令ノであって、ダニエルたち末端にとって、〝上〟は、逢ったことも見たことも聞いたこともない存在だ。

　上からの命は、あくまでも勝手なモノだが、仕え魔たちは、自分たちの誇りがあり、主人に仕え、役目を果たしきることを本ほん望もうとしていた。

「マスターなら、もういません」

　ニコルは冷静な口調で言った。

「どうしてだよっ！　地上をあんな風にして自分だけさっさといなくなったっていうの!?」

「そうです。仕事は、終わりました」

　あまりにもあっさりというニコルに、ダニエルはさらに憤ふん慨がいした。

「そりゃ、仕事は仕事だよ？　でも、いくらなんでもやりすぎじゃないか。キミの主がやったんだ。ニコルっ、地上を見てみなよ！　キミはアレを見てなんとも思わないのかっ!?」

　そう言われたニコルは、今度は、簡かん単たんには答えられなかった。

　目下に見える地上の姿。

　……そんなの思わないワケがないでしょう？

　でも、私はあの方の仕え魔なんです。

　私にはマスターがすべてなんです。

　マスターが、すべて世界なのだから……。

　だって、キミもそうなんでしょう？

　キミだって、あんなふざけた白い死神に仕えているじゃないですか。

　本当は、仕え魔として何の疑問も持ってはいけないんですよ。

　こんなこと、思うことさえ許されない。

　気持ちを再び強く持ち、ニコルは、しっかりとダニエルの方に向いた。

「それじゃあ、ダニエル。私は、やることがありますから」

　言って、ニコルは、ダニエルの傍そばから離はなれようとする。

「ちょっと待ってよ、ニコル!!」

　としかし、ダニエルが行く手を阻はばむ。

「なんだよ、どうしてだよ。なんでそんな風に言うんだよ!?　なんでそんな風に平気でいられるんだよっ！　ボクら、約束したじゃないか──いい仕つかえ魔まになるって！」

　ダニエルはなかば、すがるように言った。

　そんな親友の瞳ひとみに耐たえられなかったのか、取り戻した気持ちを失いそうになる。ニコルは、一いつ瞬しゆん、目をそらしてしまった。

「これが、私の仕事ですっ！」

「仕事だからって、なんの疑問もなんの戸と惑まどいもなくていいのッ!?」

　ダニエルが訊きく。

「ええ、そうです！　それが私たち仕え魔でしょう!?」

「け、けど、ニコルッ……」

「──ダニエル、やめなよ」

　声に、ダニエルは振り返った。

「モモ……っ」

　そこにモモが立っていた。

　力を使い果たした余よ韻いんで、彼女はまだ頼りなくさえ見える。

　どれでもモモは、しっかりと言った。

「その子はなにも悪くないでしょ？」

「だって、あんなヤツのために、ニコルが……ッ」

　ダニエルが言うが、しかし、

「マスターは、私の主人なんです。マスターを悪く言わないでください」

　ニコルは、真まっ直すぐにダニエルを見る。

「……………っ」

　その目にダニエルは何も言えず、言葉を詰まらせた。

「ほら、その子には、やらなくちゃいけないことがあるんだから。ね、そうでしょ？」

　モモがニコルに訊く。

「はい……」

　ニコルは、静かにうなずいた。

「じゃあ、もう行かないとね」

　そう、モモが言うと、ニコルはペコリと頭を下げて去っていった。

　ダニエルはその後ろ姿をなんとも言えない表情でただ、見つめることしかできなかった。

「どうしてだよ……約束したじゃないか…………」

　呟つぶやくが、ほとんど吐と息いきのようで聞き取ることができない。

「モモ[image: ][image: ]っ！」

　大泣きで、ダニエルはモモの腕の中に飛び込んでいった。

「よしよし……いつもはあたしのこと、泣き虫っていうのにね……」

「うわぁぁ[image: ][image: ]……あぁぁ……わぁ〜……」

　モモの言葉に、ダニエルは反抗しようとするが、もう言葉にはならなかった。

　それは、あまりにもモモの手がやさしかったからだ。

　そっと、自分を撫なでてくれる手がやさしかった。




　なんでだろう？

　モモは、なんでこんなに温かいのかな？

　死しに神がみなのに……。

　なんで、こんな風に温度があるんだろう？

　死神って……死んだヒトなんじゃないの？

　なら……モモは……。

　あれ……どうして？

　なんで、こんな音が聞こえるの？

　モモの胸……。

　あったかくて。

　やさしくて。
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　なんで？

　どうして……？




　鼓動が聞こえる──




　トクトク。

　トクトク。

　トクトクトク……。




　それは紛まぎれもない──脈を打つ〝ココロ〟の音だった。




　　　　♪




　モモが何な故ぜ、ニコルを責めたりしないのか。

　そんなことは、ダニエルにも判わかっている。

　ニコルを責めたところで、何にもならないと判っている。

　けれど、どうしてもやりきれない。

　ダニエルは知っている。

　ニコルが素直すぎること、そしてまじめすぎること。

　ダニエルにとっての一番は、モモだ。

　それと同じように、ニコルにとっての一番は、アンなのだ。

　仕つかえ魔まにとって、主あるじは絶対君主。

　すべての最さい優ゆう先せん事項が主にある。

　だから、きっとニコルは嫌いや々いやながらもアンに仕えているんだ。

　ダニエルはそう思いたかった。

　でも、ダニエルは知らない。

　ニコルに対してダニエルが思っていることを、ニコルもダニエルに対して思っていること。

　死しに神がみの中ではモモは特異な存在だ。

　それは変わり者デイスと呼ばれてしまうほど。

　ニコルにしてみれば、ディスに何故、ダニエルが一いつ生しよう懸けん命めい仕えているのか、完全には理解できない。

　けれど、ニコルは言った。

「これが、私の仕事です」と。

　仕え魔は、主がすべて。

　主あるじが言ったことがすべて。




　ダニエルは、一いつ生しよう懸けん命めい〝いい仕つかえ魔ま〟になろうとしていた。

　ニコルは、一生懸命〝いい仕え魔〟になろうとしていた。

　ただ、それだけ。

　ただ、方法論が違うだけで、想いのベクトルは同じ。




　あのころも今も変わらない。




　変わってしまったのは、たぶん、互いにそうだった。




　変わらずに、すべては、変わっていく。




　　　　♪




　ダニエルの涙が涸かれたころ、何な故ぜかそれはいつの間にか──しゃっくりに変わっていた。

「ヒック……モモ、あのさヒック、ボクね、ヒック……って、喋しやべれない！　ヒック……」

　モモとダニエルは、事故現場から離はなれた、一面雪に覆おおわれた野原にいた。

　モモの体力のことや、ダニエルが泣きじゃくって仕事にならないからだ。

　──もとい。

　仕事はもうなくなった。

　アンが、一遍に片付けてしまったからだ。

　人の魂も、同じ死しに神がみも、地上にあるモノも何もかも関係なしに放った力によって。

　結果、被害は拡大したが、モモたちの仕事はなくなった。

　本当に皮肉なことだが。

「ヒック……あれ？　おかし…ヒック…なぁ。どうしたんだ、ヒック、ろ？」

　しゃっくり初体たい験けんらしいダニエルは、妙な感覚に戸と惑まどう。

　すると、モモが何故か半笑いのたくらんだ顔で。

「ダニエル……」

「なに…………ヒック」

「ちょっと、後ろ向いて」

「ヒック……うん……？」




　バチコ────────ッン!!




「うぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ダニエルの背中が思いっ切り、あらん限りの力でひっぱたかれた。

　誰だれに？

　もちろん、モモに。

　ゴロゴロと果てしなく転がって、小さな雪だるまができあがったころ、ダニエルはようやくストップした。

「プ……………………………ッハァ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっっ！　なにするんだよ、モモっ!!　いたいじゃないか、いたいじゃないか！　もっかいゆうけど、いたいじゃないか!!」

　黄金こがね色した目をつり上げ、ダニエルが激げき憤ふんする。

　と、モモは、逆にニッコリと笑った。

「お、成功だ」

「なにが!?　ボクの背中、おいしそうな紅葉もみじまんじゅうだよ!?」

「ううん。じゃなくて、ほらね。しゃっくり、とまったじゃん」

「『ううん。じゃなくて』ぢゃなくて！　そんなこと…………あれれ？　ほんとだぁっ！　あーあーあーあー。わわっ、ぜんぜん喉のどが『ひっく』てならないよ！　すっごーいっっ！　ねぇ、モモ、なんで？　なんでなんで？」

　怒りマークから一転、クエスチョンマークに切り替わったダニエル。

「びっくりするとしゃっくりがとまるってゆうじゃん」

　モモが言う。

「ほぇ〜っ。びっくりてゆうか、痛いっていうか。でも、モモってただのおとぼけの天然死しに神がみで何にも考えてないかと思ってたら、けっこう物知り？」

「うん。てゆーか、それ誉ほめてるのけなしてるの？」

　──ひぃぃぃっ！

　モモっっ！　顔は笑ってるのに、目が笑ってないよぉ〜っ。

　怖いよぉ〜っ。

「い、いや、その……そんな真ま面じ目めな顔で言わないで。なんとゆうか、ボクはボケたつもりだったから、軽〜く突っ込んでほしかったかなぁ〜、なんて…………」

　つくづく自分は突っ込み担当なんだなと思い知るダニエルだった。

　モモに言わせると「どっちでもないと思うけど」だが。




　モモの機き嫌げんが直ったか直らないか、むしろ、最初からそういうフリをしていて、ダニエルをからかっていただけなのか、ダニエルの知るところではないが、唐とう突とつに、

「さっきの子、って友達なんでしょ？」

　と訊きいてきた。

「あ……うん……」

　うつむきうなだれるようになるダニエル。

　雪の絨じゆう毯たんの上に座るモモは、ダニエルを、よっこらしょっと、などとワザとっぽく声を出して抱き上げた。

　膝ひざの上に、ダニエルを座らせる。

「じゃあさ、あの子のことあんな風にせめちゃダメなんじゃない？」

「け、けど、ニコルは、アイツに仕つかえてるんだよ？　あんなヤツの言うことをきいて……」

「あの子はあの子できっと一いつ生しよう懸けん命めいにやってるんだと思うけどな、あたしは」

「なに言ってんだよ、その一生懸命ニコルが仕えてるヤツが特に問題なんじゃないかっ。忘れちゃったの、モモ？　あんな目にあったっていうのに！」

「さあてね。忘れた……かもね」

　モモはふざけたように言って、ペロリと舌を出した。

「……モモぉ[image: ][image: ]……」

　主人のお人ひと好よしすぎるところは判わかっている。

　判っているが、どうしてそこまで？という気もする。

　ボコンボコンのケチョンケチョンにされてしまっている相手とその仕え魔まのことなのに。

「あたしは別に、傷付けるくらいなら自分が傷付いた方がマシっ、とかね、そんな風に思ってるワケじゃないんだけどさ……」

「けど、なに？」

「なんか、嫌いになれないんだよね、あの子はダニエルのお友達だからもちろんだけど、あの──アンって子のこともさ」

「は…はぁ[image: ][image: ]??　だ、だって、アイツだよ？　アイツに、モモ、ひどい目にあわされたんだよ？　ボクもだけど……」

　モモの科白せりふに目が点になった。

　だいたい、あんなことをされたら、好きだとか嫌いだとか言ってる場合じゃない。

　アイツの目は本気だった。

　モモとおんなじ顔なのに、まるで全然、違う。

　モモの温かさとは、正反対に在るモノ。

　しかも、今日、今さっきのこと。アイツの力はハンパじゃない。

　あれだけの魂を一度に、天上へ上げてしまった。

　あんなヤツでも、死神としては超エリート的な扱いを受けているんだった。

　ダニエルは、アンに襲おそわれたときのことを思い出し、ぞっとした。

　あのとき、よくモモもボクも消し飛ばされなかったなぁ……。

　モモって、ひょっとしてすごい？

　……なワケないか……。

　アイツが手加減してたってことか……。

　うぅっ！　そう考えるとますます、腹の立つヤツだ！

　なのに、モモはアンを嫌うことはできないという。

　それは感情や感覚ではない何か──

「なんで？　おかしいよ、モモ。変だよ。判わかってはいたけど……」

　ため息ばかりで喉のどが嗄かれてしまいそうだ。

「そう？」

　モモは、また演技がそれともいつもの天然か、不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「変わってると思うよ」

　あらためて一応、ダニエルはそう言っておく。

　モモが、

「そうかなぁ？」

　と首を傾かしげるリアクションを予想の上で。

「あたし、変わってる？　どのへんが？」

「いや、そこらじゅうが」

「いやいや、そこらじゅうって、何ど処こらじゅう？　具体的に」

　そんな言いにくいこと（仮にも一応、モモは主人であるので）言えるはずないのが、この際だ。

　せっかくだから、言っておくことにしよう。

「白いし」

「あー、これ？　あたしは好きだけどなぁ、白」

　あっさりモモは答える。

「おせっかいだし」

「うーん。それはしょうがないね」

「…………。泣き虫だし」

「あたし、泣いてないです」

　ときっぱり。

　……噓うそだぁっ。

　いっつも泣いてるじゃないか。

　そのたび、涙を乾かす役目はボクじゃないか。

　何万回、何億回、羽根をパタパタさせたか……。

「踊るし」

「それって、ダニエルも踊ってるじゃん」

「……うっ…………。えー、あと……。人間に関かかわりすぎ、仕事脱だつ線せんしすぎ、ワケの判わからないことゆうし。靴くつ、赫あかいし……あと……なんか、音がするよ」

「音？」

　モモは、まったく予想外のことを言われ、きょとんとなった。

「それって、ダニエルの鈴すずじゃなくて？」

「じゃなくて！　ボク、自分のことくらい自分で判るよっ。さっき、モモの胸から」

「えっち」

　ひどく大おお袈げ裟さにモモは、自分の胸に手を当てて隠すようにしながら、身を引いた。

「ち、ち、ちがっ。ぼ、ぼ、ボクが言ってるのは、そういうことじゃなくて！」

　ダニエルはまんまとあせって、しどろもどろ。

　モモは今度は予想通りの反応に、イタズラに笑った。

「そういことじゃなくて？」

「フゥー……えっとね。〝トクトク〟って音がしたんだ」

「なにそれ？」

「いや、それはボクが訊ききたいんだけど……いいや。どうせ、モモも判ってないだろうし」

「あっ、失敬だなー、キミぃ」
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　不満げにモモは、口を尖とがらせる。

「じゃあ、判わかってるの？」

　とダニエルが訊きくと、案あんの定じよう、

「さあ」

　と言って、モモは肩をすくませた。

　訊いたボクが、バカだったよ。

「だって、モモはモモだもんね」

「『だって』ってなに？」

　今度は、モモが訊く。

「自分の胸に手を当てて訊いたら？」

　冗じよう談だんのつもりでダニエルは言ったのだけど、モモは本気にしたらしく、

「……………？　ありゃ？」

　自分の胸に手を当て、しかも何かに気付いた。

「…………音してるね。なんか、トクトクって……」

「ね。言った通りでしょっ？」

「だね。なに、これ？」

「だから、ボクに訊かないでぇ」

　うなだれるダニエル。

　というより、今まで、自分の中で鳴っている音に気付かなかったのか……。

　なんて、天然……いや……。

　モモ自身、それがあたりまえのことだとしたら、気付かないのも当たり前かも知れない。

　案外、自分のことを自分が一番知らないということがある。

　モモは、まさしくそれだ。

　死しに神がみとしての自分。

　それ以前の記き憶おく。

　すべて判らないのだ。

　自分のことも知らないのに、モモは他ひ人とを簡かん単たんに信用する。

　人間だって、ダニエルのことだって、他ほかの死神も、きっとあのアンというヤツのことも……。あいつは、いったい何がしたいのだろう？

　モモを、人間も仲間の死神も、その力で射うって。

　何がしたいんだろう。

　死神は、前世の罪を償つぐなって、また命を与えられ生まれ変わるために、存在している。

　しかし、アイツはそんな風には見えない。

　そういうところでは、モモとアイツは共通していた。

　同じ顔のふたり。

　正反対のふたり。

　じゃあ、モモはどう考えているのだろうか？

　何がしたいのだろうか？

　笑いながら泣いて、泣きながら笑って。

　生きることを人間に問う。

　死を前にした人間に問う。

　時に人を助け、時に言葉を伝え、時にただじっと見守るだけ。

　人間といっしょに、泣いて、笑って、傷付いて。

　そんなことをモモは繰くり返す。

　何がしたいのか。

　何がモモをそうさせるのか。

　何の疑問もないのだろうか。

　雪を降らせていた雲が一いつ瞬しゆん途と切ぎれて、隙すき間まから光が一筋、降りてきた。

　光と混ざり合う雪の色。

　反射。

　眩まぶしくも刹せつ那なの中で、少女を照らし出す。

　世界を包んで。

　モモは、ダニエルの心を見み透すかすように言った。

「──あたしはきっと、見付けたいことがあるんだよ」

　それはあまりに漠然としていて、何も見えないのとおんなじだった。

「あたしはやりたいことがあって、それは〝見付ける〟ことなんだと思う。それが形のあるモノなのか、ないモノなのか、そんなことも判わからないけど……。この赫あかい靴くつを履はいてることだってそう。歩いていこうって決めたときから、ずっと捜さがしてるんだと思う〝何か〟を──」

　それは大きすぎて、小さすぎて、見当も想像も付かないモノだ。

　それはずっと遠くにあって、ずっと近くにあるモノだ。

　それは何か。

「モモには、あるんだね。そういうのが……」

「うんっ」

　彼女は綺き麗れいに笑った。

　ダニエルも笑った。

「だったら、ボクが手伝ってあげるよ。見付けたいモノがあるんだよね？　ふたりでやればちょっとは早いかも知れないし。モモだけだと、なんだか頼りないしね」

「なんだかなぁ」

　とぼけたような口調でモモは膝ひざから、ダニエルを抱き上げた。

「けどまあ、頼りにしてるよ。あたしの仕つかえ魔まさんっ」

「まかせてよっ！」

　小指の先ほど尖せん端たんが白くなったしっぽ。

　ピンと、光を射さすように、空に向けた。







　あの日の想い出。

　あのころの、自分。

　あのころにあった自分。

　ただ、笑いあった。




　目の前に、見えたのは、眩まぶしい光だけ。

　新しい日々だけ。




　何かが変わると信じていた。

　何も変わらないでゆけると信じていた。

　この日々が、確かなモノでありますように。




　眩しい光に目を細めた。

　確かにあるヒカリ。




　其そ処こに立ってた。

　この刹せつ那なが、真実でありますように。




　鮮あざやかな光に焦こがれた。

　いつかは、歩いていくんだ。




　何かが変わると信じて。

　何も変わらないモノがあると信じて。




　此こ処こから、何ど処こかへゆける。

　此処から、何処までもゆける。




　白い光に抱かれて。




　やさしい声の鳴る場所へ、

　心はいつだって、其そ処こにある。




　変わり続ける今日が、

　唯ゆい一いつの刹せつ那なでありますように。




　変わらないモノがあると笑った。




　広い空、

　白い光、

　淡い音、

　かすかに、鳴って消えた。




　変わらないモノがあるんだと願ねがった。

　変わってしまったのは自分自身。

　変わってしまったのはキミの方だよ。




　置き去りにされた、日々の悲壮。

　置き去りにされた今の、希望。

　変わりながら、すべては、変わらずにある。




　ヒカリがすべてに還かえっていく。




　ヒカリがすべてを飲み込んで、




　ヒカリがある此こ処こで。




　少女は笑った。




　此処にあると、




　あの日、君は笑っていたんだ。




　あの日、君は笑っていたんだった。








planetype flowers, a drop / momo extra.3 - fin.
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Ending - Symphony Girl






　夢から覚めるとき、ひとりだった。

　光から目を背そむけて、それでもヒカリのキセキを望んだ。

　光の下へ。

　何もない処ところ。

　生まれも死にもしない。

　平和の形けい骸がい。

　すべてを失なくした其そ処こで、見付けた白い花。

　咲いた花の醜みにくさの美しさ。

　触れると壊こわれてしまいそうで。

　踏みつけてしまうこと。

　折れても折れない花を。

　終わる世界で、久く遠おんに咲き続ける。

　灰になったモノは、すべてを失なくして。

　すべては、灰に還かえって。

　生まれたモノは、死んだモノは。

　ユメから醒さめるとき、独ひとりだった。

　少女は笑った。

　何か似てる。

　白い花。

　失くした世界。

　少女の吐く息が、抱きしめた黒い猫の目にかかる。

　光をうつした少女は、言った。

「目を閉じてしまえば、きっと簡かん単たんなこと。けど、あたしにはできないみたい。たぶん、そういう性しよう分ぶんってヤツよね、これは」

　抱かれた黒猫は、しかし首を振る。

　あからさまに、ハァーっとため息をついて落らく胆たんする。

「で、今回の仕事も見事脱だつ線せんしましたってゆう反省は？　もしかして今の？」

「反省って、なにを？」

「って、モモ。脱線したじゃないか。びっくりするぐらい横道にそれたじゃないか。ボクが言ってるのはそういうこと……」

「うーん……。じゃあ、オッケーってことで」

「なにが？　オッケーっ？」

「ほら、今、あたし言ったじゃん。目を閉じると……」

「あーハイハイ。それってようするに、おせっかい過剰ってことでしょ？」

「まあねっ」

　少女の笑顔に、またも黒猫はため息。

「だからさ。そんな……ああっもうっ！　いいや！　ボク、いいかげん言うのも疲れちゃったよっ！」

「そっか。ごくろうさまですっ」

　けれど、少女の笑顔が何よりもうれしかった。




　ただ、笑っていてほしかった。




　叶かなわないとは知っていても、願ねがわずにはいられなかった。








momo the girl god of death "planet" - all over.
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らくがき。Afterword of Graffiti in "planet"









　はじめまして、おひさしぶりです。




　今回の『しにがみ。』は少し、ほんの少しだけ趣しゆ向こうを凝こらして、過去二巻の本編三話＋モモの話一話という構成ではなく、あえて、本編二話＋一話となっています。

　何な故ぜ、本編が二話だけなのか？

　というのは読んでいただければ判わかるかと思いますので、まだの方はよろしければ読んでやってください。

　収録作品「ビー玉と太陽光線のかなた。」は、「電でん撃げきｈｐ ＳＰＥＣＩＡＬ ２００３ ＡＵＴＵＭＮ」に掲載されたモノに多少の修正加筆をしたモノです。

　その原型は、僕がまだ高校生だったときに考えたモノだったりします。

　高校時代、僕は演劇なるモノをちょっとばかりかじっていたのですが、そのためのネタのひとつとして、授業中のノートや、テストの問題用紙に物語を創つくっていました。

　紆う余よ曲きよく折せつを経へて形になったのは、自分たちで芝しば居いの公演をするためでした。

　しかしながら、あまりに周囲がわがままだったのと、僕自身の忙いそがしさから、ついにはブチ切れて、その計画はお流れさんです。

　当時の僕は、同時にいろんなことをやろうとしていました。けれど、僕の身体からだは当然、ひとつしかありませんし、複数のことを同時にこなせるほど、僕は器用ではありません。

　正直、とても青かったです。

　──なんてかっこう付けてますが。ついこの間も、「ハセガワくんは、青いなー」と言われてしまいました。うあー。はっずかしぃー。

　自分では、ぜんぜん意い識しきしてないのですが、相当〝あおさ〟があるようです。僕自身にも、僕が描く物語にも。

　時間は過ぎゆき、僕は『しにがみのバラッド。』を描きはじめます。

　モモとダニエルというふたりのいる世界。

　ある日、編集さんから「電でん撃げきｈｐのスペシャルに短篇をどうですか」という話をいただき、僕はよろこんでやらせてもらうことにしました。

　そのときは、いくつかネタを用意して、その中から、一番短篇向きだなーと思った「ビー玉と太陽光線のかなた。」をやることにしました。

　今なら、色を付けることができると思ったんです。

　あのときの足音、あのときの風景、あのとき彼がいたこと、あのとき、彼女がいたこと。あのとき、光が眩まぶしくて太陽に手をかざしたこと。

　そして、生まれ変わったのが今回の『しにがみのバラッド。』です。

　ですが、『しにがみ。』用にいろいろと設定やらストーリーを練り直さなくてはならなかったので、ほとんど、一からの作業になってしまいました。

　この物語たちが、誰だれかの、いつか空を染めた夕焼けの茜あかね色いろのようなモノになればなぁ、とかふと思ったり。




　読んでくれた方、いかがだったでしょうか？

　まだの方、少しでも興きよう味みを持っていただけたでしょうか？

　どうか、おもしろかったら笑ってください。

　どうか、つまらなかったら笑ってやってください。




　そして、

　この本に関する、触れる、

　すべてのみなさまにこころから感かん謝しやいたします。




　ありがとう。








２００３年　冬の足音のブルースを聴ききながら




ハセガワケイスケ




[image: ]



















──この星で呼吸するすべての〝きみとぼく〟に捧ぐ。









ハセガワケイスケ

12月26日福井県産Ｏ型。むしろ髪形を変えよう。そう──

キノコヘアーにッッ!!

次回「ハセガワ、キノコ狩られる」

こうご期待！　──しない方向で！
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イラスト／七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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